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【序章】







　長き放浪と戦いの果てに、彼はふたたび地上へ帰ってきた。

　それは地上に住まう人間どもの時間単位でいえば、数百年以上にもおよぶ長い旅路であった。また、人ごときの心身ではとても全まつとうできない超常の闘争、超自然の脅きよう威いを幾千以上も乗り越えたうえでの帰還であった。

　彼の種族のなかでも、武ぶ勇ゆうと魔力で彼に匹敵する者はすくない。

　しかし、その彼にとっても危険な旅となった。代償として彼の全身はずたずたに傷つき、満まん身しん創そう痍いと成り果てた。

　また、最重要器官である心しん金がねには特に深刻な損傷を受けていた。

　彼を突き動かすのは、もはや肉体の力ではなかった。

　その身に宿る強きよう靱じんな精神力と闘争心、歴れき戦せんの猛も者さとしての誇りと魂であった。

　が、精神的活力が全すべてを解決してくれるほど、彼を取りまく世界は安易ではない。傷ついた心身でも居心地よく過ごせる場所──良質にして濃密な魔力が満ちる魔境を早急に見つけねばならなかった。

　そして、幸運にも格好の場所を見つけることができた。

　そこはかつて、彼と同格の猛も者さが根ね城じろとした聖せい域いきであった。

　芳ほう醇じゆんな魔力が満ちるだけでなく、主あるじも不在。ここを奪い取るために戦う必要もない。安住の地を見み出いだした彼は、ひとまず休眠することにした。

　新たな戦いがはじまるときまで、残り少ない力を温存するために。

　やがて歳さい月げつは流れ──彼の眠れる魂を揺り起こす、かすかな呼び声が聞こえてきた。

　それこそが灰色の戦士を覚かく醒せいさせるきっかけであり、人と竜族が共存する地上に新たな騒動を引き起こす発端だったのである。





【第一章　いずれ来たる日のために】
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「先せん輩ぱい。もう朝ですよ、起きてください」

　さわやかな朝に似合いの可か憐れんな呼びかけ。

　ハルこと春はる賀が晴はる臣おみにとっては唯一無二の後輩、白しら坂さか羽は純ずみのものだ。彼女の可愛かわいらしい声で聴覚を刺激され、ハルの意識は覚醒に向かいつつあった。

　だが、やはり定型おきまりの一言を口にしておきたい。

「う～ん……。お願いだから、あと五分……」

「ダメですよ。もう準備しないと遅刻しちゃいます」

　打ち合わせもなしで、羽純はお約束どおりにやさしくたしなめてくれる。

　なんと完璧な幼おさな妻づまぶり。いや、この分なら『幼なじみ役』さえも完璧以上の完成度でこなしてしまうかもしれない……。現在進行形で惰だ眠みんをむさぼっていたハルは、得も言われぬ多た幸こう感かんに突き動かされて、ぱっちりと目を開けた。

　羽は純ずみとのやりとりで、何らかの脳内物質が分泌されたのかもしれない。

　しかし、それも当然だろうと思わせる清らかな笑顔が枕元では待っていた。

「ふふふ。おはようございます、先せん輩ぱい」

「うん、おはよう。わざわざ起こしにきてもらって、本当にすまないねえ」

「とんでもないです。わたし、先輩の助手ですから。これくらい当たり前です」

　ベッドに横たわり、うすい布団をかぶったまま朝の会話をする。

　日差しが窓から入ってきて、ハルの寝室を照らしている。しかし、それ以上に明るい光源が室内にはあった。天使のような羽純の笑顔である。

　にこにこと笑う少女の無む垢くさは、ハルにとっては陽よう光こうよりも輝かしい。

「明日は携帯にモーニングコールを入れてくれるだけでいいよ」

「はい。でも、時間に余裕があったら……またお邪じや魔ましてもいいですか？」

「そりゃあもちろん」

　羽純のやや遠慮しながらのおねだりに、即答するハルだった。

　心清らかな後輩はうれしそうにうなずいてくれる。どう考えても感謝すべきは不ふ甲が斐いない先輩・春はる賀が晴はる臣おみの方であるべきなのに。

　ハルの心のなかに、ふたたび多た幸こう感かんがじんわりこみあげてきた。

　羽純に毎朝起こしてもらえるような生活がはじまったら、身に余る幸福の副作用でそのまま昇天してしまうかもしれない。













　そんな妄もう想そうを抱きつつ、羽は純ずみには部屋の外へ出てもらった。

　着替えのためである。パジャマをぱぱっと脱ぎ捨て、制服を身につけながら、こうなった経けい緯いをハルは振りかえった。




　雪ゆき風かぜの姫襲来から、すでに一か月近くが過ぎている。

　今は七月。期末試験も終わり、学園の生徒は夏休みを待つばかりだ。そんな日々のなか、春はる賀が晴はる臣おみは寝坊がちになっていた。

　激動続きだった六月の後こう遺い症しようかもしれない。

　寝る間も惜しんで調べ物。雪風の姫との出会いと戦い。火ひ之の迦か具ぐ土つちとの新たな盟めい約やく。真・玄げん武ぶ王おうの撃破。戦後処理の数々……。

　それらをどうにかやりすごしたあと、ハルの起床時間はすっかり遅くなっていた。

　朝の八時、九時まで平気で眠り続ける。目覚ましのアラームがけたたましく鳴っても一向に起きない。

　原因は過労──特に精神的な疲労が蓄ちく積せきしたせいだろうとハルは自己分析した。

　ここで早起きのために努力しないのが春賀晴臣である。

　代わりに偽造文書を作成した。原発性過眠症の診断書をでっちあげ、学校側に提出しようとしたのである。これで存分に朝寝坊できると。

　計画を阻止したのは、事情を聞いた羽純の一言だった。

「でしたら先せん輩ぱい。これからはわたしが毎朝、起こしにうかがいます！」

　その初日が今朝であった。

　着替えをすませたハルは居間に向かい、羽純と落ち合った。

「ふふふふ。この時間に出れば、今日は遅刻しないで登校できますよ」

「うん。じゃあ、さっそく出ようか」

　同じ胡こ月げつ学園の制服を着た羽純へ、ハルは言った。

　そうしながらも居間のテーブルに手をのばし、銀パック入り栄養補給ゼリーと小腹を満たすときにちょうどいいチョコバーをつかみ取る。

　遅刻間際の空腹を満たすため、食パンをかじって登校するなど非合理的──。

　その判断にもとづいて、買い置きしてある食料品だった。一日で五、六〇〇〇キロカロリーを消費する自転車競技の選手よろしく、移動しながら摂取するのである。

　しかし、ハルの合理的な朝食に待ったがかかった。

「あ、先輩。よかったら、それは置いていってもらえますか？」

「かまわないけど、どうして？」

「ふふふ。ないしょです」

　などと羽は純ずみに微笑ほほえまれたら、したがう以外の選択肢はない。

　ハルはテーブルに食糧を置き直して、通学カバンだけを手に取った。そのまま幽霊屋敷めいた春はる賀が家の玄関を出て、ふたりで学校へ向かう。

　歩いて最寄り駅の業なり平ひら橋ばしへ。

　新都環状線に乗り、二駅先の両りよう国ごくで下車する。

　この両国駅から胡こ月げつ学園まで、ふたたび徒歩で向かうのだ。ちなみに両国駅から、さらに三駅進むと羽純および十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめの自宅最寄り駅・門もん前ぜん仲なか町ちようである。

　後輩はわざわざ早起きして電車に乗り、ハルの家を朝から訪ねてくれたのだ。

「うん。本当に白しら坂さかはかわいい後輩だなあ」

「い、いきなり変なことを言わないでくださいっ」

　そんなことを言いながら、ハルと羽純は両国駅の改札を出る。すると、すこし先で制服姿の友人が待っていた。

　みごとなロングヘアの女子生徒、十條地織姫である。

　半はん袖そでの夏服を着た織姫は、人出の多い駅前でも抜ばつ群ぐんの存在感を放っていた。

「おはよう春賀くん。羽純がわざわざ迎えにいった成果、ちゃんとあったみたいね」

　従姉妹いとこの羽純へ手を振りながら、織姫は言った。

　さらに、通学カバンといっしょに持っていたトートバッグから包みを取り出す。二五センチほどの細長さで、棒状だった。

　これをつつんでいる紙には、英字新聞を模したプリントが施されていた。

　ハルに包みを渡すと、織姫は『開けてみて』と視し線せんでうながす。

「もしかしてもしかすると、これは朝ご飯の差し入れ？」

「ええ。約束どおり、羽純の分も作ってきたわよ」

「ふふっ。ありがとう、姉さま！」

　包みを開けると、中身はバゲットサンドだった。

　小振りのフランスパンに切れ目を入れて、生ハム・ベーコン・チーズ・レタス・刻んだピーマン・スライスしたトマト・オリーブなどの具材をはさんである。

　ハルだけでなく、羽純にも同じ包みを渡しながら、織姫は軽やかに笑った。

「羽純が早起きして春賀くんの家に行くって言うから、じゃあ、『わたしは朝ご飯を準備して待ってるわ』ってことになったの」

「丁寧なお気遣い、本当に痛み入るよ」

「この間、春賀くんはものすごくがんばっていたし、これくらいのご褒美はしてあげようかなって思ったの。それに──」

　ここで織姫は意味ありげにウインクした。

「また何か準備中みたいだし。寝不足は程ほどにしてね」

「…………」

「あんまり無む茶ちやが続くようなら、わたしと羽は純ずみで春はる賀がくんの家に泊まりこむから。それで徹夜させないように、毎晩監視するの」

「ありがたいお言葉、胸に刻み込んでおくよ」

「刻むだけじゃなくて、ちゃんと実践しなくちゃダメよ。寝不足は結局、仕事の能率を落とすだけって言うじゃない？」

「まあ、たしかにねえ……」

　本当の緊急時でもなければ、徹夜を重ねるメリットはたいしてない。

　もともと怠なまけ者ものであるハルは、世話焼きの同級生女子の提言に心から同意した。こんな話をしながら、三人はそろって胡こ月げつ学園へ向かう。

　平和な朝の登校風景である。

　ハル・羽純・織おり姫ひめ以外にも学園の生徒が大勢、同じ道を歩いている。

　しかし──一か月前の登校時間と比べると、生徒の数がすくないようにハルの目には見えた。そして、それは根拠なしの感想ではなかった。

　胡月学園の生徒総数は、すでに一割ほど減少しているのだ。




　二一世紀の人類を襲うドラゴン・ストライクの猛もう威い。

　しかし本来、その発生頻度は決して高くはない。たとえば日本列島くらいの範囲であれば、ラプトルが年に二、三回襲来する程度であるはずなのだ。

　だが、ここ最近の関東地方──特に東京は異常だった。

　春先から幾度も出現したドラゴンたち。ラーク・アル・ソス。パヴェル・ガラド。ラ・エグゾス。彼らが呼びよせた大量のラプトルたち。さらに玄げん武ぶ王おうと雪ゆき風かぜの姫……。

　一般市民はその襲撃の詳細を知らない。

　日本政府が情報を統制しているためだ。ドラゴン上位種、竜王級、そしてリヴァイアサンにまつわる情報は一般公開しないという取り決め、今回も遵じゆん守しゆされている。

　しかし、異様すぎる出現件数を一般人が警戒するのは、自然な流れだった。

　そこに起きた六月の『新都占領』。これがきっかけとなって、東京エリアからの脱出を検討しはじめた人間は少数派ではない。むしろ逆だろう。

　七月上旬の現在、早くも他地域への移住を敢かん行こうする人々が現れていた。

「ドラゴン側のお姫さまが旧東京を縄張りにした以上、いっそ新都と西東京から全都民が疎開するって選択肢もアリかもだけどねえ」

　高等部校舎の廊下を歩きながら、ハルは言った。

　羽純は中等部所属なので、すでに別れている。今は織姫だけが連れだった。

「やっぱり、今まで以上に戦闘が多くなるのかしら？」

「まあ、逆のパターンもありえそうだけど」

「逆？」

　ハルと織おり姫ひめは雑談しながら、教室の前までやってきた。

　ふたりが籍せきを置く一年Ｆ組である。このクラスにはかつて欧州で活躍した特級魔女マスターマギ、アーシャことアナスタシア・ルバシヴィリも在籍しているのだが。

「おはよう織姫さん。それにハリーも。今日はきちんと学校に来られたのね」

　教室の前で、もうひとりの特級魔女が待っていた。

　ルナ・フランソワ・グレゴリー。

　アメリカはオレゴン州出身。リヴァイアサン〝南の善よき魔女〟グリンダを操って、環太平洋エリアの撃げき墜つい王おうとなった才女である。

　西洋人形めいた美び貌ぼうの金髪少女は、夏物の制服に身をつつんでいた。

「おはよう、ルナさん。一年の教室まで来るなんて、何かあったの？」

「計画書と資料を作ってきたから、ハリーに渡そうと思って」

　織姫の問いにルナ・フランソワは答える。

　先月、転入してきた彼女は高等部二年生の校章を制服の襟えりにつけていた。実はハルたちよりもひとつ歳上だったのである。

　尚なお、ふたりの女子はただ廊下で立ち話をしているだけ。

　だというのに、通りがかる生徒たちの視し線せんをたっぷりと集めている。織姫だけでなく、ルナ・フランソワも抜ばつ群ぐんすぎる存在感をまとっているせいだ。

　まあ、日本の高校にはめったにいないであろう金髪の白人美少女。

　しかも、こんな時期に颯さつ爽そうと現れた転入生。話題性では織姫以上の逸いつ材ざいだった。

「というわけでハリー。これが私たちの野望の第一歩よ」

　ルナ・フランソワが差し出したのは、分厚いＡ４サイズの封筒だった。

　プリントアウトした書類の束が入っている。周到なルナのこと、同じ内容の書類データをメールでも送信済みだろう。ハルは大きくうなずいた。

「頼んだのは一週間前なのに早いね」

「とりあえず、それが第一弾。あとはハリーが参考資料に貸してくれたジャパニーズコミックでも読みながら、ぼちぼち煮つめていくつもり」

「そいつは頼もしいな」

「春はる賀がくん、ルナさんに何を貸したの？」

「君に言ってわかるかな。『野望の王国』」

「……何それ？」

「何十年も前のコミックでね。ふたりの東大生が暴力によって日本を制覇する野望のため、ヤクザ組織のなかでのしあがる話。僕は昔、あれを読んで理解したんだ。人が人を支配する仕組み、権力をつかむための方法を」

「私たちがいずれ社会の権力構造のカラクリを研究し尽くして、抗争の果てに野望を実現させた暁あかつきには、あの作品はきっとバイブルになるでしょうね」

「……春はる賀がくんとルナさん、何か野望とかあるの？」

「いや、そこまで大それたものじゃないけど」

「とりあえず野望の一歩手前くらいかしら？　将来設計というか未来計画？」

「つまり、ふたりして悪だくみをしている──そういうことなのね」

　事情を察したらしく織おり姫ひめは微苦笑し、肩をすくめた。

　春賀晴はる臣おみ、高校一年生。以前は研究機関《S.A.U.R.U.サウル》のメンバーとして副葬品の収拾に走りまわり、魔女とリヴァイアサンの盟めい約やくをプロデュースしていた。

　しかし現在、ハルは竜りゆう弑ごろしのルーン文字所持者という人類唯一の存在である。

　この新たな特技を活いかして、新たな事業を模索中なのだ。

　助けてくれる仲間として織姫がいてくれる。羽は純ずみとルナ・フランソワも頼もしい協力者だ。幼なじみのアーシャ、怠なまけ者ものの元ドラゴン・火ひ之の迦か具ぐ土つちも──。

　だが、これで十分というわけではない。

「野望達成の第一歩として、アルバイトでも雇おうかな。時給一二〇〇円くらいで」

　言葉の過激さの割に、のんびりとつぶやくハルだった。
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　朝のホームルーム開始まで、まだ一五分ある。

　しかも、七月の頭に期末テストは終了している。あとは終業式と夏休みを待つのみ。というわけで一年Ｆ組の雰囲気はゆるい。同級生たちはおしゃべり・マンガのまわし読み・携帯端末いじり・朝から昼寝などに興じていた。

　ただ、アーシャの姿は見えない。ハルはつぶやいた。

「どこかのファーストフードか牛丼屋で、モーニングでも食べているのかな？」

「春賀くんに渡した朝ごはんと同じのをアーシャさんにも用意してたんだけど……。この感じだと、休み時間のおやつになっちゃうわね」

「授業中にこっそり食べるって線もありそうだよ」

　織姫とおしゃべりしつつ、ハルは自分の席にすわった。

　窓際の最後尾である。右隣が十じゆう條じよう地じ織姫の席だった。それにしても、春先にはじめて彼女と会話したときと比べて、ずいぶんと境遇が変化したものだ……。

　感じ入りながら、ハルはカバンを探る。

　取り出したのは、さっき自販機で購入した紙パックのカフェオレふたつだ。

「これは差し入れのお礼ってことで」

「どういたしまして。遠慮なくいただくわね」

　カフェオレを受け取り、織おり姫ひめはいたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　その笑顔を見て、なぜかドキッとした。最近、この気さくで面倒見がよくて、そのうえ容よう姿し端たん麗れいでスタイル抜ばつ群ぐん、行動力旺おう盛せい、気配り上手の十じゆう條じよう地じ織姫といっしょにいると、ドキドキしてしまうときが結構あるのだ。なぜかはわからないが。

　今もそうだった。しかし、この心拍数の上昇、不思議と不快ではない。

　ちょっとドキドキしながら、織姫の差し入れもハルは取り出す。

「じゃあ、僕の方も遠慮なく」

「ええ、どうぞ。……味の方はどう？」

「うん。ふつうにおいしいＢＬＴサンドって感じだよ。ありがとう」

「あいかわらず工夫のないコメントねえ」

「じゃあ、作ってくれた君に最大級の感謝を表すために、五ご体たい投とう地ちでもしてみようか。昔、チベットで本場のやり方を教わったんだ」

　ハルは少年時代の記憶を引っぱり出した。

「まず合がつ掌しようして、その両手を頭の上に振りあげて、ヘッドスライディングっぽく地面にすべりこむ。派手に出血するくらい額を地面に叩たたきつければ、さらに効果的だ」

「大丈夫よ、そこまでしなくて」

　くすりと微笑みながら織姫は言った。

「流血なんかしなくても、また差し入れしてあげるから。春はる賀がくんの場合、飢え死にとかはまずしそうにないけど、放ほうっておいたら変な食事ばかりしていそうだし」

「効率を重視した食生活と言って欲しいなあ。……あれ？」

　ハルは気づいた。近くにすわっていた同級生の何人かがガタガタ音を立てて椅子から立ちあがり、そそくさと席を離れていったのだ。

　いちばん最初に動いたのは、ハルの前にすわる男子・高たか山やまだった。

　また、席を立った五、六名の同級生は全すべて男ばかりであった。彼らは黒板の方へ向かったり、廊下へ出ていったりして、ハルと織姫のそばから足早に離れていく。

　なぜか怒り顔だったり、舌打ちしたりして、みんな悔しそうにしながら……。

「みんな、どうしたのかしら？」

「そういえば、前に似たようなことがあった気も。何だったっけ？」

　不思議そうに首をかしげる織姫の隣で、ハルは考えこんだ。

　しかし、解答を思いつく前に「あはは」と笑いかけてくる女子がいた。

「そりゃあ、ふたりともいい雰囲気だもんねー」

「人気者の十條地さんとそんなふうにイチャイチャする男子が近くにいたら、腹のひとつも立つってもんでしょ、やっぱり」

「「いちゃいちゃ？」」

　ハルと織おり姫ひめを驚かせたのは、ふたりの女子だった。織姫のひとつ前にすわるショートカットの武む藤とうさんと、そのそばにいたツインテールの船ふな木きさんである。

　フルネームはそれぞれ、武藤夏なつ美みと船木京きよう香かだったか。

　六月の事件がきっかけで、彼女たちとは以前よりも親密になっていた。

「そうか。みんな、あいかわらず僕と十じゆう條じよう地じがつきあっていると思い込んでいるんだな」

　ハルはしみじみとうなずいた。

「最近いそがしくて、すっかり忘れていたけど……。あのうわさ、まだ風化してなかったんだな。僕たちなんかより芸能人のゴシップとかを気にすればいいのに」

「七五日で収まると思ったのに、ずいぶん息が長いのね……」

「だって、ふたりが定期的に燃料を投入するんだもん」

　困惑気味の織姫に意見したのは、訳知り顔の船木さんだった。彼女はクラスきってのゴシップ好きで、耳の早い情報通でもある。

「聞いたよー。十條地さん、今朝も登校しながら春はる賀がくんのうちにお泊まりする計画、立ててたんだって？」

「そ、それは計画じゃなくて、そういうことも今後ありうるみたいな話！」

「スキャンダラス度で言えば、どっちだろうと差はあんまりないかなー」

「冗談のつもりだったのに!?」

　船木さんのコメントに、意外とうかつな学園のアイドルが愕がく然ぜんとする。

　十條地織姫はまたしても墓ぼ穴けつを掘っていたらしい。まあ、登校途中のおしゃべりすらも近くにいた学園生徒に聞かれている点は同情すべきであろうが。

　一方、ＵＦＯユーフオー研の仲間でもある武藤さんはハルに話しかけてきた。

「ひとつ訊きいてもいいかな？　これは同級生の男の子じゃなくて、その筋の専門家である春賀先生への質問なんだけど」

「いいけど、僕のスリーサイズはトップシークレットだよ？」

「大丈夫。そっちは無む理り矢や理りメジャーで計測させてもらうから。それよりね、我が武藤家の脳天気な父＆母が柄にもなく心配してんの。トラブル連発の東京新都に今までどおり住みつづけても大丈夫かって」

　にやにや笑っていた武藤さんがやや顔を引き締め、声をひそめた。

　そう──。六月に起きた東京占領事件。

　あのときコールドスリープの呪じゆ縛ばくをまぬがれた武藤・船木の両女子は、銀竜パヴェル・ガラドの〝変身〟と、織姫とアーシャが魔女として『蛇へび』を呼ぶ場面にも立ち会った。

　その後、ハルは独断である程度の情報をふたりに明かしていたのである。

（ハル自身の竜りゆう弑ごろし云うん々ぬんについては、ややこしくなるので省略したが）

　春はる賀が晴はる臣おみを〝専門家〟と見こんでの相談。

　そばにいた織おり姫ひめが背筋をのばしてハルを興味深げに見つめ、おしゃべりな船ふな木きさんも目を輝かせて沈黙する。ハルの言葉を待っているのだ。

「そうだねえ。前にもすこし話したけど、ここ最近、何体ものドラゴンたちが東京エリアの領有権を得ようとして侵攻してきた……というのが、ざっくりとした実情でね」

　すこし考えこんでから、ハルは語った。

「新しいドラゴンが東京に襲来する可能性はもちろんある。ただ、東京近郊は現在、ドラゴン族のなかでもかなりの実力者の縄張りになっていてね。場合によっては、今までより平和になる可能性もある」

　先月、旧東京のモノリスは白きドラゴン王の手に落ちた。

　雪ゆき風かぜの姫。《矢の秘ひ文も字じ》を所有する、可か憐れんにして勁けい烈れつなる覇者であった。

「知ってるかな？　ドラゴンたちの代表・紅あかきハンニバルが勢力圏とするニューヨーク近辺では、ドラゴン・ストライクは皆かい無むといっていいほど発生しないんだ」

「ハンニバル……一九九九年、七の月に現れた『竜の種族の王』！」

「そう、それだ。ドラゴン族の下っ端はハンニバルの存在におびえて、彼の領土に入りこまないようにしているみたいだね」

「同じことが東京でも起きるかもしれないと、春賀くんは言いたいわけだ」

　さすがＵＦＯ研の次期エースというべきか。

　武む藤とうさんはハルのぞんざいな語りにもよくついてくる。そんな同級生女子を、織姫と船木さんが感心した面持ちで見守っていた。

「もちろん、一〇〇％そうなると断言はできないよ。ただ、どうせ地球上のどこに行ってもドラゴンたちは空から降ってくるわけだしね」

　脱力気味に、さらにハルは語る。

「数年後に振り返ってみたら、実は東京に残った方が安全だった──みたいになるかもしれない。だから、このまま東京に残るのもあり、とっとと移住するのもあり。現状ではそうとしか言えないねえ」

　実は、ついさっきも織姫に同じ説明をしたばかりだった。

　語り終えたハルの前で、武藤さんは大きくうなずく。

「早々と結論を出さないで、すこし様子見するのもアリってことか……」

「ま、あくまで僕の個人的意見だし、状況の変化に応じて、いつでも移住できる準備はしておくべきだとは思うけどね」

　ハルはカバンに手をのばし、携帯端末を取り出した。

「ところで、この間お願いされた件、条件付きでＯＫしてもいいよ。ほら、物ぶつ騒そうなドラゴンたちを迎撃する『蛇へび』──僕らの専門用語でいうところのリヴァイアサンについて、くわしく教えて欲しいってやつ」

「えっ、ほんと!?」

「うん。武む藤とうさんさえよければ、僕がまとめた『人造生物リヴァイアサンと世界の超真実・入門編』のファイルを君の携帯とパソコンに転送してあげよう」

「……至れり尽くせりだね。それで条件って何？」

　ハルの提案に、武藤さんはにやっと笑ってみせた。

「春はる賀がくんたちの組織、さうるだっけ？　その秘密結社だかに入れとか？　それとも、あたしがこの秘密を公表したら、黒い服の人たちにさらわれるの？」

「むしろ逆かなあ。武藤さん、僕の個人事務所でバイトする気ない？」

　時給はとりあえず一二〇〇円。危険手当あり。

　もちろん、守秘義務もあり。破った場合は法的および魔術的な報復措そ置ちをとらせてもらう代わりに、いわゆる〝世界の秘密〟を存分に学ぶことができる。将来的には、そうして得た知識の公表についても協力を考えている──。

　ハルはつらつらと、教室のおしゃべりといった雰囲気で条件を語った。

　近くの男子が全員いなくなっていたおかげで、ハルの周囲には織おり姫ひめ・武藤さん・船ふな木きさんしかいない。だから可能な勧誘だった。

　突然の提案に、織姫と武藤さんがびっくりしている。

　一方、ここで三人目の女子・船木さんが勢いよく、いきなり挙手した。

「は、はいはい！　あたしもそのバイトに立候補しちゃう！　高校生の女子に時給一二〇〇円って只ただ事ごとじゃないよっ。よそだと八〇〇円くらいだもん！」

「事情を明かせる協力者は何人か欲しいところだから、歓迎するよ」

「やった！」

「は、春賀くん、本当にいいの？」

「大丈夫だよ十じゆう條じよう地じ。ある程度の協力者をちょうど確保しておきたかったんだ」

　織姫の確認にも、ハルはあっさりとうなずく。

　すると、最初の勧誘対象であった武藤さんからも問いかけられた。

「あ、あたしに声をかけるってことは、ＵＦＯ研の人たちも誘うつもりだとか？」

「そうだねえ。僕以外だと唯一の男子で出ずっぱりの先せん輩ぱい──桜さくら庭ばさんだったか。その人も押さえておきたいね。あとはもちろんＭ部長だけど、あの人はバイトじゃなくて、いっそ店でもまかせてみたい気がするな。費用は全額出資するから」

　女子三人の前でハルはつらつらと語る。

「業種によっては、売り上げがすごいことになりそうだ」

「まあ、人生相談のお店とかやってもらったら、大繁盛しそうだとは思うわね……」

「飲み屋とかバーもいけそうだよね……。部長、あれで未成年だけど」

　織おり姫ひめと武む藤とうさんがしみじみと同意した直後、予鈴が鳴った。

　あと五分でホームルームだ。織姫がきょろきょろと教室内を見まわす。

「アーシャさん、まだ来ていないのね。春はる賀がくんの代わりに朝寝坊したのかしら？」

「あ、知らなかったの？　あの人、このところ朝早く登校してきて、いろいろやってるみたいだよー。今朝もちょろっと見かけたし」

　うわさ好きの船ふな木きさんがあっさり教えてくれた。

　織姫だけでなく、ハルも初耳だった。思わずつぶやいてしまう。

「あいつ、朝から学校で何してるのさ？」

「練習──ううん、特訓だって言ってた。それで今朝も遅れてるんじゃない？」

「特訓!?」

　予想外の言葉にハルは目をみはった。
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「あ、あめんぼ赤いなあいうえお！　キツツキこつこつ枯れケヤキ！　とてとてたったと飛び立った！　なめくじノロノロなにぬねの！」

　春賀晴はる臣おみと十じゆう條じよう地じ織姫が教室に到着する一時間ほど前。

　アーシャことアナスタシア・ルバシヴィリは、今日も発声練習に取り組んでいた。劇団や演劇部でおなじみの基礎レッスンである。

　これに腕組みしながら立ち会うのは、当然いつもの人物──

「まだまだ滑かつ舌ぜつが甘いわね……。ま、でも、今朝はこんなもんでいいでしょ」

　推定体重一四〇キロのＭ部長は重々しい口調で論評した。

　無地の白いＴシャツと、古代ローマの賢人めいた白いトーガを着ている。かの時代の剣闘士や風呂をテーマとする映画でしか目にすることができない、古式の衣装である。

　コスプレ効果もあって、Ｍ部長は今日もたっぷりすぎる存在感だった。

　尚なお、ふたりがいるのは学園敷地内の雑木林。例によって一対一の特訓中なのだ。

「柔軟と発声のあとは恒例の台本読み、いくわよ」

「了解です。……でも部長、どうしてお芝居のレッスンなんでしょう？」

　きびきびと答えてから、アーシャはふと首をかしげた。

「わざわざ演技の勉強とかしなくても、『女は生まれながらの女優』みたいに言うじゃないですか。私の場合、銀幕のスタアとしてもまちがいなく通用する美び貌ぼうにも恵まれていますし、すでにポテンシャルは十分ではないでしょうか。えへん」

「そのポテンシャルを活いかすテクニックがゼロのくせに、よく言うわねえ」

「そんな！　この五日間の特訓中、私の演技力をずっと絶賛していたのは部長、あなたじゃありませんか!?」

　憤然とアーシャは指摘する。しかし、Ｍ部長はかぶりを振った。

「だってアンタ。今までのは全部、アンタがやりやすそうな役と台本を選んできたもの。密林の王者ターザンとか、剣闘士スパルタクスとか、火星の大だい元げん帥すいとか狼おおかみ王おうロボとか」

「えっ、そうだったんですか!?」

　アーシャはどきっとした。まさか、そんな配慮があったとは。

「性別・職業・種族の垣根すら越える演技力が私にあるかを試すために、極端なシナリオばかり選んでいたんだと思ってました！」

「まあ、予想以上にハマった役もたしかにあったけどね……」

　Ｍ部長は地面に置いていたトランクケースへ手をのばした。

　かちゃりと開ける。数十冊もの台本が入っていた。性別・正体ともに不詳のＭ部長は、ＵＦＯ研究会・文芸部・マスコミ研究会・科学特捜部、そして演劇部──文化系五団体の部長を兼務する怪人物なのだ。

　この台本の山、演劇部の部室から持ってきたという。

　今日、Ｍ部長が選んだタイトルは『ロミオとジュリエット』だった。

「演技力を磨くことでアンタの女子力アップをうながす──計画はいよいよ第二段階に移行するわよ。今日はこの古典にチャレンジしなさい」

「サー・イエッサー！」

「……ひとついい？　そこ、厳密には『イエス・マム』じゃないの？」

　英語において男性への敬称はSirである。女性の場合はMa'amだ。女性の上役への『了解しました！』は当然『Yes Ma'am!』。しかし、アーシャは言った。

「でも、日本ではこちらの方が軍事マニアじゃない一般人にも理解されやすいですし。それに部長の性別って実際のところ、男と女のどちら──」

「アタシは母！　アンタたちの母といったら母なのよ！」

「イエス・マム！」

　与よ太た話ばなしの間も、アーシャは台本を黙もく読どくしている。その様子を見守りながら、Ｍ部長はべつの話題を唐とう突とつにもちかけてきた。

「ところでアンタたち、いろいろ危ない橋を渡ってるみたいねえ」

「武む藤とうさんから聞きましたか？」

「それもあるし、アタシのフィーリングもあるわ。この間の合宿でアタシが寝こんだあと、学校で何かあったみたいだし」

「まあ、ちょっとたしなむ程度の戦闘が起きたといいますか……」

　先月、春はる賀が晴はる臣おみを狙ねらって襲来した雪ゆき風かぜの姫。

　白きドラゴン王を迎え撃った戦場はまさにここ、胡こ月げつ学園だった。

　あのとき生じた衝撃波や爆風などで、学園をふくめた墨田区一帯にはすくなからぬ被害が出ていた。意識がなかったとはいえ、Ｍ部長はその中心に居合わせたのである。

　部長のすさまじさは容姿・人格のインパクトだけではない。

　聡そう明めいかつ神がかり的な直感力の持ち主ぬしでもある。ある程度までアーシャたちの事情を悟られるであろうことは、すでに想定済みだった。

　そして、懐の深いＭ部長なら、妙な軽けい挙きよ妄もう動どうはすまいという安心感もあった。

　いっそ部長も《S.A.U.R.U.サウル》に勧誘して、彼女（？）の謎めいたスキルを研究させてもらおうか……。つらつらと考えていたアーシャだが、この思案を中断した。

　台本を読んでいて、気になる箇所が出てきたのだ。

「この『ロミオとジュリエット』、おかしくないですか？」

「あらそう？」

「ロミオが一七歳、ジュリエットは一三歳ですよね？　で、おたがいに一ひと目め惚ぼれして、出会った晩に結婚の約束をして、駆け落ち。ジュリエットが死んだふりをしたら、絶望したロミオは毒を飲んで本当に自殺。めざめた女の方もあとを追う……」

「どこもおかしくないじゃない。四〇〇年以上前から、そういう話よ」

「これって、ふたりがもうちょっとだけ慎重だったら防げた悲劇ですよね？　そもそも駆け落ちに至る経けい緯いも軽率すぎるというか。ぶっちゃけた話、ふたりともかなり残念な人という印象が……」

「そこをシビアにつっこむのは野や暮ぼってもんよ」

「あれですか。時代劇でお女中さんをくるくる回すと、勝手に帯がほどけるような定型美であると。ただ、気にしはじめると感情移入しにくいですね。他の台本じゃダメですか？」

「アンタも注文がうるさくなってきたわねー」

　むーんと鼻息荒く、Ｍ部長は文句を付けた。

「恋愛物の登場人物なんてのはねえ。多少バカ──じゃなくて、単純思考のあわてん坊の方が話を転がしやすいのよ。それに恋は盲目っていうでしょ。リアルの恋愛沙ざ汰たで七しち転てん八ばつ倒とうしてる連中だって、割と似たようなもんよ？」

「まあまあ。これも大女優への第一歩、大目に見てください」

「まったく……。じゃあ、こっちはどう？」

　Ｍ部長が新たに差し出した台本を受け取り、アーシャは一読してみた。

「ほうほう。……舞台は中高一貫教育の学園ですか。ヒロインは中等部二年の女子生徒。ひっこみ思案の彼女はある出来事がきっかけで、高等部の先せん輩ぱいと親しくなる。ふたりの距離は縮まり、順調に惹ひかれ合っていく──」

　台本の冒頭にあらすじが書かれていたので、読みあげていく。

「しかし、あるとき衝撃の事実が判明する。なんとふたりは生き別れの兄妹だった。これが禁断の愛であると知った兄と妹は、お互いへの想おもいを断ち切ろうとする。だが愛の焔ほのおを消すことはできず、ふたりはついに禁じられた関係に──。『わたし、お兄ちゃんといっしょにいられるなら、他に何にもいらない』……。ていっ！」

　アーシャは衝動的に台本を地面に叩たたきつけた。当然、部長が眉まゆをひそめる。

「ちょっとアンタ、何やってんのよ」

「す、すいません。私の心に名状しがたいプレッシャーをあたえる物語だったもので、つい……。これもやっぱりチェンジしませんか？」

　かつて欧州で撃げき墜つい王おうの称号をほしいままにしたアーシャ。

　歴れき戦せんの猛も者さである魔女の胸に去来していたのは、いくつかの妄もう想そうだった。

『晴はる臣おみ先せん輩ぱい。わたしたち、実は兄妹だったんですね』

『これからは本当の妹として、可愛かわいがってくださいね……？』

『駄目ですっ。実の兄妹なのに、こんな関係になるなんて！』

『で、でも、本当のことを言うと、実は羽は純ずみも先輩を……ううん、お兄ちゃんのことを！』

『たとえお兄ちゃんでも、愛さえあれば関係な──』

　バカげた妄想の数々を打ち破るため、アーシャは「んきゃああああああっ！」と激しく頭を振った。はぁはぁと息を荒げながら、つぶやく。

「……そ、そもそも羽純さんはキャラそのものがちがっているし、バカ晴臣に禁断のラブロードを突っ走る甲か斐い性しようがあるはずありません。それは承知していますが、やはり精神衛生上好ましいとはいえない脚本なので、チェンジを希望します！」

「意外とメンタル弱いのねー。さすが恋愛面では超一級のヘタレ女だわ」

「んくっ」

「じゃあ、参考までに訊きくけど、どんな物語ならアリなのよ？」

「そうですね……。やっぱりスマートでスタイリッシュな都会の恋を描く、リアルな大人向けラブストーリーとか。私にはそういうのがハマると思うんです」

「んなわけないでしょ。目を開けながら寝言を口走るのは夢のなかだけにしときなさい」

「や、やってみなくちゃわからないでしょう!?」

「そこまで言うなら、仕方ないわねえ」

　三度、Ｍ部長がトランクをあさる。ついに三冊目の登場だった。

「アンタのリクエストにいちばん近いの、たぶんこれだと思うわ」

「ふむふむ……。ええと、まず冒頭で気になったところがあるんですけど」

　アーシャは台本の該当箇所を指で示しながら、問いただした。

「アラフォーのキャリアウーマンふたりがスペイン風居酒屋バルでワインを飲んでいる場面、いきなりオシャレじゃないような……」

「そう？　自立した女ふたりがワインの肴さかなに恋バナしてる、いい場面じゃない」

「正しくは浴びるようにワインのボトルをがぶ飲みしながら、自分の恋愛運のなさを愚ぐ痴ちっている場面です。しかも、このふたりの相手ときたら──」

　ホストに貢みつぐことが生きがいの会社員・和かず美み（三九歳独身）。

　その親友・今日きよう子こ（四〇歳独身）が三〇年ローンで購入したマンションには、働きもせずに一日中パチンコ屋に入りびたりのヒモ男が住みついている……。

　ぱらぱら飛ばし読みして、アーシャはさらなるツッコミどころを発見した。

「おまけに第三の重要人物・健けん太た郎ろう（三五歳バツイチ）は連日のキャバクラ通いのために、会社のお金三〇〇〇万円を使い込んでいる犯罪者ですよ!?　全然オシャレじゃないです！」

「ふふふふ。そこが今回のレッスンの肝きもよ」

　Ｍ部長はあやしい笑みと共に語った。

「今日見せた台本の役、どれでもいいからモノにしてみせなさいっ。アンタはその役を通して、恋で身を滅ぼす愚かしさについて学ぶのよ！」

「そ、その心は!?」

「アンタの女子力と恋愛偏差値を上げるためのレッスンをいろいろしているけど……ぶっちゃけ、カリキュラム完了までに二〇年くらいかかる気がするのよね」

「そんなにですか!?　私、おばさんになってしまいます！」

「そこで発想を逆転してみたのよ。正統派のモテ女子になる修行をすこし中断して、恋愛依存体質の惚ほれっぽくて後先考えない系の女子になりきってみるのはどうかしら、なんて」

「恋愛依存体質！」

「そう。このレッスンはアンタにいちばん足りないものを教えてくれるはずよ。恋愛において何より大切なのは『思い切りのよさ』だって！」

「い、今、部長の口から教わりましたけど」

「耳で聞いただけじゃダメよ。三つ子の魂百までくらいの根深さで、魂に刻み込まないと。アタシがちょっと講義しただけでヘタレが治るなら、アンタはとっくに一二人くらいの美男・美少年を虜とりこにして、乙女ゲームのヒロインになってるわ」

「まさにおっしゃるとおりで……」

「それで、どの役を選ぶの？　アタシのおすすめは男のクズみたいなヒモを飼っているアパレルショップ経営者・今日子かしら。結構アンタに通じるところが──」

「せめて一〇代の役をおすすめしてください！」

　アーシャは涙目で訴えた。

「じゃあジュリエットで！　私、ジュリエットがいいですっ。彼女のこと『ちょっと痛い子』みたいにもう言いませんから！」

「よろしい。じゃあ、台本チェックからはじめましょう」

「……おお～ロミオさま、あなたはどうしてロミオさまでいらっしゃるの～!?」

「ダメね。全然ダメ。恋に恋する気持ちがひとつも伝わってこないわ。ま、今日はそれでいいから続けなさい」

「つ、月にかけて誓ったりしてはいけませんわ～。一月ごとに形を変えていく不実な月、あんなふうにあなたの愛まで変わったら大変ですもの～」

　朝の雑木林で今日も繰りかえされる演劇レッスン。Ｍ部長がようやく稽古の中断を告げるのは、ホームルーム五分前の予鈴が鳴りひびいたときだった。

　暦はすでに七月の上旬である。

　東京新都の占領から、一か月近くが過ぎた。

　あれから雪ゆき風かぜの姫に新たな動きはなく、一応は平穏な生活が維持されている。

　アーシャも、Ｍ部長も、そして春はる賀が晴はる臣おみや十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめらも、そのささやかな平和を細々と愉たのしんでいる最中であった。
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　東京新都の生活はひとまず平穏だった。それが決して恒こう久きゆう的てきなものでないことをハルたちは承知していたが、それなりにくつろげる状態ではあった。

　しかし、おだやかな暮らしに『不正』という名の毒を注ぎいれる人物もいた。

　ハルの仲間のひとり、ルナ・フランソワ・グレゴリーである。

「ようこそハリー。それにアーシャも。私の執務室へようこそ」

「い、一学生の分際で、なんてものを学校に用意させるんですか……」

　すまし顔のルナ・フランソワへ、アーシャが苦々しい口ぶりで意見した。

　校内の小さな一室である。机・椅子・サイドボード・本棚などの家具調度類はいずれもマホガニー製。しかも気品あるアンティーク調だ。

　おかげで、ここは校長室かと思わせるような重厚な雰囲気だった。

　だが、部屋の主あるじとして執務机の前に陣取るのはルナ・フランソワ。一女生徒にすぎないうえに、転入から一月も経たっていない新参者である。

　ルナは『ちっ、ちっ』と右手の人差し指を左右に振った。

「訂正させて頂戴。私、只ただの学生じゃないの。実は一週間前、この学園の非常勤理事に任命されたから。分ぶん不ふ相そう応おうだって辞退しようとしたけど、是非にと頼まれて仕方なく……」

「アメリカ人の未成年であるルナに、そんな要よう請せいが出るわけないでしょう！」

　アーシャは憤然と訴えた。

「ま～た腹黒く裏から手をまわして、その地位を手に入れたくせに！」

「ふふふふ。邪じや推すいよ、アーシャ。まあ、ただ、この学園は《S.A.U.R.U.サウル》の出資で造られたわけだし、私はあの組織の重要人物。不自然な不正人事のひとつやふたつ、どうとでもなるでしょうね……。でも、そんな工作を私がすると思う？」

「もう白状したも同然じゃありませんか！」

　ルナ・フランソワは魔女仲間の弾だん劾がいにも、優美にふくみ笑いするだけだった。

　一方、ハルは彼女の辣らつ腕わんに感心しながら問いかけた。

「ルナはこの間も《S.A.U.R.U.》関東支局のボスになっていたけど、そういう肩書きのコレクションが好きなのかい？」

「いいえ。私、俗っぽい地位とか肩書きに興味はない方よ」

　軽やかなウインクと共に金髪の魔女は言う。

「その代わり、地位についてくる特権とかを便利に使うのは好きな方だけど。たとえば、この非常勤理事用執務室。退屈な授業をさぼりたいときに便利だと思わない？」

「たしかに。よかったら、僕を非常勤理事付の秘書に指名してよ」

「あらハリー。あなたも結構ワルなのね」

「君ほどじゃないよ、お代官さま。そうだ。この間『山吹色の黄金モナカ』って東京みやげを見つけたから、差し入れしようか？」

「本当？　ただ、お菓子よりもリアルな二十四金の方が私好みよ」

「な、何ふたりして意気投合しているんですか」

　じとっとハルをにらみつけてから、アーシャが愚ぐ痴ちった。

　すると、ルナ・フランソワはあいかわらずの優美さでくすくす微笑ほほえむ。

「ここは学園だから、学生筆頭である生徒会長に推薦してくれるという人たちを見つけることもできたのだけど……。そちらはやめておいたの。生徒会長って雑用とかもいろいろあるみたいだし」

「というより、雑用係みたいなものだしねえ」

「でしょう？　私、特別な地位をもらうときは、特権はあっても義務は最低限の閑かん職しよくがいいのよね。やっぱりハリーも同じタイプ？」

「もちろんだよ。仕事は暇なほどいいね、まちがいなく」

「一〇代の高校生にあるまじき、フレッシュさのない勤労意識ですね。そのあたりは似たもの同士というわけですか……」

「まあ、たしかにルナとは気が合う方かな？」

　アーシャのコメントにハルはうなずいた。

　ルナ・フランソワはまちがいなく、黒に近いグレーゾーンの住民である。そして、時にブラックな手段で己おのれに利益誘ゆう導どうすることもためらわない。

　そのあたりはまさに同じ穴のなんとやら。ハルが親近感を覚える理由だった。

「それでルナ。用事というのは、この部屋のお披ひ露ろ目めだけですか？」

「ええ。よかったら気軽に遊びに来てね。そのときは是非、お茶菓子を持参して頂戴。私、アーシャが作るクッキーとか大好きなの。ただ、お菓子工房アーシャのケーキとかパイはカロリーが過剰すぎるから、月に一度くらいで十分よ♪」

「当然のように差し入れを要求して、そのうえ図ずう々ずうしく注文まで!?」

　魔女仲間のリクエストに愕がく然ぜんとしてから、アーシャは肩をすくめた。

　すでに高等部の授業は終わり、放課後であった。

「じゃあ、私はもう帰りますね。今日はこれからルサールカのテストなんです。海自の艦に乗せてもらって、東京湾に繰り出します」

　先月の決戦中、ついに新生したアーシャの『蛇へび』、ルサールカ。

　あれ以来、アーシャは何度か相棒を呼び出している。東京湾の洋上で、飛行・運動・疑ぎ似じ神格などの各能力をテストするためだ。

　かつて欧州最強だった〝蒼あおきルサールカ〟。現在まで問題は何も見つかっていない。

「今日も問題がなければ、そろそろルサールカの完全復活と言えるでしょうね」

「それを聞いたら、ヨーロッパ方面の連中が泣いてよろこびそうだな。こっちにもどってこいってラブコールが君に殺到するんじゃないかな？」

「そうなるかもしれませんけど、今、東京には竜王級の超大物が潜せん伏ぷくしていますし」

　ハルの言葉にアーシャは相づちを打った。

「当分、帰るつもりはありませんよ」

「ふふふ。もしかして心配？　私のような女がハリーのそばにいるから」

　ここであやしく微笑ほほえんだのは、金髪の美少女たるルナ・フランソワだった。

「私はこのとおり才能に恵まれているし、聡そう明めいで容よう姿し端たん麗れいだし、地位と権力にも不思議と恵まれる方だし……これでも引く手あまたなのよ（アーシャとちがって）」

「そこ！　最後に余計な一言を小さく付け足しませんでしたか!?」

「いいえ、なんにも♪」

「まったく……。まあ、血迷った発言にきちんと対応する必要もないと思いますが、一応答えておきますか。たしかにルナの手て練れん手て管くだなら、男の子の一〇人や二〇人かんたんにたぶらかせるでしょうけど」

　アーシャはため息まじりに言った。

　ハルも聞いている。ルナ・フランソワ・グレゴリーに告白した男子は、すでに二三名もいると。ファンクラブじみた信奉者の団体まで発足したらしい。

　その情報は、誰だれあろうルナ本人の口から面白そうに報告されたのだ。

「晴はる臣おみがルナに変な感情を持つなんて大事件、起きるはずありませんから」

「まあ。断言までしちゃって」

　ルナ・フランソワは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

　彼女にはおそらく、常にアーシャを手玉に取ってきた自信があるのだろう。

　しかし今、元欧州の撃げき墜つい王おうは余よ裕ゆう綽しやく々しやくの体でうすい胸を張っている。この余裕がルナ・フランソワには不可解なのだ。

「じゃあ、今夜あたりハリーとデートしてもいいかしら？　彼を誘惑して、私の魅力の虜とりこにしてしまうの」

「どうぞどうぞ。お好きにやってください。じゃ、もう行きますね」

　と言いのこして、アーシャはひとり執務室を出ていった。

　なんとも軽い足取りだった。その去り際をルナ・フランソワは不満そうに見送ってから、ハルに向きなおる。急に微笑ほほえみかけてきた。

「アーシャもあんなふうに言っていたことだし。さっそく今夜、どうかしら？」

「それよりもほら。僕たち、今日は用事があるだろ。そっちへ行く前に、野や暮ぼ用ようもすませておきたいし。僕らもそろそろ出た方がいいよ」

　やんわり受けながして、ハルも出入り口のドアに向かう。

　ルナ・フランソワの微笑みが一瞬だけ、軽くひきつる。しかし、彼女はすぐに優美さを取りもどし、自分の通学カバンを取りあげた。

　かくして、ルナ・フランソワとふたりきりで廊下へ出るハルだった。

　第一の目的地に向かいながら、ひそかに感心する。さすがにアーシャは腐れ縁の幼なじみ、春はる賀が晴臣の思考パターンをよく理解していると……。

　ハルとルナは高等部の校舎を出て、文化部のクラブハウスに向かった。

　図書館と隣接する、文化系クラブの部室を集めた建物である。ここの三階にあるＵＦＯ研の部室が行き先だった。

「おっ。春賀くんと……うわさの転校生さん」

　Ｍ部長の巨体は見当たらない。しかし、ＵＦＯ研には先客がいた。長テーブルに置いたノートＰＣと向き合う女子・武む藤とうさんだ。

　昨日、ハルのバイト勧誘を受けてくれた同級生はにやっと笑った。

「やっぱり春賀くんたちのお仲間──《S.A.U.R.U.サウル》の人だったんだねえ。一学期の最後、しかも東京占領のあとで転入してきたから、きっとそうだと思ってたよ。もしかして、彼女も十じゆう條じよう地じさんたちと同じで魔女ってやつ？」

「正解。その察しのよさだけで、君をスカウトした甲か斐いがあるな」

「ふふふふ。そんなあなたにプレゼントよ」

　ルナ・フランソワが婉えん然ぜんと微笑ほほえんで、ある物をカバンから取り出す。

　カードキーだった。図書館地下に新設された『魔女の館やかた』へ入るための鍵かぎである。先月、ハルが火ひ之の迦か具ぐ土つちの心しん金がねを手に入れた場所だ。

「ハリーから聞いているでしょう？　秘密の花園へ入るための招待券」

「おおー。じゃ、ありがたく拝領させてもらうかな」

　金髪の新参者が長テーブルに置いたカードを、武む藤とうさんは笑顔で取りあげた。

「そうそう。春はる賀がくんから受け取ったデータ、ＵＦＯ研うちの桜さくら庭ば先せん輩ぱいにも送っておいたよ。近いうちにリアクションがあると思う。それと、読んでいて気になったんだけど」

　武藤さんはノートＰＣのモニターをハルの方に向けた。

　昨日渡したリヴァイアサン・魔女・竜族に関する基本的な情報が表示されている。研究熱心な彼女は、放課後も知識の獲得に励んでいたのだ。

「東アジア各国がかかえている魔女の人数……日本、中国、韓国、インドネシアあたりが他の国より比較的多いのって、もしかして経済状況とかも関係してる？」

「まあ、魔女の盟めい約やくプロデュースは《S.A.U.R.U.サウル》が有償で請け負う業務だし」

「ご当地の自治体や企業がスポンサーになるわけだから、必然的に景気のよさが影響するのは仕方ないところよね」

「やっぱり。そうじゃないかと思ったんだ」

　ハルとルナ・フランソワの回答に、武藤さんは我が意を得たりとうなずいた。

「ただ、資金さえあれば無限に『蛇へび』を量産できるわけじゃなくてね」

「何より重要なのは、魔女の資質を持つ乙女の確保よ。そして、リヴァイアサンの核となりうる呪じゆ具ぐ──副葬品の入手。経済的に恵まれた国の『蛇』保有数だって、〝そうでないところよりはマシ〟という程度だもの」

「なるほどねえ。あ、それともうひとつ」

　続けて武藤さんは言った。

「勉強しはじめたばかりの素人しろうとの意見で恐縮だけどさ。そういう業務でお金取ったり、魔女や竜族のことを秘密にしたり、《S.A.U.R.U.》ってちょっとケチくさいよね。もっとオープンにした方がいろいろ都合よく進みそうだけど」

「そのあたりには、おばあさまたちの意向が大きく影響しているの」

「何それ？」

「《S.A.U.R.U.》を運営する幹部たちにとっては貴重な助言者で、お目付役だよ」

「そして、目の上のたんこぶ。昔話ばっかりが好きなおばあちゃんの集まりなの。でも、時代は二一世紀だというのに三〇〇年以上前の話をされてもねえ」

「今さら魔女狩りとか魔女裁判を気にしても、仕方がないと思うんだけどなあ」

　軽い暴ばく露ろ話に武む藤とうさんが身を乗り出したときだった。

　バタバタと廊下から足音が聞こえてきた。さらに、バタンと騒々しくＵＦＯ研のドアが開いた。しかし、入ってきたのは部員ではなかった。

「よかった、いてくれて！　ねえねえ、聞いて聞いて！」

　ハルと雇用契約を結んだ同級生のひとり、船ふな木きさんだった。

　ツインテールの髪の毛が頭の両サイドで揺れている。ここまで必死に走ってきたらしく、たっぷりと息を切らせていた。

「あたしね。ついさっき、鐘かねヶが淵ふちの駅ですごい人を見かけたの！」

　新都環状線・鐘ヶ淵駅の近辺──。

　ドラゴン帰還の前は雑然とした下町だった。が、一五年以上前にラプトルの大襲撃を受けて、あの界かい隈わいは壊滅的な被害を受けた。東京新都の成立と共にオフィス街として再開発され、現在に至る。

　警視庁の本庁舎などもあり、ハルや魔女たちもしばしば訪れる街であった。

　そんなところで誰だれを見たのか。うわさ好きの船木さんは語る。

「この間、新都が占領されたときにいっしょだったイケメンの外人さん」

「って、あのドラゴンに変身した人──じゃない、人間に化けた銀色のドラゴン!?」

　クラスメイトの報告に武藤さんがびっくりする。

「うんっ。目立つ人だし、まちがいないよ。あわてて追いかけたんだけど、途中で見失っちゃった。でも、あのドラゴンの人、まだ新都にいたんだねー」

　イケメンの美形顔を見られたのがうれしいのか、船木さんは満面の笑顔だった。

　対して、ハルは眉まゆをひそめた。銀竜パヴェル・ガラドはまだ東京近辺のどこかに潜せん伏ぷくしていたのだ。おそらく再起を図るために。

　ハルたち同様、次の騒乱にそなえて、準備を重ねているのではないか。

　ルナ・フランソワが目配せしてきたので、ハルはうなずきを返す。やはり、現在の平穏はあくまでかりそめのもの──。

「私たちも次にそなえなくちゃダメね。行きましょう、ハリー」

「ああ。早く十じゆう條じよう地じと合流して、あいつの顔色をうかがってみよう」

　武藤さんにカードキーを渡すという野や暮ぼ用ようはすでに終わった。

　しかし、今日はこれからが本番。ハルとルナ・フランソワはうなずき合った。
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　二時間ほどが過ぎ、ハルの居場所は変わっていた。ルナ・フランソワと共にタクシーをつかまえて、鐘かねヶが淵ふち駅近くのホテルにやってきたのである。

　六〇階建て高層ビルの四〇階から最上階までを使った、『超』が付く高級ホテル。

　本来、春はる賀が晴はる臣おみとは無縁であるべき場所だった。

　ハルがいつも利用してきたのは、リーズナブルな安宿やビジネスホテルばかり。シャワーからお湯が出ないことなど珍しくもなかった。

　しかし、連れの少女はちがう。ここの五五階にあるスイートこそがルナ・フランソワの『新居』なのである。彼女は東京新都で暮らすにあたり、ひとり暮らしと引っ越しを面倒がって、ホテル住まいを選択したのだ。

　特級魔女は一回の出撃ごとに、多額の報酬を受け取るのが通例だ。

　ルナ・フランソワはもう四年も環太平洋エリアの撃げき墜つい王おうとして君臨している。その地位と財力にふさわしいセレブ生活であった。

　そして、ホテルのロビーで待っていた織おり姫ひめと合流し、向かった先は──

「ふむ……。なかなかの趣向であると言ってやろうか」

　高層ビル五八階の温水プール。ホテルの施設のひとつである。

　えらそうにつぶやいたのは火ひ之の迦か具ぐ土つちだ。元ドラゴンの女王はプールサイドでデッキチェアにしどけなく身を横たえていた。

　尚なお、気だるげに持つグラスには、黄金色のシャンパンが満たされている。

「そう言ってもらえると、わざわざ接待の席を設けた甲か斐いがあるよ」

「小僧。これはおまえの采配で仕組んだことか？」

「大体の方向性は僕が考えて、具体的な場所とかはルナがプランを立ててくれた。あとは助すけっ人ととして十じゆう條じよう地じに声をかけて準備完了──そんなところかな」

　水着姿でプールの飛び込み台に腰かけながら、ハルはのほほんと語った。

　尚、いつも緋ひの和服をまとっていた火之迦具土。しかし、ここに来て彼女もついに衣替えした。ハルと同じく水着に着替えたのである。

　一一、二歳相当の幼い肢体に紅あかいビキニの上下を身につけている。

「なるほど。高みより下界を見おろすという立ち位置も、女王たる妾わらわにふさわしい趣向だと言える。貴人に対する礼の尽くし方をおまえたちもわかってきたようだな」

「その代わり、今後も情報提供やもろもろの支援、よろしく頼むよ」

「ま、考えておいてやろう」

　時刻は夜の一九時をまわっている。

　四方の壁がガラス張りであるビル五八階からは、新都の夜景を見下ろせる。黒い天鵞絨びろうどに宝石を数百個もぶちまけたかのような──豪ごう奢しやで、どこか退廃的な情景だった。

　夜景を肴さかなに、火ひ之の迦か具ぐ土つちはくいっとシャンパンのグラスを干す。

「十じゆう條じよう地じ、頼むよ」

「ええと……こういうときって『一いつ献こん進上つかまつる』とか言うのかしら？」

「それも悪くはない。だが、妾わらわとしては『酌しやくをしながら、わざと胸元をのぞきこませる』くらいの細やかな芸を期待したいところだな」

「か、迦か具ぐ土つちさんっ。そういうセクハラ発言は控えなくちゃダメだからね！」

　織おり姫ひめが進み出てきた。ため息をつく新米魔女はビキニ姿でもあった。

　清せい楚そかつシンプルな白の上下で、そこが彼女によく似合っている。織姫は持っていたシャンパンのボトルを傾けて、火之迦具土のグラスを満たす。

「まったくもう。いきなりホテルに集合とか言われたときは、何かと思ったわ……」

「いや、僕がコンパニオン役をやって、こいつを接せつ待たいしてもいいんだけどさ」

「そんな茶番は御免こうむる。むさ苦しい男の酌など誰だれが受けるか。それはかつて、幾百人もの巫み女こ・女官より崇敬を捧ささげられた妾への侮辱だぞ」

「というクレームが絶対に出ると思って」

「そこで、織姫さんと私に白羽の矢が立ったのよね」

　これはルナ・フランソワの発言だった。













　あやしいほどに蠱こ惑わく的てきな黒のビキニを身につけている。そして、彼女が捧ささげ持もっているのはフルーツ山盛りの皿だった。メロン、パイナップル、マンゴー、レモン、バナナ、ライチ、パパイアなどがたっぷりと盛られている。

「よかったら、こちらのフルーツでカクテルを作りましょうか？」

「うむ。そのときはよきにはからえ」

　ルナ・フランソワの申し出に、火ひ之の迦か具ぐ土つちは満足げに目を細めている。

　いつもより確実に機嫌がよさそうだ。やはり、こいつは『女王』とか名乗るくせに結構な女好きだったか……。そのうえ、明らかな女体好きだ。

　ハルはうなずいてから、注意事項を口にした。

「一応断っておくけど、踊り子さんには手をふれないでくれよ」

「まあ、いいだろう。酒池肉林はまたの愉たのしみに取っておくとしよう。ああいう遊びは軽々しく催さない方が一回一回を満喫できるからな」

「元女王さまが言うと説得力あるなあ」

「そ、そういうイベントは次回以降もないわよ迦か具ぐ土つちさん！」

　ちなみに現在、プールにはこの面めん子つしかいない。今日の接待のために、ルナ・フランソワが借り切ってくれたのである。

　ふたりの美少女にかしずかれて、火之迦具土は冷えたシャンパンを口に運ぶ。

　時折、鋭い視し線せんを新都の夜景に投げかける。その姿は尊大であり剛ごう毅き。たしかに自称・女王様らしい堂に入った振る舞いだった。

　そして夜景だけでなく、かたわらの少女たちも満足そうに眺める。

　すでに述べたように織おり姫ひめは白、ルナ・フランソワは黒のビキニ姿であった。ふたりとも腰をパレオでおおい、頭には造花で作った花冠まで付けていた。

　だが、何より──。

　織姫とルナ・フランソワは自前のスタイルそのものが抜ばつ群ぐんなのだ。

　ハルはかつて、十じゆう條じよう地じ織姫のすばらしい肢体を両目と右手で確認した。それをこのプールサイドで再確認することができて、まさに眼がん福ぷくだった。

　推定Ｆカップの胸のふくらみ。きゅっと締まった腰つき。おしりの絶妙な丸み。

　さらにいえば、それなりに肉付きがよいくせにほっそりした太もも。ここから足首までが描く脚線美にも、たまらない魅力が充みち満みちている。うなじのラインの色っぽさも、すこし恥じらって身をすくませているところも全すべてがいい。すばらしい。

　そして、ルナ・フランソワ。

　織姫とならんだとき、この日本人少女とほぼ同等のスタイルであるように見える。

　しかし、実はルナ・フランソワの方が長身なのだ。一七〇センチ前後というところであろうか。身長およびＢＷＨで表記される各サイズのバランスは織姫と似ているが、ＢとＨの数字はアメリカ人少女の方がしっかり上であった……。

　全体としてはほっそりしているくせに、とてつもなくグラマラス。

　相反する二要素を、ルナ・フランソワの肢体は完璧に両立させていた。

　そして、肌の色が印象的だった。織おり姫ひめは健康的な象ぞう牙げ色の肌である。対してルナ・フランソワはハッとするほど白い、つややかな陶とう磁じ器きめいた肌だった。

　きめ細やかで、肌に極上の張りもある。

　このホテルのエステにもルナはちょくちょく通っているらしい。そうした手間暇と財力に裏打ちされた、なんとも豪ごう奢しやな美しさだった。

「今さらかもしれないけど、ひとついいかしら」

　不意に織姫が言った。

「迦か具ぐ土つちさんにいろいろ教えてもらうお礼に接せつ待たいするのはいいとして、そこに春はる賀がくんが立ち会う必要ってない気もするのよね……」

「何を言うんだ、十じゆう條じよう地じ。それは実のところ君が言ったとおりだけど」

　ハルはきりっと顔を引き締めて、反論した。

「僕だって、たまにはいい目を見たいときがある。そして、今がそうなんだ！」

「そこで本心を隠さないのがハリーの面白いところよね……。まあ、水着くらいなら番組プロデューサーの特権として、見せてあげてもいいんじゃないかしら」

　コメントしてから、ルナ・フランソワはあやしく微笑ほほえんだ。そして、意味ありげな流し目を一瞬だけハルに送る。

「それとも、もっとすごいものが見たいとか？」

「る、ルナさんっ。春賀くんはむっつりなんだから、変な挑発をしちゃダメ！」

「ぼ、僕にだってちゃんと節度はあるから、心配しないでくれよ」

　断りを入れてから、ハルは火ひ之の迦か具ぐ土つちの幼い水着姿に視し線せんを固定した。

「とにかく、今の僕たちには情報が必要なんだ。知ってることを洗いざらいとまでは言わないけど、役に立ちそうな情報はじゃんじゃん教えてくれよ」

　女性陣と同じく水着姿のハル。あらためて火之迦具土へ言う。

　右手に魔銃──魔導の杖も呼び出した。現在、元ドラゴンの亡霊が依より代しろとしている器であり、ハルと火之迦具土の〝盟めい約やくの証あかし〟でもあった。

「お礼に接待くらい何度でもするし、三さん跪き九きゆう叩こう頭とうしたっていい。頼むよ」

「まあ、おまえと妾わらわはいまや一いち蓮れん托たく生しようであるとも言える……」

　にやりと笑いながら、火之迦具土はふたたびグラスを干した。

　さっと織姫がシャンパンをつぎ足す。しゅわしゅわと炭酸のはじける音がした。

「妾を立てる心がけがあるなら、気が向いたときは昔話なり、ありがたい訓話なりをしてやろう。だが、あまり順序立てて語ってやるつもりはないぞ。懇こん切せつ丁寧に教えさとすつもりもない。それを承知で心して聞け」

「そりゃあもちろん」

「なら、さっそくひとつ、いいかしら？」

　うなずくハルの前で、ルナ・フランソワが言った。

「前回は私だけ《弓の秘ひ文も字じ》を使えなくて、困ったことになったでしょう？　あのルーンの魔力、どうにかして利用できるようにしたいのよね」

「ほう」

「どうすればいいのかしら？　私、ハリーに協力を惜しまないつもりなのだけど」

「金の髪の巫み女こよ。それはおまえに邪念があるからだ」

　と断じて、火ひ之の迦か具ぐ土つちはにやにやと笑う。それ以上は答えない。

　ルナ・フランソワが『どういうこと？』と目配せしてきたので、ハルは補足した。

「損得勘定とか抜きで僕に協力するつもりじゃないと、眷けん属ぞくになれないって意味だよ。ほら、ブルース・リー老師も『考えるな、感じるんだ』って言ってただろう？」

「……つまり大切なのは心の交わり、友情パワーみたいなノリ？」

「うん。そういう理屈と伏ふく線せんを越えた少年マンガのノリ。友情・努力・勝利」

　ハルの解説を聞いて、ルナ・フランソワは考えこんだ。

　そして、あらためて火之迦具土のにやにや顔を見つめながら訊たずねる。

「その前提条件は理解できたから、もう一度、質問させて頂戴。そういう七面倒な条件付けをかいくぐって、ハリーの力をお手軽に借りる裏技、ないものかしら？」

「……おまえたち、似たもの同士だな」

「……それは否ひ定ていしないよ」

　ハルが思わず認めると、火之迦具土は肩をすくめた。

「となれば、あとはこの小僧次第だ。こやつがおまえの忠誠と隷れい属ぞくを心の底から欲し、おまえの身も心も我がものにせんと望めば、強制的に眷属にすることもできよう」

「そうだったの？　じゃあ、やりようはあるという意味よね」

　話を聞いた途端にルナ・フランソワはあやしく微笑ほほえむ。

　一方、シャンパンのボトルと共に控えていた織おり姫ひめがなぜかあせっていた。

「ま、待ってルナさん。春はる賀がくんは見た目こそ草食系だけど、本当にむっつりですけべな男の子なのっ。そういう挑発をしたら、フォースの暗黒面にめざめちゃうかもしれないから、気をつけて！」

「ふうん。もしかして織姫さん、身に覚えがあるのかしら？」

「う、ううん。今のは只ただの一般論。春賀くんも変な気を起こしたらダメよ！」

「わ、わかったよ。それはそうと、僕も教えて欲しいんだけど」

　妙な流れになってきたので、ハルはすばやく話題を変えた。

「竜族の秘密とか、雪ゆき風かぜのお姫さまのこととか、知りたいことは本当に山ほどある。でも、最優先で知りたいことがあるんだ」

「ほう。そこまで言う疑問とは何だ、小僧よ？」

「竜りゆう弑ごろしのルーンが地球のどこかにまだ落ちているなら、在処ありかを教えてくれないか。今、僕たちの手元には『弓』があるけど、もうひとつかふたつ、手に入れておきたい」

　織おり姫ひめとルナがハッとした。前回、真・玄げん武ぶ王おうとの戦闘で決め手になったのは、パヴェル・ガラドから借りた《剣の秘ひ文も字じ》だった。

　だが、ふたたび同じ事態に陥ったときは、独力で切り抜けなくては──。

　あの銀竜が次も味方してくれるとは限らないのだから。

　しかし、火ひ之の迦か具ぐ土つちは尊大に言った。

「ふん。竜弑しの秘文字は全すべての竜族が追い求める至高の宝だぞ。石ころでもあるまいし、そうそう地上に落ちているものか。あれを求めるのであれば、星海の彼方かなたにそびえるルルク・ソウンの星々をめざすなり、次元の狭はざ間まを越えて多元宇宙の何処いずこかをさまようなり、尋常ならざる魔境・聖せい域いきに足を踏み入れるような探索が必要になる……」

　そこまで語ってから、火之迦具土は不意に沈黙した。

　そして、しばらく考えこんでから、おもむろに口を開いた。

「が……今回はそこまでせずともよいかもしれん。心当たりがひとつある」

　この元竜王の言葉こそが新たな旅のはじまりであった。

　そして、それはハルたちを東京新都の外へといざなうものでもあった。
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「えっ？　旅行にいかれるんですか!?」

「うん。行き先はとりあえず伊い豆ず半島の海かな」

　驚く後輩・白しら坂さか羽は純ずみにハルはうなずきかけた。

　水着接せつ待たいの翌日だった。モーニングコールの代わりに今朝も春はる賀が家まで来てくれた羽純を相手に『遠征計画』を語っているところなのだ。

　すでに春賀家を出て、最寄りの業なり平ひら橋ばし駅へ歩きながらの報告である。

「あと何日かで夏休みだから、その初日に出発しようと思う。旅の目的はさっき言ったとおり、竜弑しのルーンを発見することだ」

「新しい武器が欲しいって、前からおっしゃってましたものね……」

「火之迦具土が言う心当たりを調べてみようと思ってね。まあ、ダメでもともとだし、何もしないよりマシだからさ」

「わかりました。じゃあ、わたし、先せん輩ぱいの留守をしっかり守ってみせますね」

　可愛かわいらしい顔をきりりと引き締めて、羽は純ずみが『やる気』をアピールした。

「新都のことは気にしないで、お仕事に専念なさってください。これでも先せん輩ぱいたちが来る前は、ひとりでやれていたんです。きっと大丈夫ですから！」

　力強い宣言──いや。力強く見せようとするための宣言だった。

　東京新都を守護する魔女はもともと白しら坂さか羽純ひとりであった。まだ織おり姫ひめが魔女ではなかった頃。アーシャとハルが新都に来る前の話だ。

　幼い羽純は数年の間、水み無な月づきのみをパートナーとして孤軍奮闘してきた。

　そのため東京を離れることも許されず、修学旅行にすら行ったこともないという。

　だから地方遠征の話を聞いて、反射的に『自分は留守番役』と思い込んだのだろう。しかし、ハルはサプライズを用意していた。

「いいや白坂。今回は君もいっしょに来るんだ」

「──え？」

「新都の行政関係やスポンサー筋には、昨晩の内に話を通したから問題ないよ。君と十じゆう條じよう地じがしばらく新都を離れることにも、ちゃんと許可をもらってある」

「そ、それってつまり……」

「夏休み開始早々で恐縮だけど、僕らの旅に付き合って欲しい。メンバーは僕、十條地、アーシャ、そしてルナと火ひ之の迦か具ぐ土つちだ。どうかな？」

「よろこんでお供します！　わたし、旅行に出かけるの本当にひさしぶりです！」

　後輩が輝くような満面の笑みを浮かべるのは、予想どおりだった。

　しかし、よろこびのあまりハルの体に飛びついてくることは予想外だった。羽純に抱きつかれて、ハルは思わずあせった。

「まだ小学校の低学年だった頃は家族旅行とかもしていたんですけど、魔女になってからは東京を出ることもほとんどなくて……」

「た、旅のプランは《S.A.U.R.U.サウル》の見けん城じようさんにおまかせしたんだけど」

　羽純に密着されて、ハルはどきどきしながら言った。

　可愛い後輩の柔らかな感触と体温が密着しているせいだった。

「水着も持っていけだってさ。ついでに慰安旅行も兼ねるつもりらしいよ」

「わ、わたし、学校のプールで使う水着しか持っていないですっ。やっぱり、それとはべつの方がいいですよね!?」

「この際だから、新しいのを用意してみたら？」

　珍しく興奮する羽純のテンションにたじろぎつつも、ハルはうなずいた。この反応を見られただけでも、手間をかけた甲か斐いがあると……。

「まあ、学校指定の水着にもマニアックなファンはいるだろうけどねえ」

「学校が終わったら、急いで買いにいきます！」

　さっとハルから離れて、羽は純ずみが元気よく宣言する。

　どうやら、抱きついたり離れたりは無意識の動作らしい。『海への旅行』に夢中の羽純を見て、ハルは微笑ほほえましく思う。しかし、逆に心配にもなってきた。

「たださ。あまり期待しない方がいいんじゃないかな。海に行くとはいっても、僕らの目的地は『南国の楽園』とか『天国にいちばん近い島』じゃないんだし」

　羽純のなかで期待値が高まりすぎてはいけない。

　それを危き惧ぐして、ハルはあえてマイナス方向の発言を試みた。

「日本の海がどんな感じか、僕もあまりくわしくないけど。聞いた話だと、結構さびしいところも多いっていうじゃないか」

　さまざまな僻へき地ち・秘境・海外などを渡り歩いてきた春はる賀が晴はる臣おみ。

　しかし、日本のベタな観光地を巡った経験はあまりない。あくまで仕事がらみの旅行が多かったからだ。とはいえ、いくつかイメージがある。

『たくさんの人で芋いも洗あらい同然に混雑する海水浴場』『海の家のまずくて高いラーメン』『観光客が激減して、さびれた温泉街』『海の近くなのに、なぜか冷凍物の刺身が出てくる宿の夕食』などなど。

　それらを思い浮かべて、念のため警告したのだが。

　羽純はいつものように天使の微笑みを口元に浮かべ、しっかりと言った。

「たとえそうでもかまいません。先せん輩ぱいや姉さまたちといっしょに海へ行けるだけで、わたしは十分すぎるほど幸せですから」

「そういうものかなあ」

「ところで先輩。どうして伊い豆ずへ行かれるんですか？」

「この間、火ひ之の迦か具ぐ土つちの心しん金がねを手に入れたとき──あいつを〝火の女神〟として崇あがめた神社が東海地方にあるって言っただろう？　その神社の所しよ在ざい地ちが伊豆だからだよ」

「──！」




『オレは熱海あたみ城とかバナナワニ園、結構好きだけどな。伊豆諸島あたりまで行ってスキューバやる根性もないし』

「やっぱり、まったりのんびり系の観光地って認識でいいのかな？」

『ああ。刺激とかオシャレっぽい癒いやしを求める場所じゃあないだろ、たぶん』

　携帯端末の液晶に映る見けん城じよう玄げん也やと、ハルは会話中だった。

　昼休みの図書館地下──仮設『魔女の館やかた』である。《S.A.U.R.U.サウル》東京新都支部の数少ない常駐スタッフとビデオチャットするため、わざわざ来たのだ。

　地下四階。スチール製の棚がひしめく広いフロア。

　以前、火之迦具土の心金を発見した場所だ。あいかわらず数え切れないほどの古物・骨こつ董とうで棚があふれかえっている。

　教室四つ分はあろう雑然としたスペースに、見けん城じよう青年の声がひびく。

『ま、伊い豆ずあたりなら新都で何かあっても短時間でもどってこられるし、遠隔操作で蛇へびだけもどすって手も使える。慰安旅行の行き先としてはちょうどいいと思うぞ』

「なるほどねえ」

『軽く海でも入って、サザエの壺つぼ焼やき食ってこいよ。おまえさんのご威光のおかげで、うるさいスポンサー筋も黙らせることができたし』

「その辺は僕じゃなくて、ルナが手配してくれたんだよ」

『おいおい。ミス・グレゴリーがわざわざ《S.A.U.R.U.サウル》の幹部として各方面に圧力をかけたり、環太平洋防衛機構ＴＰＤＯとのコネをアピールしたのは、結局のところ、おまえさんが新都にいるからだろ』

　小さな液晶のなかで、見城がにやっと笑った。

　羽は純ずみと織おり姫ひめの『新都離脱』は快く認められたわけではない。ふたりの魔女は東京新都に常駐し、その守護に専念すべしという意識が、やはり新都サイドやスポンサー筋にはしっかりとある。

　特に最近は、ドラゴン出現件数が異常だから尚なお更さらだった。

『たまにはこういうのも気分いいな。〝政府や企業に圧力をかける〟なんて、すごく秘密結社っぽい感じじゃないか』

「最近まで、新都支部は零れい細さいもいいところだったからねえ」

『ああ。その調子で我が支部の権勢を右肩上がりでのばしつづけてくれよ。それと、現地の情報をメールで送っておいたぞ。不明な点があったら連絡をくれ。じゃあな』

　これで見城とのチャットは終了した。

　無ぶ精しよう髭ひげなどのだらしなさをのぞけばイケメンと呼んでも問題ない青年は、今度の遠征には不参加だった。留守番役なのだ。新都に残り、必要があれば適てき宜ぎハルたちをバックアップしてくれる段取りだ。

「あの人も近いうちにこっち側へひっぱりこまないとな……」

　ハルがつぶやいたときだった。

　フロアのドアが開き、ルナ・フランソワが入ってきた。

「ここにいたのね、ハリー。探しちゃったわ」

「メールか電話をくれればよかったのに。それとも急用とか？」

「ええ。そう言ってもいいでしょうね。……あのねハリー、私たち、もっと親密になるべきだと思わない？　互いのことを深く理解し合うべきというか」

「もう十分に親密だと思うけどなあ、僕たち」

「まず、ふたりきりでランチに行きましょう。私、お昼まだなの。この間、近くにいいレストランを見つけたから──」

「残念。僕はもうあんパン食べちゃったよ」

「今日の放課後は暇？　私、《S.A.U.R.U.サウル》の横浜支部へ行く用事があるから、付き合って頂戴。ふたりきりのドライブを楽しみましょうね♪」

「残念だけど、今日は人と会う予定があってね。また次の機会に誘ってよ」

「…………」

「…………」

「ねえハリー。あなた、この間から私がモーションかけても、ずいぶん淡泊よね？　それ、私の気持ちに気づかないフリなのかしら」

　ついにルナ・フランソワが眉まゆをひそめ、ハルの態度に文句を付けた。

「巷ちまたで流は行やっているというアレ？　男ひとりに女の子大勢のハーレム状態を崩壊させないため、わざと鈍感なフリをする戦法」

「いやあ。君の気持ちと思惑、大体わかっていると思うよ。僕に気があるフリをして、僕をその気にさせて、《弓の秘ひ文も字じ》を預かれるようになろうって魂こん胆たんなんだろう？　昨日の火ひ之の迦か具ぐ土つちの教えにしたがって」

「そこまで理解しているなら、ハリーも乗ってくれなきゃ」

　ルナ・フランソワは訳知り顔で意見を述べた。

「女のかわいい悪戯いたずらを受け入れるのは男の器量というものよ。私とグリンダの実力に竜りゆう弑ごろしのパワーが加われば、日本でいうところの『鬼に金棒』じゃない」

　そして、さらに彼女は蠱こ惑わく的てきな微笑ほほえみを浮かべる。

「それにこの私との〝恋愛ごっこ〟を愉たのしめるのだし。十分すぎるほどハリーにもメリットがあると思わない？」

「理屈として正しいことは理解できるけど、むずかしいな」

　ハルはしみじみとつぶやいた。

「君やアーシャのような特級魔女マスターマギを異性として考えることがないから、そういう対象としてはなかなか意識できないんだ」

「それって、仕事のパートナーを恋愛対象にはできないっていうプロ意識？」

「たぶん逆だ。完全に個人的な意見なんだけど、僕には『できれば結婚相手にしたくない職種一位から三位』があってね。第三位が芸能人」

「珍しい意見ね。ふつう、人気の職種だと思うけど」

「ああいう商売の女性はさ。自分こそが主役で世界の中心みたいなノリで生きてる人が多そうだろ。外面がよくてもストレスためこんでるだろうし、プライベートで恋愛関係になるのはしんどそうだよ。芸能プロダクションのマネージャーは離職率が高いというし」

「じゃあ、第二位は？」

「いわゆるクリエーター。女性の漫画家とか小説家なんかだね。どちらも結婚後の離婚率がかなり高い職種だ。まあ、これは男女共にだけど」

　と語ってから、ハルは補足した。

「ちなみに、理由は芸能人と似たような感じ。女王様気き質しつ、もしくはかまって欲しいお姫さま気質の人が多そうだから。そういう人たちと友達としてつきあうのは楽しいけど、恋愛対象にはちょっとねえ」

「……その筋の業界にケンカ売っているような見識ね、ハリー」

「いやいや。業界の人たちはむしろ賛同してくれると思うよ。そして、栄はえある一位はもちろん特級認定マスタークラスの魔女たちだ。みんな、いい感じに壊れてるしね」

　かつて、ハルは十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめに告げたことがある。

　君はおそらく魔女として大成しない。魔道の技と知識は闇やみに属するもの。これを深く身につけるには、学ぶ側の魔女にも相そう応おうの資質がいるのだと。

　ルナ・フランソワは苦笑気味にうなずいた。

「そうね。私たちの身近にもアーシャという格好の例がいるし、ハリーの主張はもっともよね。ほかにも食人嗜好カニバリズム研究の世界的権威。貴族令嬢の錬金術師でしかも貴腐人。一日五時間のバスタイムが絶対必要な綺き麗れい好ずき。何があろうと家から一歩も出ない安楽椅子の魔女アームチエア・ウイツチ……」

「一部を羅ら列れつするだけでもひどい面めん子つだなあ」

　魔マ女ギはその能力に応じて、第一から第五までの階かい梯ていに認定される。

　第四以上の実力者のみが特級認定マスタークラスと呼ばれる。そして、アーシャとルナ・フランソワは世界に八名しかいない第五階梯の最優秀能力者だった。

　ハルが知る限り、彼女たちに『温厚な人格者』はひとりもいない。

　妙な話だが、性格のとんがった奇人・変人・天才・鬼才しかいないのである。やはり、魔術という闇の知識体系を身につけるにあたり、このジャンルにふさわしい人格の所有者が自然と頭角を現すのだろう。

「でも、男性の方から避けて通る彼女たちとちがって」

　ルナ・フランソワは自らを人差し指で示して、あでやかに笑った。

「私は結構モテる方だって知ってるでしょう？」

「うん。交際を申しこんできた男たちを次々とお断りするのが愉たのしいんだろ。君自身の口から聞いたよ、この間」

「ええ。私、そっち方面でも撃げき墜つい王おうだから」

　交渉上手の策略家だけあって、ルナ・フランソワは人当たりがいい。

　奇人変人ぞろいの特級魔女。コミュニケーション不全の天才肌がすくなくないなかで、これはきわめて稀まれな人格的特徴だった。

　しかし、『人当たりがいい＝人格者』ではない。ハルは天を仰いだ。

「ってことは、君の誘いに乗ったら僕も振られることになるじゃないか」

「大丈夫。ハリーは特別あつかいしてあげる」

「えっ？」

「さすがに一生とは言えないけど、しばらくの間──二年間くらい、ふたりで恋愛ごっこを愉たのしみましょう？　大丈夫、プロットは大体できているから」

「プロット!?」

「まず、私があなたに一ひと目め惚ぼれしたという設定ね。しばらくは私の方からデートに誘ったりして、積極的にアプローチしてあげる。これが第一シーズンよ」

　金髪の特級魔女はテンポよく語りはじめた。

「第二シーズンは、私があなたの家に押しかけるの。実は親同士の約束があって、私とハリーは婚約者だったという後付け設定が判明するのよ。で、私はいいなずけとして、あなたの家で居い候そうろうをはじめる……」

「週刊連載マンガの唐とう突とつすぎるテコ入れみたいだよ」

「第三シーズンはふたりで世界周遊の婚前旅行に出かけて、第四シーズンはいよいよ結婚前夜編。で、このあたりで劇場版が入って、ハリウッド映画級のスペクタクルのあと、私は記憶喪失になってしまうの。最後、完結編でふたりは愛し合いながらもべつべつの道を歩むことになり、驚きのカップル解消。そのまま希望の明日へレディゴー」

「一大長編だねえ……」

「という流れで、ハリーと恋愛ごっこをしてあげる。その間、私の魅力をたっぷり堪たん能のうして頂戴。あなたにはね、ルナ・フランソワ・グレゴリーのステディとして振る舞える特権が転がりこんでくるの。期間限定だとしても、すごく幸福な話じゃない？」

　不意にルナ・フランソワが顔を近づけてきた。

　ハルの目の前に、あやしく微笑ほほえむ金髪少女の美び貌ぼうがある。こんな打算ずくの提案をされているというのに、春はる賀が晴はる臣おみの胸はすこしどきどきしてしまった。

「でも、所しよ詮せんは〝ごっこ〟だろ。君と本当に恋愛するわけじゃないし」

「それはそうだけど、連載期間中は読者アンケートの票数を稼ぐため、サービスシーンも多めにする予定よ」

「サービスシーン!?」

「着替え途中の下着姿をうっかり見せてしまったり。ハリーがお風呂場に来たら、私がたまたまシャワーを浴びていたり。私たちふたりがあられもない姿で密着することになったり。私はアメリカ人だから当然ハリーの頬ほおにキスしてスキンシップだし。そこから先、恋人同士のキス未遂もあるだろうし。一線を越える展開の寸前までいくかもしれないし」

　春賀晴臣は〝むっつり〟を自認する男子高校生である。

　ルナ・フランソワが口にした展開予想にもちろん身を乗り出しそうになったが、紳士のプライドでぎりぎり持もち堪こたえた。

　なるべく平静な表情を取りつくろい、平へい坦たんな声で言う。

「いや、でもさ。結局は〝恋人ごっこ〟で、あるラインから先は全部未遂で終わる寸止め展開ってのもね。いまどき流は行やらないんじゃないかなあ」

「バカねハリー。〝ごっこ〟が本物に変わることだってあるでしょう？」

「…………」

　このとき、ルナ・フランソワは可愛かわいらしく微笑ほほえんでいた。

　まさに小悪魔の微笑だった。そして、ハルはどきどきしながらも頭の片隅で冷静に考えていた。まあ、これはおそらく有言不実行に終わるだろうと。

　ルナはあくまで手て練れん手て管くだの一環として、思わせぶりな発言をしているだけなのだ。

　しかし、こうも思う。これはこれで〝親密になった〟状態。織おり姫ひめのときのように、唐とう突とつに『眷けん属ぞくの盟めい約やく』を交わせるようになっているかもしれない。

　試しにハルは魔銃を右手に呼び出し、ルナの美び貌ぼうを見つめ、念じてみた。

　この娘も僕の眷属にしてみよう──と。

　何も起こらなかった。そして、ハルはある確信を得た。

「うん。やっぱり、この路線じゃダメみたいだ」

「……急にさっぱりした顔になったのね、ハリー？」

「この銃はルルク・ソウンの魔術を教えてくれる『杖』だからね。呼び出したおかげで、眷属を得るための条件がはっきりわかったよ」

　もうドキドキは収まった。ハルは苦笑しながら語る。

「盟約を結びたい相手と僕の間に支配・隷れい属ぞく・相互の信頼といった関係ができあがっていること。もしくは、眷属としたい対象に僕が執着や妄もう執しゆうを激しく抱いていること」

「執着や妄執……」

「二一世紀風にいうと、僕がストーカーになるくらいルナに入れ込んでないと、君を眷属にできないんだろうな。さすがにそれは無理がある」

　思案顔になったルナ・フランソワの前で、ハルは肩をすくめる。

「そういうわけだから、恋愛ごっこ路線はきれいさっぱりあきらめよう。最初から種明かしされているのに、そこまで入れあげるのは無理だよ。まあ、つきあっていくうちに自然と盟約できるようになるかもしれないし」

「…………」

「現に白しら坂さかと十じゆう條じよう地じはそうだったんだから」

「ハリー。それはちょっとちがうんじゃないかしら？」

　いきなり真面目まじめな顔で言われて、ハルは「えっ？」とたじろいだ。

　ルナ・フランソワは理知的な口調でさらに続ける。

「友情・努力・勝利が常に成立するほど、世界は親切に造られていないのよ？　特に私とハリーは似たもの同士。ふたりとも計算高くて、裏道志向で、心底ひねくれている知能犯予備軍でしょう？　そういう信頼関係はイージーに醸じよう成せいされないと思うの」

「そ、そんなものかな？」

「ええ。だから、私は思うの。たぶん、私の魅力とハニートラップでハリーをたぶらかして、ストーカー寸前になるまで骨抜きにさせる方が実現率は高いって」

「いや、だから種明かしはもうされているし、きっと無理──」

「大丈夫。人間、だまされているとわかっていても、恋愛関係の成就を期待するものよ」

「…………」

　なんとも知的な物言いでの宣告。ハルは沈黙した。

　ルナ・フランソワの言うとおりだと納得してしまったのだ。だからこそ、旧時代の新宿歌か舞ぶ伎き町や銀座、六本木界かい隈わいは日本有数の歓楽街としてにぎわい、夜の蝶ちよう々ちよやら女じよ帝ていやら夜王などが水商売で覇を競ったのである。

　反論をやめたハルへ、金髪の美しき魔女が微笑ほほえみかける。

「そして、だます側がルナ・フランソワ・グレゴリーなら、もう勝ったも同然。それにハリーって結構むっつりでどすけべなのよね？」

「……まあ、ねえ」

「ふふふ。織おり姫ひめさんと羽は純ずみさんをあんなに意識しているものね。なら、問題ないはず。この私の毒どく牙がを受けて、おとなしく骨抜きになりなさい」

「僕に拒否権は──」

「なしよ。そうなると、今度の遠征はちょうどいいかも。旅行の間、あの手この手でハリーを誘惑してあげるから、期待していてね？　なるべく早く私の虜とりこになって、竜りゆう弑ごろしのルーンを貢みつぎ物に差し出して頂戴。わかった？」

　ルナ・フランソワの所信表明で、ハルは痛感した。どれだけ策士で人当たりがよくても、やはり特級魔女マスターマギ。考えることがいい感じに壊れていると。

　まさか、この流れでこんな結論を導き出すとは……。

「じゃあねハリー。今夜、寝る前にお休みの電話をするから♪」

　別れを告げて、ルナ・フランソワは軽やかにフロアを出ていった。





【第三章　海と水着と謎の石片】
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「見て、姉さま！　椰や子しの木が生えてる！」

「本当だわ。思っていたより、リゾート地みたいな雰囲気なのね」

　静岡県熱海あたみ市の相模さがみ灘なだ沿い──。

　海辺の国道を快走する、ミニバンの車内だった。

　白しら坂さか羽は純ずみが窓の外に広がる市内の景色や相模灘の海を眺めて、朗ほがらかに笑っている。そんな従姉妹いとこを十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめが微笑ほほえましそうに見守っている。

　夏休み初日のドライブ。運のいいことに快晴だった。

　織姫は白いレースのタンクトップにショートパンツ、羽純は花柄のワンピースにうすいカーディガンという私服姿だ。ふたりは運転席のうしろ、二列目の席にすわっている。

　この列にはアーシャこと、アナスタシア・ルバシヴィリもすわっていた。

　乗員最大七名のミニバン。もともと三人掛けを想定したシート。

　しかもアーシャと羽純は小柄で、織姫も十分にスリムな体型だった。三人ならんですわっていても、まったく窮きゆう屈くつそうではない。

　だというのに、右端のアーシャはひとり仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

　運転席でハンドルを握るハルと助手席のルナ・フランソワをにらんでいるのだ。

　ちなみにアーシャは半はん袖そでのパーカーに七分丈たけのカーゴパンツ。ルナの方は例によって黒の格調高いワンピースという対照的な装いである。

「ハリー、冷凍ミカンがあるけど食べる？」

「あれ、まだ現役で売ってたんだ？　駅の売店とかでも見ないから、幻の食べ物に殿堂入りしたと思っていたよ」

「大丈夫。まだ細々とは生産していて、一部の駅とか通販で購入できるのよ」

「へえー」

「ノスタルジックな日本の旅の風物詩だと聞いて、取り寄せてみたの。せっかくの旅行……私たちがはじめていっしょに旅する記念の日ですものね、今日は」

「あ、うん」

「待ってて、今むいてあげる」

「そこまでしてくれなくてもいいよ。自分でむけるし」

「危ないからダメよ。ハリーは運転中じゃない。……やっぱり冷たいのね。指先がすこし痛くなってきちゃった」

「あー……本当に丸ごと渡してくれるだけでいいよ。悪いし」

「ふふふ。もうむけたから大丈夫。ちなみに、こんな感じだったのよ」

「──冷たっ!?　い、いきなり耳にさわらないでくれよ。運転中なんだから」

「ごめんなさい、驚いた？　じゃあハリー、お口を開けて」

「えっ？」

「運転しているハリーに手渡しするの、たしかに危ないものね。食べさせてあげるから『あーん』してくれる？　その方が安全──」

「んなわけないでしょうっ！　ルナも晴はる臣おみもいいかげんにしてください！」

　いきなりのアーシャ咆ほう哮こうに、羽は純ずみと織おり姫ひめがきょとんとした。

　日本人ふたりは仲睦むつまじく車外の景色を眺め、おしゃべりに夢中で、前の座席のやりとりに気づいていなかったらしい。織姫が言った。

「どうしたの、アーシャさん？」

「先せん輩ぱいたちがどうかされたんですか？」

「どうもこうもありませんっ。ルナが時と場所をわきまえずにふざけていて、晴臣は晴臣でデレデレにやにや……」

　羽純にも訊きかれて、アーシャがいらだちと共に答える。

　後部座席のやりとりを聞いて、運転中のハルはちらりとルームミラーを見た。自分の顔を確認しておく。大丈夫、にやけていない。

「勝手に話を盛らないでくれよ。僕はずっとまじめに運転してただろ？」

「ええ。ハリーがあんまりおしゃべりしてくれないから、私がちょっと悪戯いたずらしただけなの。あまり気にしないで、みんな」

　助手席のルナ・フランソワが後方へ顔を向けて、澄まし顔で言う。

　このあたり、さすがの雌め狐ぎつね＆役者ぶりだった。尚なお、ハルが『せっかくの機会だし、いっそ口を開けちゃおうかな？』と心揺らいでいたのは秘密である。

「アーシャったら今日は神経質なのね？　どうかしたの？」

「い、いえ。晴臣が柄にもなく女子相手におどおどどきどきしている初う心ぶな感じが妙に腹立たしかったもので……。それにそもそもですね」

　特級魔女仲間とハルをじろっとにらみながら、アーシャは続けた。

「ふたりともたしかに気が合う感じでしたけど、そこまで仲良しでしたか？　それにルナ、あなたの方も微妙に変です。やけにその──女っぽいというか」

「ふふふふ。アーシャったら、私のにじみ出る女子力を感じてしまったのね？」

「な、なに笑えない冗談言っているんですかあっ!?」

　なぜか機嫌の悪いアーシャを適当にはぐらかしながら、ルナ・フランソワが車内の雰囲気を和なごやかにしていく。隣のハルにちらっと流し目を送るおまけ付きで。

　共犯者意識と親密感をアピールするための小芝居だろう。

　ハルはそう断じながらも、意外と悪い気分ではない自分に気づいた。

　なんといってもルナ・フランソワ・グレゴリーは美少女であり、利発な彼女とおしゃべりするだけで結構楽しくもあるのだ。

（女の子って怖いなあ……）

　いまだかつて、幼なじみの少女から感じたことのない脅きよう威いであった。

　畏い怖ふと警戒心を込めて、ハルはちらっとだけ助手席を見た。察しよく視し線せんに気づいて、ルナ・フランソワは微笑を返してくれた。

　──ちょっとだけ『どきっ』としたのは、またしても秘密である。

　微妙な心の動きを周囲に悟られまいと、ハルは声に出して言う。

「なあ。あんたの言った〝竜宮城〟、この辺から近いんだろ？」

　アーシャ、織おり姫ひめ、羽は純ずみ、ルナ・フランソワ。その四人への問いではない。質問の対象であるドラゴンの亡霊は、ミニバン最後部の予備シートに姿を顕あらわした。

　緋ひ色いろの和服をまとう童どう女じよの姿で、火ひ之の迦か具ぐ土つちは尊大に語る。

「近いといえば近い──かもしれん。この界かい隈わいの海を気の向くままにさまよっているか、どこぞで岩のごとくまどろんでいるか、どちらかのはずだからな」

　いいかげんな回答を聞いて、ハルはぼやいた。

「精度の高い情報を提供してくれて、実にありがたいよ」

「いいじゃない、ハリー。駄目でもともと。今回はこの間の激闘で疲れた体を癒いやす慰安旅行も兼ねるということで、気楽にやりましょう？」

「そうね。お言葉に甘えて、観光気分でのんびりさせてもらうわ」

　ルナ・フランソワのフォローに追つい随ずいしたのは、後部席の織姫だった。

　やはり気配り上手の彼女。きっとハルの気をまぎらわせようとして、不ふ真面目まじめな意見を冗談めかして言ってくれたのだろう。

　また、数年ぶりに海──どころか旅行に来たという下級生も言った。

「こう言うとすこし申し訳ないですけど、わたしはここに来られただけで十分満足です。連れてきてくださったみなさんに、すごく感謝しています！」

　いつも天使の微笑を見せてくれる後輩・白しら坂さか羽純。今、彼女が浮かべる満面の笑みはいつも以上にまぶしく、幸福そうだった。

　ルームミラーで確認して、ハルも大いに満足した。

　これを見られただけで、伊い豆ずまで遠征した甲か斐いがたしかにあったと。

　ルナ・フランソワの思惑は一時的に棚上げし、軽やかな気分でアクセルを踏む。

　まずは最初の目的地で、情報収集をしなくては。現在、時刻は朝の九時すぎ。今日は朝早くに東京新都を出て、ここまでやってきたのである。

　尚なお、朝食は織おり姫ひめが作ってくれたおにぎりを車中でいただいた。

「晴はる臣おみ。この先にある道の駅に寄ってください。二度目の朝ごはんをいただきましょう」

「その辺にあるハンバーガー屋とかコンビニでいいじゃないか」

「せっかくの旅行、その土地ならではの食材・料理を食べるべきです。でも、まだ食堂とかは開いていませんし……ここは道の駅の販売スペース一択です。ああいうところは朝の八時から営業していることも珍しくありません！」

「ルナもアーシャも外国人のくせに、日本になじみすぎだよなあ……」

　今朝はすでに二回もドライブインで休憩し、そのたびにアーシャはホットドッグやカップラーメンを買い食いしていたのだが、すでに小腹が空いてきたらしい。

　ここで第三の人物がにこやかに言った。

「先せん輩ぱい。わたしも是非、そちらに寄り道したいです！」

「うん、了解」

　羽は純ずみを全力で甘やかす方針のハルは、即座にうなずいた。




　そして、三時間後──。

　ハルが運転してきたミニバンは、伊い豆ず半島・下しも田だ市内に駐車していた。

　相模さがみ灘なだの海からも近い、山の中腹に建つ神社。その赤い鳥居近くの車道脇に車を止めたのだ。駐車場がなかったためだ。

　地元の参拝客らしき人間がそうしていたので、真ま似ねしたのである。

　神宮・大社といった称号とは縁遠い、小さな神社だった。

　しかし規模は小さくとも、参道や拝殿といった各所に満ちる空気・雰囲気は厳げん粛しゆくであり、静せい謐ひつであった。それを醸かもすのは、歳さい月げつを経た木造建築が宿す荘そう厳ごんさだろう。

　参道を歩きながら、ハルとアーシャは言葉を交わす。

「ここの発祥は鎌倉時代の初期だから……八〇〇年近い昔か」

「でも、建物が火事に遭ったりして、何度か建て替えや移い築ちくもしているんですよね？」

「だとしても、築三〇〇年以上の物件ではあるらしいよ、この神社」

　ちなみに仲間の魔女三名もいっしょにいる。だが、元ドラゴンの亡霊はふたたび姿を消していた。この社やしろが祀まつる祭神は〝火之女神・火ひ之の迦か具ぐ土つち〟だというのに。

　……新木場にあった『魔女の館やかた』が収蔵していた火之女神ゆかりの神宝五種。

　先月、ハルはそのなかから竜王の心しん金がねを見つけ出した。

　あれらの品々の出所は東海地方の古社──すなわち、ここであった。

「じゃあハリー。私たちはしばらく時間をつぶしているから」

　ルナ・フランソワと織姫、羽純に見送られて、ハルとアーシャだけで歩き出す。

　向かったのは、神社の敷地内に建つ一軒家だった。

　社やしろを預かる神主一家が住んでいる場所だ。ハルたち東京新都の対ドラゴン関係者が訪れることは、すでに《S.A.U.R.U.サウル》東海支局が連絡してくれている。

　ふつうに玄関でチャイムを鳴らし、家に上げてもらった。

　尚なお、ふたりだけになったのは、大勢で押しかけるのも迷惑になるからだ。

　まず出迎えてくれた初老の神主にあいさつし、一〇分ほど世間話。そして、彼の一族が代々受け継いできたという品々を収めた土蔵へ案内してもらい──

「さて、捜査のはじまりだけど」

　土蔵の前で、ハルは魔銃を呼び出した。

「竜宮城への道しるべってやつがここにあるなら、手っとり早く教えてくれないかな？」

「あいにくと妾わらわにはわからぬな」

　右手の魔銃が火ひ之の迦か具ぐ土つちの声でささやく。

　案内役の神主はすでに去り、いっしょにいるのはアーシャだけ。土蔵の扉は開け放たれている。ここもまた昭和初期の建築だという話であった。

　古い土蔵のなかは埃ほこりっぽく、照明もなく、そのうえ収蔵品も多そうだ。

　しかし、魔銃の守護者はこんなことを語り出した。

「その昔、妾が紅ぐ蓮れんの女王として君臨した頃、妾の居城は海にあった」

「海のなかの城で、竜宮城みたいなものだったんだろ？」

　ハルが相づちを入れると、火之迦具土の声は答えた。

「うむ。だが、妾に仕えた巫み女こや女官には陸で生まれた者も多かった。そして、あやつらが里帰りする際に持たせた品……があったらしい」

「それが『道しるべ』か。唐とう突とつに伝聞調になるのはどうかと思うけど」

「仕方あるまい。妾の城にいた誰だれぞが造り、女官どもに持たせていた品だ。妾自身は使ったこともなければ見たことさえもないのだ」

　火之迦具土の声は、むしろ勝ち誇るようであった。

　尚、竜宮城があるらしい『この界かい隈わいの海』を地図で教えてくれと頼んだら、元ドラゴンの女王は関東から東海にかけての日本列島沿岸部を指さした。それから小お笠がさ原わら諸しよ島とうの近海、ついでに北マリアナ諸島の近くまでをぐっと指でかこんだのである。

　当てずっぽうで探すには、かなりの広範囲だろう。

「時は流れ、妾は竜王の肉体を失ったのち、この地に魂こん魄ぱくとして流れ着いた……。そして、あるとき、この社にいた巫女より問われたのだ。『火之迦具土の女神さまは何処いずこより参られたのか』と──」

「そこでふざけて、『竜宮城』と答えたわけか」

「まあな。だが、さすがは妾に仕えた者どもだ。竜宮への道標となる品が何ど処こかにあるはずだと教えたら、艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えて見つけ出したらしい」

「なんとかクエストみたいな話ですねえ」

　今度はアーシャが合いの手を入れた。

「その品物、具体的にはどんな形状なんですか？」

「自分が使ったわけでもない品のこと、いちいち気にしていられるか」

「こんなに使えないヒント機能、最近の難易度低いＲＰＧならクレームがつくよ」

　ぼやいてから、ハルは幼なじみに目配せした。

　世界有数の力量を誇る魔女はすぐに召喚の歌をささやく。

「古き清浄の御み印しるしに願い奉る。蒼あおき飛竜をこの地に遣つかわし給たまえ」

　アーシャの頭上に怪生物が唐とう突とつに顕あらわれた。飛竜ワイバーンである。

　前肢の代わりに両肩から『翼』を生やしたドラゴンもどき。竜に似せて造られた巨大ホムンクルス。ただし、今は翼長三メートルほど──。

　もちろん、蒼きルサールカだった。

　もともとは体長十数メートルの超大型生物。しかし今回、アーシャはそのサイズを極限まで縮小させてから、召喚したのだ。

「ルサールカ。ドラゴンの匂におい、それも火ひ之の迦か具ぐ土つち──〝紅ぐ蓮れんの女王〟の匂いがする品物を探してみてください。必要なら疑ぎ似じ神格も使用して」

　先月の決戦時、ハルと織おり姫ひめは悪あく路ろ王おうの嗅きゆう覚かくを頼りに心しん金がねを見つけ出した。

　あのときの再現を狙ねらったのである。そして、アーシャの要よう請せいにしたがい、小型化したルサールカは鋭いまなざしを土蔵の内部に向けた。

　蒼きワイバーンが『きゅあああ……』と低い吠ほえ声ごえを発する。

　土蔵には天井近くに小さな窓しかないため、内側は当然暗い。しかし、その暗くら闇やみのなかに青い光が生まれた。ルサールカの魔力が光らせたのだろう。

　ハルは光をめざして、土蔵に足を踏み入れた。
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「これが先せん輩ぱいたちの見つけた〝道しるべ〟……」

　昼間、ハルたちが土蔵で手に入れた品を右の手のひらに乗せて──。

　浴衣姿の羽は純ずみは不思議そうに小首をかしげた。

「一体、どういうものなんでしょう？」

　羽純の右手には、黒い石ころがあった。

　サイズは彼女の拳こぶしと同じ程度。ゴツゴツとした黒こく曜よう石せきのかけらという風ふ情ぜいで、蛍けい光こう灯とうにかざすと鈍くきらめく。すこし緑がかっていた。

「不明です。ただ、これを発見したのはルサールカの知覚力なので……竜族の匂においなり気配を帯びているのはまちがいないのですが」

「白しら坂さかも魔術的視覚でチェックしてみるといいよ」

「あ、はい」

　やはり浴衣を着たアーシャとハルが口々に言うと、羽は純ずみは素直にうなずいた。

　魔女としてはいまだ第二階かい梯ていの一四歳。彼女は顔を引き締め、『むっ』と両目を凝こらし、黒い石ころを見つめる。

「じゃあ、わたしもやってみるわね」

　これは織おり姫ひめの発言だ。彼女も浴衣姿で従姉妹いとこの隣にすわっていたのだ。

　ハルたちが集まった部屋は広い和室だった。伊い豆ず半島の南端に近い下しも田だ市の温泉旅館、その一室である。みんなで食卓をかこみ、夕食の最中なのだ。

　そして、黒い石ころを見つめる羽純と織姫。

　ふたりの瞳ひとみが一瞬、青く変色する。魔術的視覚が発動したのだ。

　魔力の有無・強弱・流れなどを視認できる。これを裸眼で行使できるのは、人類のなかでは魔女たちと春はる賀が晴はる臣おみだけだった。

　超常の視覚で石ころを見つめた羽純・織姫。しかし、ふたりは怪け訝げんそうだった。

「ねえ春賀くん。この石から、たしかに魔法の力を感じはするんだけど……わたしには〝ほんのちょっと〟に思えるのよね」

「姉さまも？　実はわたしもなの」

「付け加えるなら、晴臣と私もです。もちろんルナも……」

「ええ。私の鑑定結果も同じ。その石が秘めている魔術的なエネルギーはそれほど高いものではないはずよ」

　最後のメンバー、ルナ・フランソワも言った。

　ちなみに、女子たちの浴衣は全すべて白地に花柄を散らしたものだった。

　この花柄と帯の色がそれぞれちがう。織姫は水色、アーシャは黄色、羽純はうすいピンク、ルナは濃紺である。好みの色を選べるという旅館のサービスなのだ。

「たぶん、然しかるべき人間が然るべき使い方をしないといけない類たぐいの呪じゆ具ぐなんだよ」

　ハルは肩をすくめてから言った。

　目の前の大きな食卓には、品数たっぷりの晩ばん餐さんがならんでいる。

　地じの魚の刺身各種。今が旬のアワビ、サザエなどの貝類。伊い勢せエビは刺身だけでなく焼き物もある。小こ鍋なべには伊豆牛のすき焼き仕立て。

　さらに金きん目め鯛だいの姿煮、穴子の釜飯なども出そろい、献こん立だてに死角はない。

　二時間ほど前、水平線の向こうに沈んでいく太陽をみんなで眺めたあと、男女に分かれて温泉につかり、夕食のために再集合したのだ。

「ちなみにこいつの具体的な使い方、もちろん火ひ之の迦か具ぐ土つちは知らなかった」

「《S.A.U.R.U.サウル》本部かハワイの研究施設ラボに送って検査という手もありますが」

「ここでの調査に必要となる可能性もあるから、それは後まわしにすべきね。とりあえずでやった検査のデータはワイキキに送って、分析をはじめてもらっているし」

　ハルが報告し、アーシャもつぶやき、ルナは意見する。

　この手の調査に慣れた先せん達だつ三名の言葉を聞いて、織おり姫ひめと羽は純ずみが感心していた。

　昼過ぎ頃に例の神社を訪ねたあと、ハルたち一行は《S.A.U.R.U.》東海支局の南伊い豆ず支部を訪ね、測定機器をいくつか借りたのである（田舎いなかの零れい細さい支部なので、たいした設備はなかったが）。

「明日は石の検証を進めつつ、このまま現地調査の続きかなあ」

　甘エビの刺身を箸はしでつまみながら、ハルはつぶやいた。

「あとは海水浴とか海でレジャー、ビーチボール、日光浴、スイカ割り、遠泳、浮き輪、サーフィン、スキューバダイビング、バーベキュー、ほかに何かある？」

「春はる賀がくん、意外と遊ぶ気まんまんなのね」

「見そこなってもらっちゃ困るな」

　くすっと笑う織姫にハルは言った。

「僕はこれでも、毎年の有給休暇を必ず使い切る大人をめざしているんだ。夏は石にかじりついてでもバカンスするのが信念でね」

「そういえば、去年はコルシカ島だかで半月はだらだらしていましたね……」

「郷ごうに入ったから郷に従ったんだよ。あそこはヨーロッパで、しかもフランス領だし。向こうじゃそれくらいバカンスするのが常識じゃないか」

　アーシャのつぶやきに答えてから、ハルはどきっとした。

　今、五人で囲んでいる食卓。ハルの右隣にすわるのはルナ・フランソワだった。金髪美少女が浴衣を着こなす姿には、なんともエキゾチックな魅力がある。

　そんな彼女が不意に体を寄せてきたのだ。

　ルナ・フランソワは持っていた急須で、ハルの湯飲みに緑茶をそそいでくれた。

「そうね。二、三日、ここで羽をのばすのも楽しそうよね、ハリー」

「あ、うん」

「私とアーシャもいることだし、できる限りフォローするから。安心して休んで」

「あ、うん」

　どきっとしたせいで、同じ返事をループ再生してしまった。

　至近距離にいるルナ・フランソワからは花の芳香が香ってくる。風呂上がりなのに軽く香水を振っていたらしい。しかも、うすめながらナチュラル仕上げの化粧もしっかり決めていて、なんとも女っぽい。

　ハルのどきどきがすこし強くなった。

　ルナ・フランソワの気配り、美しさ、フローラルな香りの相乗効果だった。




　ハルたち五人は三部屋に分かれて宿泊している。

　女子部屋はふたつ。織おり姫ひめと羽は純ずみ、アーシャとルナ・フランソワの組み合わせで相部屋となり、唯一の男であるハルはひとりで一部屋を使う。

　男部屋の和洋室には、電動マッサージチェアが備えつけてあった。

　今、このチェアがうぃんうぃんと作動して、ハルの背中をほぐしにかかっていた。

「ルナのやつ、本当に僕を誘惑する気なのかなあ……」

　機械式マッサージは味気ないが、それでもぐいぐいツボを刺激してくれる。

　実は夕食後すぐ、ルナ・フランソワに誘われたのだ。いっしょにリラクゼーションコーナーへ行って、マッサージしてもらわないかと。

　それを断わってハルはひとりで自室にもどり、チェアを作動させたのである。

　ルナは逃げる標的を追おうとはしなかった。ただ微笑ほほえんで、

『じゃあ私だけで行ってくるから。また今度つきあってね♪』

　と、ハルの前から去っただけだった。

「すごい数のジャブを打たれている気がするよ……。このまま僕が弱るまで軽いパンチでぱちぱちやって、チャンスが来たらズドンと一発やるのかな……」

　マッサージチェアに身をゆだねながら、ルナ・フランソワの戦法を考察する。

　遠回しに見えて、実はしたたかな戦い方かもしれない。今の時点で強打──たとえば『ハルの家に押しかけてプロポーズする』といった極端な戦法は不自然だし、強引すぎる。そんなことをされてもハルは逃げ出すだけだろう。

　だが、ルナ・フランソワは無理をしない。

　攻撃は軽いジャブのみ。しかし、これがなかなか悪くない。

　なにしろ、あれだけのきれいどころに（打算づくとはいえ）気遣われ、（偽装とはいえ）好意をアピールされるのである。ハルも結構悪くない気分になる。

　このままウソを承知でだまされるのも、それはそれで幸福かもしれない。

「まあ、彼女の誘いに乗って悪い理由も……実はあんまりないしね。それで眷けん属ぞくの盟めい約やくができるかは不明だけど」

　邪念をもてあそびつつ、うぃんうぃんと癒いやされているときだった。

　こんこん。軽くドアがノックされた。面倒だったのでマッサージチェアのスイッチを切らずにハルは立ちあがり、出入り口へ向かう。

「ここにいたのね、春はる賀がくん。ちょっとお話ししてもいいかしら？」

「十じゆう條じよう地じか」

　ドアの外には、浴衣姿の織おり姫ひめが立っていた。

　すぐに部屋へ招き入れる。学校で非公式に〝姫〟と呼ばれるほど人気者の少女は、窓際で稼働中のマッサージチェアに目をつけた。

「これって結構、気持ちいいの？」

「まあまあそこそこ。君が毎朝めざめた途端に体のだるさを感じるくらい疲れているなら、やってみてもいいんじゃないかな」

「なら、わたしはこっちの席で大丈夫だわ」

　マッサージチェアの隣には、何の変哲もない木製の椅子もあった。

　織姫は溌はつ剌らつと笑って、電動ならざる席にすわる。ハルもあらためてマッサージチェアにすわったが、スイッチはオフにした。

「べつにそのままでいいのに」

「大丈夫だよ。あとで三時間くらい堪たん能のうするから」

　織姫の気遣いに冗談交じりの減らず口で応こたえる。

　奇妙な話だが、味気ない機械式マッサージを受けていたときよりも、今の方が身も心も軽やかに感じる。もしかしたら、すぐ隣に十じゆう條じよう地じ織姫がいるから、なのだろうか。

　ハルの心が自然と浮き立ってきた。ちょっとどきどきしている。

　その変化を不思議に思っていると、織姫がすこし心配そうな顔をした。

「ところで今の発言で察したけど……春はる賀がくんは毎朝めざめた途端に疲れを感じているってことよね？　寝ても疲れが取れないのはよくない兆候よ」

「それはほら、最近いろいろあったから」

「いろいろあると、すぐ睡眠と食事をおろそかにするところが春賀くんの弱点。これがアーシャさんなら、絶対にどちらも適当にしないでしょうけど」

「たしかにそうだ。上う手まいこと言うね」

　どんなときでもしっかりと食べ、しっかりと寝る。

　そうでなければ、いざ絶体絶命の窮地に陥ったとき、満足に体を動かせない。気力も振りしぼれない。野生の逞たくましさを持つアーシャは、その真理を無意識に体現しているのだ。

　感じ入るハルへ、織姫は言った。

「そうだ。寝起きのことで前から気になっていたんだけど……最近はほら、羽は純ずみが春賀くんを起こしに行ってたでしょう？」

「うん。割とちょくちょく来てくれてた」

「実は……本当はわたしもいっしょに行こうかな、って思っていたの」

「えっ!?」

　恥ずかしげに告白されて、ハルは驚嘆した。

　思わず想像したのだ。可愛かわいい後輩だけでなく、その従姉妹いとこまで朝の枕元に立っていて、声をかけてくれたら──羽は純ずみひとりのときよりもさらに大量の脳内物質が分泌されて、絶大な多た幸こう感かんを得られるのではないだろうかと。

「でもほら。雪ゆき風かぜのお姫さまと戦ったあと、わたし、春はる賀がくんといっしょにいる時間がすごく長かったように……思うの」

「言われてみれば、たしかにそうかも」

　六月に起きた、雪風の姫とその眷けん属ぞく・玄げん武ぶ王おうとの激闘。

　最後まで最前線で戦ったハルと織おり姫ひめは事後処理をスムーズにすませるため、いっしょに新都各地を飛びまわることが多かった。そして、同じ空間にいるとき──。

　ハルはつい織姫のそばに近づくことが多かった。

　そして、織姫の方もハルを見ると即座にそばへ来てくれた。

　そうしていた理由をふたりともなぜか明確に説明できなかったのだが。強しいて言うなら、いっしょにいることがなんとなくうれしかったから、だろうか。

「でね。朝、羽純といっしょに春賀くんの家まで行こうかなって考えたとき、急に怖くなったの。もしかしたら春賀くん、わたしがそばにいたら『うざい』って思うんじゃ──って。最近はほら、いっしょにいる時間がかなり長かったから……」

「まさか。十じゆう條じよう地じも来てくれた方が絶対にうれしいよ」

「でも、あんまりいっしょすぎるのも変だと思うの……」

「そんなことはない、かな。僕は十條地がいっしょの方がいいよ、うん」

「ほ、本当に？」

「あ、うん。神様にかけて本当」

「二学期になって、そういう機会があったら……羽純といっしょに行ってもいい？」

「もちろん」

　珍しく赤面し、微妙に恥ずかしそうな織姫とのやりとり。

　これがなぜか心地よく、甘酸っぱい。ハルは不思議に思った。女子といっしょにいて、ちょっとどきどきしているという点ではルナの〝攻撃中〟と変わりないのに。

　しかし、今の方が満たされている感じだった。

　そわそわと落ち着かない気分にもならない。ほのかな居心地悪さもない。織姫の場合、言動の裏をいちいち読まなくてもいいという信頼感があるからだろうか？

「じゃあ、もしよかったら」

　織姫への気やすさにまかせて、ハルは言った。

「明日の朝でも全然いいんだけど」

「な、何を言っているの。旅行中に男の子の部屋へ遊びにいったりしたら、また変なうわさになっちゃうわ。しかも羽純までいっしょなんて！」

「十條地、そのことを言うなら」

　狼ろう狽ばいする同級生女子へ、つい意見してしまうハルだった。

「今だって、君はひとりで僕の部屋にいるじゃないか」

「そういえば、そうでした……。不覚にも気づかなかったわ……」

「大体、これは修学旅行でも何でもないし。学校の連中にバレるわけがない」

「言われてみれば、たしかにそうよね……」

「…………」

「…………」

　至近距離で見つめ合いながら、ふたりそろって沈黙してしまった。

　織おり姫ひめはもじもじと恥ずかしそうにしている。ハルの方も気まずい。場の雰囲気に流されて、バカげたことを口走ってしまった。

　だが、それはそれとして、ハルの目の前で織姫が恥ずかしげにうつむいた。

　いつも物もの怖おじしない彼女がこんな姿を見せることはめったにない。強しいて言えば、悪あく路ろ王おうを生み出した儀式の時や、ハルの右みぎ掌てのひらから彼女の心臓へと魔力を流し込む──そのために過激すぎる接触行為におよんでしまった時くらい……。

　思い出した結果、ハルのどきどきはさらに激しくなった。

　しかも、今は旅行先で、同じ部屋にいて、織姫とふたりきり。胸の鼓動がさらにせわしなくなる。まるで早はや鐘がねのようだった。

　ここで織姫がちらっと目を上げ、迷いの宿る視し線せんでハルを見つめた。

「あ、あのね、春はる賀がくん」

「ええと、今の提案、やっぱりなしにしようか。ほら、十じゆう條じよう地じと白しら坂さかがいっしょに僕の部屋に来てバタバタしてたなんてアーシャとルナに知られたら、仕事がらみの旅行中に不ふ謹きん慎しんだとか文句が出るかもしれないし」

「そ、そうかしら？」

「う、うん」

　つい腰が引けて、ハルは前言をひるがえしたのだが。予想外の反応が待っていた。織姫はすこしだけ口ごもってから、おずおずとこう言い出したのだ。

「それだったら、わ、わたしひとりで来てもいいのよ……？」

「えっ？」

「ふたりよりもひとりだけの方が見つかりにくいはずだし。朝早くにわたしひとりでこっそり起きて、さっと春賀くんの部屋に来て、すぐに帰れば大丈夫じゃないかしら……？」

「そ、そうかな？」

「だと思うけど……」

「じゃあ、明日の朝、お願いしようかな……」

「ほ、本当？　わかったわ。明日、見つからないようにお邪じや魔まするわね……」

「「…………」」

　合意が成立して、ふたりはあらためて見つめ合う。

　織おり姫ひめは頬ほおを赤らめていた。きっとハルの方も同じ表情だろう。ふたりきりの部屋の空気が不思議なほど甘酸っぱく、胸のどきどきはしばらく収まりそうにない。

「わ、わたしが起こしたせいで寝不足になっても、怒ったらダメよ」

「も、もちろんだよ」

「部屋の鍵かぎ、ちゃんと開けておいてね……？」

「抜かりなく準備しておく」

　逢あい引びきの相談でもするように言葉を交わす。

　こんな経験は初めてなので、ハルはとにかく気恥ずかしかった。織姫も同じ心境だったはずだ。そのせいだろう。彼女はいささか唐とう突とつに話題を変えた。

「と、ところで春はる賀がくん。わたしたちって、昔、迦か具ぐ土つちさんが住んでいた海のなかのお城を探しているのよね？　竜宮城みたいな」

「あ、うん。あいつが竜王だった頃の住すみ処か」

　ハルの方もあわてて、頭の中身を実務的な思考にもどす。

　数日前のプールサイド接せつ待たいのあと、火ひ之の迦か具ぐ土つちが語った情報である。

『妾わらわの竜りゆう弑ごろし《弓の秘ひ文も字じ》は今、小僧の手にあるわけだが……。もうひとつくらいであれば、かつての居城に眠っているかもしれん』

『それ、予備の武器として保管してたってことか？』

『そうだと言ってもあながち外れではないな。まあ、おまえたちの懐に上う手まく転がりこむかはわからんが、探しに行くのも一興かもしれんぞ』

　ハルが問うと、火之迦具土は意地悪そうにほくそ笑んだものだ。

　その後、元竜王の亡霊が気ままに語る情報をあれこれ整理し、吟ぎん味みしたのちに今回の探索行を決定したのである。

　せき払いして、ハルはできるだけ真面目まじめな顔で語り出した。

「紅ぐ蓮れんの女王が何世紀生きた竜王かは不明だけど、健在だったのは八〇〇年くらい前、鎌倉時代の初期までだ。女王は今の日本でいう東シナ海・日本海・オホーツク海、そして太平洋の西の端っこ──黒潮が流れるあたりの海を《版はん図と》としていたらしい」

「版図……勢力範囲ってことね」

「そういえば、雪ゆき風かぜの姫は『地上に版図を持ったことなどない』とか言ってたな」

　竜王ないし僭せん主しゆの支配領域を意味する言葉・版図。

　先月、東京新都が雪風の姫の《版図》となったことは記憶に新しい。北米ニューヨーク州のマンハッタン島も竜王・紅あかきハンニバルの居城であり、彼の《版図》だという。

「紅蓮の女王はめったに人間の前に出現することはなかったけど、彼女とその眷けん属ぞくの姿をかいま見た人々は『神』として崇あがめ奉たてまつったらしい。で、神様待遇に味を占めていた女王は亡霊となったあとも女神をかたって、昼間の神社に出入りする人間をこき使ったり、からかったりしたわけだ」

「ドラゴンの女王様の竜宮城……すごく面白そうなところよね。それに」

　織おり姫ひめがくすりと微笑ほほえんだ。

「迦か具ぐ土つちさん、言ってたじゃない。その竜宮城、海のなかを気の向くままにさまよっているって。なんとかの動く城みたいだし、絶対に見てみたいわ」

「城みたいにでかいもの、何を動力源にしてるんだよって疑問もあるしなあ」

　相づちを打ってから、ハルはふと考えこんだ。

　マッサージチェアの前には低めのテーブルがある。その上にはハルの携帯端末、そして例の黒い石片が置かれていた。

　ゴツゴツとした表面。黒こく曜よう石せきに似ており、すこし緑がかった色。

　思い出した。割と最近、ハルは目撃している。『城のように巨大な物体』が気ままに海上で動きまわる光景を。それはたしか、この黒い石に似ていて──。

「アーシャとルナを呼ぼう。思いついたことがあるんだ」





　　　　３






　ハルたちの旅行の二日目。運のいいことに朝から快晴だった。

　空は青々として入道雲は白く、太陽はまぶしい。

　夏の快晴はもちろん猛暑を意味するが、ハルたちは海へ繰り出す予定だった。むしろ暑い方が存分に楽しめる。ぎらつく太陽をものともせずに朝からミニバンを一時間も走らせ、やってきたのは小さな入り江だった。

　あえて大きな海水浴場をはずして、アクセスの悪い浜辺をめざした。

　さらに、夏休み開始直後の平日という条件もプラスされた結果、

「思ったよりも混んでないですね！　海もきれいです！」

　海を指さして羽は純ずみがはしゃぐことになったのである。

　いつも見なれた東京湾とちがい、マリンブルーの海が目の前に広がっている。

　砂浜も白い。午前中の日差しを浴びて、早くも暑くなっていた。そして、地元の人間とおぼしき十数名程度しか浜辺にはいない。まさに完璧なシチュエーション。一軒だけあった海の家で着替えをすませ、海遊びのはじまりとなった。

「私、あれを借りてみようかしら」

　ルナ・フランソワが目をつけたのは水上バイクだった。

　海の家の前に二台ならんでいる。有料でレンタルしてくれるのだ。ほかにも浮き輪、バナナボート、パラソルなども貸し出している。

「ハリーもよかったら、私のうしろに乗ってみる？」

「え、えーと……」

「ふふっ。その気になったら、声をかけてね♪」

　ルナ・フランソワに密着しながら、ジェットスキーにふたり乗りタンデム。

　しかも、彼女は肌もあらわな水着姿──。その光景を想像し、答えに窮したハルへ小悪魔風に微笑ほほえみかけると、ルナは海の家にもどった。レンタル手続きのためだろう。

　ハルがほっとしてレンタル浮き輪を見ていると、隣に織おり姫ひめが来た。

「春はる賀がくん、泳ぎは得意な方？」

「おぼれないで泳げることを得意というなら得意だね。君は？」

「水泳部の子にはさすがに負けちゃうわ」

「つまり、それ以外の連中には勝てるのか……。さすが運動神経ばっちりの完璧超人リア充じゆうってところだよ」

「よくわからないけど、それって誉ほめ言葉？　ふふ、ありがと」

　今朝、約束どおり部屋に来てくれた女の子が微笑する。

　織姫はやさしい手つきでハルの肩を揺さぶり、『春賀くん、もう朝よ』と耳元にささやきかけてくれた。そして、このところ寝起きの悪いハルが十分に覚かく醒せいするまで、枕元で一〇分ほど見守りつづけていたのだ。

　それから、備えつけの茶葉と急須でハルのために緑茶をいれると、織姫は人目を忍んで去っていったのである。

　こんな経けい緯いがあるというのに、ふたりは何食わぬ顔でおしゃべりしている。

　おかげでイタズラの共犯者めいた意識が首をもたげてきて、ハルと織姫は同時にくすっと吹き出してしまった。

　事情を知らない羽は純ずみがきょとんとしたため、ハルはあわてて後輩に話しかける。

「白しら坂さかは泳ぎの方、どんな感じ？」

「二〇メートルまでなら、わたしも先せん輩ぱいと同じレベルなんですけど。そこから先は、ちょっと自信がありません……」

　恥ずかしそうに告白された。天使に負けないほど心清らかな後輩は、体の方は決して頑がん健けんではない。しばしば体育も見学するという。

　しかし、羽純は拳こぶしをきゅっと握りしめ、決意をアピールした。

「でも、今年の夏はもうすこしレベルアップしたいですっ」

「白坂のトレーニング補助も兼ねて、やっぱりこいつは必要だなあ」

　自分用と羽純用、ふたつのレンタル浮き輪をハルは取りあげた。

　尚なお、全員すでに着替えをすませている。みんな水着だった。

　ルナ・フランソワは黒、織おり姫ひめは白のビキニとパレオを身につけていた。いつかのプール接せつ待たいでも披露してくれた格好である。

　金髪のアメリカ人少女のビキニには、レースのような飾りがついている。

　ルナ・フランソワ自身が持つアンティークドールめいた雰囲気とあいまって、妖あやしい魅力をビーチにたっぷり振りまいている。

　織姫の方は、シンプルかつスポーティーなデザインのビキニだった。

　そこがこの日本人少女にはことのほか似合っている。お嬢さまっぽいだけでなく、織姫の表情にはまっすぐな清せい廉れんさと人当たりの柔らかさが表れているからだろう。

　まったく真逆の美少女ふたり。

　しかも、彼女たちはスタイルの方も抜ばつ群ぐんなのである。むっつりを自認するハルは織姫とルナの勇姿を間近で見て、もちろん得も言われぬ充足感を覚えたのだが。

　今日はそれだけではない。羽は純ずみも水着姿だ。

　ＵＶカットのパーカーを羽織っており、その下に着ているのはライム色のシンプルなビキニだった。端っこに小さなフリルがくっついていて、なかなか可愛かわいらしい。

　ハルの視し線せんに気づいて、羽純が恥ずかしげに身じろぎした。

「あの……やっぱり、変ですか？」

「いや、全然。どうして、そんなこと訊きくのさ？」

「だって、こういう水着はじめてですし……。お店の人にすすめられて、つい買ってしまったんですけど、だんだん恥ずかしくなってきて」

　こういう水着──おそらくビキニスタイルのことだろう。

　ハルは首をかしげた。むしろ『そういう水着』だからいいのにと。

　前に女子風呂で対面したとき、羽純はバスタオルで体をおおっていた。今日の水着はあのときよりも布の総量が減って、露出度という点ではぐんとパワーアップしている。

　それにうすうす気づいてはいたが、今日ついに確信できた。

　中学二年生。一四歳。しかし、胸のふくらみ・腰から下の丸みはひかえめでも平板でもない。むしろ、ほどほどに量感をアピールしている。

　この年代では十分以上のボリュームと起き伏ふくに富むラインであろう。

　二年後、従姉妹いとこの織姫と同じ高みに達するかは不明だが、そうなってもおかしくはないポテンシャルをすでに開花させつつあるのだ。

　つまり『中二としてはかなりスタイルがいい』羽純へ、ハルは言った。

「僕はこれでもむっつりだから断言するけど、水着の白しら坂さかを見られただけでも海に来た甲か斐いがあるよ。だから、その格好を『変』だなんて言わないで──」

「春はる賀がくんこそ、うちの羽純の前で変なこと口走らないでね！」

「こ、こういうときはありがとうございますって言えばいいのかな、姉さま……？」

「羽は純ずみも春はる賀がくんのむっつりを素直に受け入れたらダメ！」

　ハルの妄もう言げんと動転する従姉妹いとこを織おり姫ひめがたしなめたところで、海の家から最後の仲間がついに出てきた。アーシャである。

「お待たせしました、みなさん……。ちょっと準備に手間取ったもので」

　妖精めいた美少女は、いつになく怜れい悧りな口調で言った。

　表情も鋭く、まなざしも凜り々りしい。今からドラゴン相手に一戦はじめてもおかしくない雰囲気だった。クールだ。

　当然、アーシャも水着を着ていた。青いビキニのトップスには縦たて縞じま模様が入っている。ボトムスは短パンに似せたデザインだった。

　尚なお、アーシャの体のラインは、基本的に起き伏ふくがゆるやかである。

　しかし、決して一直線ではない。ハッとするほど華きや奢しやな肢体が描く曲線はひかえめな一〇代前半の少女らしいもので、それゆえに蠱こ惑わく的てきでもあった。

　だというのに、アーシャの水着姿には可か憐れんさよりも戦士の迫力が色濃い。

　みなぎる緊張感に呑のまれて、織姫と羽純は沈黙。そして、ハルは確信した。この雰囲気、幼なじみが手にした銛のせいだと。

「やっぱり、食事はその土地ならではの素材をいただきたいですからね。でも、みなさんは幸運です。私、魔術と戦闘以外にも素もぐりと銛もり突きのテクニックを絶賛された過去があるんです。日本伝統の調理器具、炭火と七しち輪りんも用意しました。今日のランチは海の幸パーティーで決まりです！」













「アーシャ。この辺の海では、素もぐり漁は禁止なんだ。法律だったか条例で」

「なんですと!?」

　漁業権を持たない一般人が銛もりや網などで海産物を捕ることは、多くの都道府県で禁止されている。その手の道具を持って浜辺をうろつくだけで漁師さんに怒られる可能性もあるので、注意が必要なのだった。




　海のハンティングは中止になったが、海での遊びは充実していた。

　ハルと羽は純ずみが浮き輪でぷかぷかマリンブルーの波間を漂っていると、その近くを織おり姫ひめとアーシャがあざやかに泳いでいく。

　特に、もくろみがはずれて力をもてあましていたハルの幼なじみ。

　彼女は海の精か人魚かというほどの速さとなめらかさで、海の上も海中も関係なく軽やかに躍動していた。素もぐりだけでなく、ふつうの泳ぎも抜ばつ群ぐんなのだ。

　また、ルナ・フランソワがジェットスキーで海上を駆け抜けていく。

　サングラスをかけ、熟練の手つきと身ごなしで華麗に操船。環太平洋エリアの撃げき墜つい王おうは自動車の運転はじめ、乗り物のあつかいが得意なようだった。

　颯さつ爽そうとジェットスキーを操るルナ。

　その真後ろにタンデムさせてもらい、羽純と織姫も海上の疾しつ走そうを代わる代わる楽しむ。

　一方、アーシャとハルは海水から離れて、砂浜へ上がっていた。

「もうすぐお昼ですし、漁以外の方法で海の幸パーティーの食材を調達してきます」

　ならんで浜辺を歩きながら、アーシャに問われた。

「何かオススメのプランはありますか？」

「近くにある地元市場に行けば、交渉次第で売れ残りを小売りしてもらえるかも。あと、小さな船で一本釣り漁とかをやってる漁師やその奥さんを見つけて、今朝とれた魚介を売ってもらうのもいいね」

「了解です。晴はる臣おみはこれから何を？」

「きわめて不本意だけど、仕事が残っているから。ところで、あの石は？」

「ここにちゃんと携帯してます。実験中ですからね」

　アーシャがかざしたのは、ビニール製の透明な巾きん着ちやく袋だった。財布や携帯端末といっしょに、正体不明の黒い石も入っている。

　幼なじみと別れたあと、ハルは海の家へ向かった。

　ロッカーに預けていた荷物のなかからノートＰＣを取り出す。それからレンタルしておいたパラソルのところへ行き、ビーチチェアの上であぐらをかく。

「その石ころがどんな代しろ物ものか、わかったみたいだな」

「わかったというより、アーシャとルナの意見も聞いて、仮説を立てただけだよ。あれってドラゴンの体の一部じゃないのか？」

　今まで無人だった隣のビーチチェアに、火ひ之の迦か具ぐ土つちが顕あらわれていた。

　元ドラゴンの女王も紅あかいビキニを着ている。この水着もプール接せつ待たいのときに使った衣装だった。チェアに寝そべる火之迦具土へ、ハルは語った。

「ドラゴンじゃなかったら、その近似種とか。たとえば『蛇へび』たち──リヴァイアサン。あと、あんたたちの眷けん属ぞくにも該当しそうなやつがいる」

「ほう」

「雪ゆき風かぜの姫が眷属にしていた玄げん武ぶ王おうだよ。というより、あのバカでかいカメの甲こう羅らの一部が削けずれて、かけらだけ飛んできたら……まさにこんな形をしてそうだよな」

　神社の土蔵で手に入れた、黒こく曜よう石せきのかけらにも見える石。

　表面はゴツゴツとしていて、やや緑がかっている。雪風の姫が眷属とした全長一〇〇メートルの巨大亀・玄武王。あの超生物の甲羅が似たような色をしていた。

「で、あのでっかいカメを思い出して、連想したんだけど」

　隣の火之迦具土をちらりと見て、ハルは言った。

　見た目は童どう女じよのくせに、えらそうに足など立てて尊大な寝姿を披露している。

「玄武王も海を気ままに動きまわる、島みたいなものだっただろ？　あと、古代中国には霊れい亀きという聖獣の伝承がある。山を甲羅の上に背負っている巨大なカメのことだ」

　蓬ほう莱らい山さんを背負う巨大亀・霊亀の伝承は、中国だけのものではない。

　朝鮮半島、さらには日本にも伝わっている。奇くしくも八〇〇年以上前、紅ぐ蓮れんの女王が《版はん図と》とした海に隣接するエリアだ。

　また浦島太郎の昔話にもあるとおり、古来、亀は竜宮城（この世ならぬ海中の城）への道案内役だった。この有名すぎる説話の主人公、古くは浦うら島しまの子こといった。実は日本書紀や万葉集にも記載される、古い伝承なのだ。

　日本書紀にはこう記されている。『水みず江えの浦うら島しまの子こは乙女に化身する大亀と共に蓬莱山へ向かった』と……。

　このようなうんちくをハルは淡々と語り、最後に言った。

「で、これは単なる僕の予想。あんたの言う竜宮城の正体は、玄武王と同じカメの怪物。バカでっかい甲羅の上に城でもあるんだろう。そのカメは昔、あんたの眷属だった。道しるべの黒い石はそいつの甲羅の一部──」

「くくく。悪くない考えだ、とだけ言ってやろう」

「アーシャが言ってたよ。昔のあんたや雪風の姫……一〇〇〇年くらい前の竜王たちがその手の伝承にあたえた影響を調べてみたくなったって」

　にやにやと意地悪く笑う火ひ之の迦か具ぐ土つちへ、ハルは言った。

　あれでアーシャには、『ドラゴンという種族の存在が世界各地の竜りゆう蛇だ伝承にあたえた影響を考察する』という研究テーマが昔からあるのだ。実は。

　まあ、最近は妙な特訓とやらに熱中している時間も多いようだが──。

「という予想をもとにして、僕は何か手がかりがないか資料を当たるつもりだ。しばらく邪じや魔ましないでくれるか？」

「承知した。せいぜい励むがいい。フッ」

　最後に鼻で笑い、火之迦具土の姿が消える。ハルはビーチチェアの上でノートＰＣを開いた。女神・火之迦具土を崇あがめた神社ゆかりの古文書や資料をデータ化し、ここに保存してあるのだ。

　これを一時間ほど読み込んでいたのだが、不意にハルは気づいた。

　いつのまにか隣のビーチチェアに誰だれかがすわっている。しかも知り合いだ。

　黒のビキニで豪ごう奢しやなプロポーションを誇示する、金髪の美少女──もちろん、ルナ・フランソワだった。
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「やっと気づいてくれたのね、ハリー」

　にっこり微笑ほほえむルナ・フランソワに言われて、ハルはたじろいだ。

「い、いつからそこにいたのさ？」

「七分と三二秒前から。集中しているようだから、わざと声をかけなかったの。でも、ハリーの真剣な顔をずっと見ていたから、退屈はしなかったけど。ふふっ」

　こんなことをルナ・フランソワはさらりと告げるのである。

　またしてもハルはどきっとした。やはり彼女は魅力的だ。しかし、このドキドキが微妙に心地よくないのも事実だった。

　これはあくまで戦略的な、見せかけの好意なのだ。

　なぜか黒髪の同級生女子のことを思い出しながら、ハルは肩をすくめた。

「そういう小芝居に意味はないと思うんだけどなあ。君に下心があるって、僕は承知しているわけだし。やっぱりしらけるというか」

「ハリーは意外とせっかちなのね。ゲームはまだ序盤なのよ？」

　やや挑発的にルナ・フランソワが言った。

「私たちの戦いはまだまだこれからで、しかも連載は当分終わる予定なし。おいしいイベントや展開がどんどんはじまるのはこれからなの。期待してくれなくちゃ」

「いや、君は思わせぶりなことを言うけどさ」

　責めるつもりもないので、ハルは淡々と反論した。

「本当のところ、僕においしい思いをさせるつもりはないんだろう？　そうなるかもって期待させてから僕におねだりして、僕をいいように利用する。でも僕が見返りを求めたら、のらりくらりと逃げてしまうに決まっているよ」

　フランスの国民的怪盗の三代目をたぶらかす、日本人美女の得意技である。しかし、ハルの指摘にルナ・フランソワは不満そうに眉まゆをひそめた（これも芝居のはずだが）。

「まあ、ひどい。その決めつけの根拠は？」

「聞き込み調査の統計をもとにした推測。アーシャに聞いたよ。ルナが男を振るのは何十回も見たけど、たとえ遊び半分でも誰だれかとつきあったことは皆かい無むだって。同じことを《S.A.U.R.U.サウル》内部の知り合い何人かに訊たずねたら、答えは全部いっしょだった」

「さすがハリー。そういう周到なところ、やっぱり私と似てるのね」

　ルナ・フランソワはやにわにチェアから立ちあがった。

　ハルのすぐそばにやってくる。距離が近い。アメリカ人少女の美び貌ぼうとすばらしい肢体が目と鼻の先にある。

　そして彼女は立っていて、ハルはビーチチェアの上であぐらをかいている。

　この位置関係ゆえに、ある状況が成立した。ハルのすぐ目の前でふたつの大きなふくらみが主張をはじめたのである。小振りのメロンにも負けないボリュームのすばらしさと、どんな果実でも決して持ちえない瑞みず々みずしい張りを。

　しかも、ルナ・フランソワはおもむろに腕組みする。

　両腕で己おのれのバストを持ちあげるように、このタイミングでわざわざ。

「たしかにルナ・フランソワ・グレゴリーは男の子なんかに何の興味もない、情のうすい女かもしれない。私に恋しちゃった男の子を容よう赦しやなく振るのが何より愉たのしい、残酷な女かもしれない。でもね」

　ルナが両腕を軽く上下させる。おかげでハルは目撃できた。

　ずっしりと重そうな胸のふくらみがふたつ、『たゆん』と揺れる瞬間を──。

「情報収集を怠おこたらないハリーに質問させて。そんな私でも、ハリーの男らしさにほだされて、真剣に恋しちゃう可能性だってあるはずでしょう？　どう？」

「いやあ、ないと思うよ。僕はたいして男らしくないし」

「恋愛ごっこ、とか言ったのはみんな照れ隠し。素直に好きと言えないツンデレな私は、ああいう言い訳がないとハリーにアタックできない……。この新説はいかが？」

「リアリティがない。説得力もね」

「私、あなたのことが好き。ウソだと思う？」

「うん。絶対にウソだ」

　一刀両断とばかりに、すばやく否ひ定ていを続ける。

　そんなハルをルナ・フランソワは微笑ほほえみながら見守り、そして言った。

「じゃあ、最後にひとつだけ。今、どきどきしてる？」

「し、してないよ。全然、してない。日本人ウソつかない」

「ふふっ。私とハリーは似たもの同士だけど、似てない部分もちゃんとあるようね。たとえば、ウソをつくのは私の方が断然上手だとか」

「…………」

　今まで毅き然ぜんたる態度でルナを否ひ定ていし続けたハルだったが。

　最後の最後でガードを粉砕された。すぐ目の前で『たゆんたゆん』と揺れる女の武器をつい目で追ってしまい、その破壊力を無視できなくなったのである。

「ちなみに、私はこのゲームを気長に愉たのしむつもり」

　あいかわらず腕組みしたまま、ルナ・フランソワは微笑んだ。

「思ったより難易度高そうだから、燃えてきちゃった。やっぱり直接のライバルがいると、モチベーションが変わるし」

「ら、ライバル？」

「ええ。ま、アーシャはただハリーと幼なじみというだけだから、眼中にないけど。羽は純ずみさんのポテンシャルは末恐ろしいものがあるし、誰だれよりも織おり姫ひめさん」

「十じゆう條じよう地じが君のライバルだって？」

「だって、ちらっと見たけど昨日の夜もずいぶんと雰囲気よかったじゃない？　ハリーったら織姫さんとあんな話までしちゃって」

「へ、変な勘ちがいしないでくれよ。僕も十條地もただ……ただ……」

　あのときの居心地のよさを何と表現すべきだろう？

　わからなくなったハルは首をかしげたが、すぐにべつの疑問に気づいた。昨夜、織姫と話した内容、どうしてルナ・フランソワが知っているのだろう？

　疑惑を読み取ったのか、金髪の魔女はにっこり微笑んだ。

「種明かしすると、今のはカマをかけただけよ。昨日の晩、ふたりの間の空気がちょっとあやしかったように感じたから」

「ええっ!?」

「こんな感じで、私はまだ全すべての手て練れん手て管くだをハリーに見せていないの。だから、このゲームはこれからが本当の本番。いっしょにじっくり愉しみましょう？」

「…………」

「あなたにおいしい思いをさせるつもりだって、ちゃんとあるんだから」

　口だけなら何とでも言える。

　と思いつつも、目の前のふくらみから目を離せないハルだった。




「やっぱり女の子は怖いなあ……」

「などと言いながら、鼻の下をしっかりのばしているな……」

　しみじみとつぶやくハルへ、実在化した火ひ之の迦か具ぐ土つちが皮肉っぽく言う。

　温泉旅館の一階ロビーだった。広い共用スペースで、その片隅の長椅子にふたりならんですわっていた。ちなみに宿のフロントもここにある。

　この旅館、基本コンセプトは『和』だが、古めかしい純和風建築ではない。

　建物は鉄筋コンクリート。部屋は和洋室と和室が半々。トイレも洋式ウォシュレット。随所が快適性アメニテイ重視の今風仕様なのだ。

　ここは洋風のホテルでいえば、エントランスホールであった。

「仕方ないじゃないか。僕だって男なんだし」

　ノートＰＣを眺めて資料チェックしながら、ハルは反論した。

「男なら助平根性の一〇個や二〇個、絶対に隠し持ってるものだろう？」

「だったら、もっとガツガツいけばいいものを。まあ、おまえがそう来たら、あの娘むすめは応こたえるフリをしながら、のらくらとちゃっかり逃げにかかるだろうがな」

「女王様のあんたもそう思うのか、やっぱり？」

「うむ。ちなみに妾わらわであれば、そんな娘は力ずくで押し倒し、多少強引にモノにしてから女王の威厳と慈愛をもって心服させ、女官のひとりに加えてしまったものだが──」

「あんた、大昔はどれだけセクハラしてたのさ!?」

　尚なお、いつも緋ひの和服をまとう火之迦具土だが、今は旅館の浴衣を着ている。生地の花柄と帯の色はあざやかな緋ひ色いろだった。

　かつては紅ぐ蓮れんの女王と呼ばれた元ドラゴンに、ハルは訊たずねた。

「ところで、相手はみんな女の子？」

「無論。むさ苦しい男を誰だれが手込めにするものか」

「相手の種族はみんな人間？」

「ふふふふ。さて？」

「そりゃないよ。情報収集にはなるべく協力する約束だろ？」

「おまえが一点の助平根性もなく、純粋な学究心から問うているのであれば、つまびらかに答えてやろう。しかし、ただ艶つや話ばなしを聞きたいだけなら応じる義理もない。どうだ？」

「…………」

「ふだんはいくらでも曲くせ者ものになれるくせに、こういう事柄についてだけ駆け引きできないのはどうかと思うぞ、小僧よ」

　ハルを小馬鹿にしてから、火之迦具土は不意に話題を変えた。

「ところで、おまえは探索の手がかりを探しているのだろう？　どうして、このようなところでやる？　もっと静かな場所にこもればいいものを」

「そこはほら。考えてみたんだよ」

　ノートＰＣの画面から目を離し、ハルは視し線せんを廊下の奥に向けた。

　あの先には男女の大浴場や、家族・カップルで借りる個室風呂があるのだ。

「せっかくみんなで温泉に来たけど、僕は残念ながら女湯に入れない。でも、もしかしたら女湯の方で重大な事故が起きるかもしれないだろ。火事とか、入浴客が持病の発作を起こすとか。僕はそういう万一の事態にそなえているんだ」

　ハルはきりっと顔をひきしめ、おごそかに語った。

「緊急時の救助作業のためなら男の僕が女湯に入っても許されるし、不自然でもないと思ってね。で、そのタイミングがたまたま十じゆう條じよう地じや白しら坂さか、ルナの入浴中なら──きっと得がたい想おもい出でになるんじゃないかと。今ちょうど、みんな女湯に入っているし」

「そう都合よく何かが起こるものか、バカめ」

「だからって行動しなかったらはじまらない。僕は一％の可能性に賭かけているんだ」

　たとえむっつりであっても、紳士のプライドを持つハルである。

　のぞきのような犯罪行為に手を出すつもりは毛頭ない。自らの欲求と社会倫理をどちらも両立させるためにひねり出したアイデアだった。しかし。

「なるほど、よくわかった」

　火ひ之の迦か具ぐ土つちは真顔になって、こんなことをつぶやいた。

「要するにおまえ、事が女がらみになるとバカになる類たぐいの男だったのだな」





　　　　５






「じゃあ、これは水み無な月づきたちと同じ生き物の体なんですか!?」

「正確には、リヴァイアサンの近似種と思われる生物──雪ゆき風かぜの姫の眷けん属ぞく・玄げん武ぶ王おうと同系統の生物の体組織だと思われます」

　目を丸くする羽は純ずみにアーシャは講釈した。露天風呂につかりながらである。

　お湯から突きだした右手に、例の黒い石を握っている。

「たしかに、先月の怪獣と色が結構似ているのよね」

　織おり姫ひめがうなずいた。やはり露天風呂につかっているのだ。

「ところでその石、お風呂に持ってきていいのかしら？　大切なものなんでしょう？　金庫とかに入れておいた方がいい気も……」

「いいんです。これも実験の一環ですから」

　心配そうな織姫に、アーシャは説明した。

「火之迦具土に仕えた巫み女こや女官はこの石を持って地上へ里帰りしたといいます。私も同じことをやってみようかと思いまして」

「同じこと？」

「はい。旧時代の巫み女こたちにあつかえた品なら、同じ呪じゆ的てき能力者である魔女の私にも使える可能性は高いはずです。しばらくこれを持ち歩いて、どういう性質のものか見きわめてみます。あと、ときどき魔力を注入したりもしていますね」

「それでアーシャ。何かわかったことはある？」

　湯船の縁にすわっていたルナ・フランソワが訊たずねてきた。

　この旅行に参加する女子は火ひ之の迦か具ぐ土つち以外、みんなここにいるのだ。

　海辺の温泉旅館。大浴場に付随する露天風呂は、立地を活いかして海のそばだった。風呂につかりながら相模さがみ灘なだを見わたすことができる。絶景の湯なのだ。

　海から帰ってきて、すぐの入浴。まだ午後の三時すぎである。

　宿のチェックインがはじまって間もない時間帯だ。そのおかげだろう。大浴場と露天風呂にはほかに客もなく、アーシャたちだけの貸し切り状態だった。

　また当然のことながら、四人とも裸である。

　ひときわ豪ごう奢しやな裸体を誇示するルナ・フランソワへ、アーシャは答えた。

「大したことは特に。まあ、とりあえずかなりの硬度ではあるようです」

「もしかして、何か試した？」

「ええ。この石で試しにコンクリートを殴ってみました。本当に竜の近似種の体組織なら、その程度で欠けたりはしませんから」

　実験は予想どおりの結果だった。粉々に砕け散ったのはコンクリートの方。

　黒い石はひび割れひとつなかった。それをアーシャが報告すると、ルナ・フランソワはあきれ顔で苦笑した。

「アーシャったら、あいかわらず乱暴ね。私かハリーがその場にいたら、たぶんやめさせたんじゃないかしら」

「そう思ったから、ひとりのときにやったんです」

　魔女仲間の意見をアーシャは涼しい顔で聞きながす。

　幼なじみが唱えた仮説を聞いたときから、彼女はそれが正解だと確信している。特級魔女の直感が、この石から超生物・玄げん武ぶ王おうに通じる気配を感じ取ったのだ。

　とはいえ、所しよ詮せんは勘。物証はない。

　そこで躊ちゆう躇ちよせずに勘を信じて行動するところが、アーシャの真しん骨こつ頂ちようであった。

　ドラゴン相手に戦う真の修羅場で、勘以外の何を信じるのか。信念というほどではないが、そういう想おもいがアーシャにはある。数多あまたの戦場でアナスタシア・ルバシヴィリを救ってきた直感力は、今回も威力を発揮してくれた。

　しかし、ルナ・フランソワはくすりと小悪魔っぽく微笑ほほえむ。

「さすがアーシャというべきかしら。女子としては雑もいいところだけど、あなたのそういうところ、頼もしくて私は好きよ？」

「ざ、雑？」

「ええ、粗雑。大おお雑ざつ把ぱでもいいけど」

「そこは『直感に導かれた大胆な行動』と表現すべきです！　だ、大体、こんなことで私が女として失格であるように語らないでくださいっ！」

　思わずアーシャは激高し、露天風呂のなかで仁王立ちした。

　ざぱあっと湯をかきわけて、妖精めいた肢体の膝ひざから上があらわになる。

　──まあ、ボリュームおよびカーブの曲がり具合という点で、ルナおよび織おり姫ひめに大きく後れを取っている事実は認めざるを得ない。遺憾ながら、一四歳の羽は純ずみにすら見劣りするであろう現状も認識している。

　しかし、それでもアーシャは確信する。

　なかなか……いや。かなりイケてるスタイルではないか、と。

　ただのフラットな幼児体型ではない。スリムで、華きや奢しやで、それでも胸はちゃんとふくらんでいる（無論ひかえめではあるが）。ＢＷＨのメリハリを生み出すべき部位は微妙な曲線を描き、あやうい少女の美を裸体という形で具現させているのだ。

　いや、これはこれで結構なエロスだろうとアーシャは自負している。

　ちなみに、今日の海水浴ですっかり日焼けしていた。白人であるアーシャの肌はもともと透きとおるように白い。日焼けしても黒くはならず、赤しやく銅どう色いろに変わる。

　火ぶくれの赤ではなく、磨いた金属のような色合いだ。

　水着の生地で隠されていた部分だけがあいかわらずの白さであった。

「まったく……。今日の私は『小麦色のマーメイド』で商標登録したってバッチリいける美少女っぷりだというのに。ルナの発言は名めい誉よ毀き損そんもいいところです」

「たしかにアーシャさん、きれいに日焼けされてますよね」

　つぶやきながら腰をおろしたアーシャへ、羽純が微笑ほほえみかけた。

「とっても素敵です。あこがれちゃいます」

「いえいえ。羽純さんったら、あいかわらずいい子ですねー」

　無む垢くな歳下少女の賞賛を受けて、アーシャは機嫌を直した。

　羽純の従姉妹いとこ・織姫もにっこりと快活に笑い、声をかけてくれる。

「でも、アーシャさんって日焼けすると雰囲気が全然変わるのね。そういう感じの子って最近はすくないから、すごく目立っていいと思うの」

「いやいや。織姫さんまで持ちあげないでください～」

　言葉だけ謙けん遜そんしながらも、薄めの胸をつい張ってしまうアーシャだった。

「まあ、でも。やっぱり私みたいな女の子が街中を歩いていることなんて、そうそうあるものじゃないでしょうね……。あまり注目を集めたくないのですが、仕方ありません」













「そうかもしれないわね。最近は美白が流行で、みんな焼けるのをいやがるし」

「そう美白……び・は・く？」

　織おり姫ひめの一言をアーシャは聞きとがめた。すると羽は純ずみが言う。

「うちの学校で運動部をがんばってる人たちも、外で部活する前は日焼け止めをたくさん塗ってるみたいです。わたしは日焼けしている女の人ってかっこいいと思いますけど……」

　運動が苦手らしい後輩魔女は、アーシャをまぶしそうに見つめる。

「だから、今のアーシャさんはとてもかっこいいです。ふふふっ」

「ど、どうも。……ビ・ハク──be hack……？」

「そういえばアーシャさん。ふつうにお風呂入っているけど大丈夫？　ほら、急に日焼けしたときって、お湯につかるとすごく痛くなるでしょう？」

「あ、いえ。今までの人生でそういう経験は一回もないもので……」

　よほど肌が頑がん健けんなのか、その類たぐいの苦労とはまったく縁がない。

　アーシャの申告を聞いて、羽純は目を丸くした。

「本当ですか!?　わたし、日焼けするとすぐ肌が赤くなって、熱まで出てくるときもあるから──すごくうらやましいです」

「真夏になると、羽純は長なが袖そでを着ることも多いものね」

　織姫の声を聞きながら、アーシャの記憶がプレイバックする。

　今日、ビーチに出る前。羽は純ずみとルナ・フランソワは強い日焼け止めを全身にしっかり塗りこんでいた。それだけでなく、途中で何度も塗り直していた。

　今にして思えば、あれは肌の白さを死守しようという努力だったのだ。

　その甲か斐いあってか、羽純とルナはかなり長時間ビーチにいたというのに、ふだんと変わらない色白の肌だった。

　尚なお、このふたりほど織おり姫ひめは神経質ではなかったらしい。

　程よく日焼けした肢体を透明度の高い湯のなかに沈めている。のびやかでプロボーション抜ばつ群ぐんの裸体はきれいな小麦色だった。

　いつもは『育ちのよい鷹おう揚ような姫君』めいた雰囲気の織姫。

　そんな彼女にスポーティーな健康美という要素がプラスされている。

　しかし、過度の日焼けを防ぐためか織姫も日焼け止めをしっかり塗っていたし、今は羽純とこんな会話をしている……。

「あの、姉さま。あとで姉さまのシャンプーとか、貸してくれる……？」

「いいけど、どうして？」

「姉さまはいつも、旅行には自分用のを家から持っていくでしょう？」

「ええ。ホテルとかの大きな浴場だと、たまに業務用のあまりよくないのを置いているときがあるから……。そういえば、ここのお風呂場のもちょっと微妙だったわね」

「び、微妙とまではいかないけど、あまり髪の毛がさらさらになってくれないの……」

「ふふっ。海で泳いだから髪が固くなってるものね。もちろんいいわよ」

「ありがとう、姉さま！」

　従姉妹いとこ同士の会話を聞いて、アーシャは慄りつ然ぜんとしていた。

　この数分間でまったく未知の文化にふれた気さえする。今のはもしや、風のうわさに聞いていた『美白・日焼け対策・ＵＶカット・髪のダメージケア』などにまつわる四よ方も山やま話ばなし、なのだろうか。

　約一五年間の生涯で、アーシャがいまだ足を踏み入れたことのない領域だ。

　今日の海水浴でも、日焼け止めは一滴も使用しなかった。

「あのねアーシャ。あなたのこと、さっき『雑』って言ったけど」

　いつのまにかルナ・フランソワがそばに来ていた。

「でも、正直ちょっとうらやましいのよ。ある意味、生まれっぱなしの状態なのに、アーシャったら容姿の面ではたしかに私と似たようなレベルなんだから」

「そ、そうですか……」

「実はポテンシャルという点では、アーシャがいちばんすごいのかも。まあ、その他のもろもろを足したら、私たちの方が依然として圧倒的にリード中だけど」

「…………」

　ちょっと悔しそうに告げてから、ルナ・フランソワが離れていく。

　負け惜しみにも聞こえる。だがアーシャの衝撃は深く、勝ち誇る気になれなかった。その間に環太平洋エリアの撃げき墜つい王おうは織おり姫ひめのそばに移動していた。

「ところで織姫さん。ちょっと宣戦布告してもいいかしら？」

「え、宣戦──って何？　どういうこと？」

　とまどう黒髪の魔女に、北米西海岸から来た少女は優雅に笑いかける。

「私、ハリーの心を射止めて、ルナ・フランソワ・グレゴリーの虜とりこにするつもりだから、正々堂々と勝負しましょう、っていう話」

「ええっ!?」

「る、ルナさんが先せん輩ぱいを──射止めるんですか!?」

「どどどどういうつもりですか、ルナ！」

　いきなりの宣言に織姫と羽は純ずみが愕がく然ぜんとし、アーシャは即座に怒鳴りつけた。

　しかし、問題発言の主ぬしは涼しい顔をしていた。

「言葉どおりの意味よ。私、ハリーとステディな関係になるつもりだから、現状で最大のライバルである織姫さんに断っておこうと考えたの」

「わ！　わたし、春はる賀がくんとはべつにそういう関係じゃ──！」

　驚いたのだろう。織姫がとっさに叫んだ。

　しかし、途中まで言ったところで口ごもってしまう。もごもごと口を動かそうとして、何か言葉を継ごうとするのだが、それだけだった。

　言うべきことを思いつかないというより、躊ちゆう躇ちよしているようにも見える。

　いつも快活な織姫らしくない反応を前にして、ルナ・フランソワはあやしく微笑ほほえむ。

「そういう関係じゃないの？　ふふふ。ごめんなさい、勘ちがいしていたみたい。ハリーとあなたがちょっといい雰囲気に見えたから」

「…………」

「なら、私は誰だれに遠慮する必要もなく、好きにやれるわけね♪」

「る、ルナさんは本気で春賀くんのことを、その、好きになってしまったの!?」

「ええ。それにいろいろむずかしい状況にある彼をサポートするという意味でも、私以上のパートナーはこの世にいないと思うし」

「そ、それは──それはもしかしたら本当かもしれないけど、でも……」

　なぜか織姫が動揺している。常に明朗快活な彼女らしくない歯切れの悪さをアーシャは奇妙に思ったが、それよりも先につっこむべきはルナ・フランソワだった。

「ちょ～っと待ってください！　また腹黒く悪だくみをしてますね、ルナ！」

「もう。人を邪悪な魔女みたいに言って……。名めい誉よ毀き損そんもいいところよ？」

「事実無根の反論はやめてください。正真正銘、邪悪な魔女のくせに」

　敵の反撃を切り捨てて、アーシャは続けた。

「すっとぼけても無駄です。どうせルナのことですから、晴はる臣おみを色仕掛けでたぶらかして、竜りゆう弑ごろしのルーンをいいように利用するつもりなんでしょう!?」

「まあ、人聞きの悪い」

　特級魔女ふたりのやりとり。それに羽は純ずみは呆ぼう然ぜんと聞き入っている。

　一方、織おり姫ひめはアーシャの決めつけを聞いた途端になぜかホッとした表情になったのだが、それはさておき──。

　アーシャは不意に口をつぐんだ。ルナ・フランソワも同じだった。

　ふたりで目配せを交わし、『感じましたか？』『ええ、もちろん』という内容をアイコンタクトで伝え合う。直後だった。

　海の方──海中から、正体不明の何かが這い出てきた！

　そう。ここは海のすぐそばにある露天風呂だった。アーシャとルナ・フランソワは強い魔力の接近を感じて、警戒したのだ。

「きゃあああああああっ！」

　羽純が悲鳴をあげた。這はい出でてきたものの不気味さゆえだろう。

　みんな裸で、身を守る武器は小口径の拳けん銃じゆうも、ナイフ一本さえも所持していない。舌打ちしながらアーシャは魔力を全身にみなぎらせた。

　必要なら巨大なる相棒・ルサールカを呼ぶ。その覚悟であった。




「きゃあああああああっ！」

　羽純の悲鳴を聞いた瞬間、ハルは駆け出した。

　ノートＰＣを放ほうり出し、旅館のロビーから大浴場の方へと全力疾しつ走そうする。かよわい後輩の悲鳴はたしかに向こうから聞こえたのだ。

　尚なお、火ひ之の迦か具ぐ土つちは腰を上げようともしなかった。

「まさか本当に何か起きるとはな。バカの一念が岩をも砕いたか……」

　こんなことを感慨深げにつぶやいていた。

　かまっている暇はない。ハルは一瞬たりとも振り返らず、疾走した。

　事件は今まさに現場で──禁断の花園で起きているところなのだ。こんなところで立ち止まれる余裕などない！

　ハルは全速力で廊下を駆け抜け、『女風呂』と書かれたのれんをくぐった。

　まず脱衣所へ突入。無人だった。シャングリラの扉というべきガラス戸をがらっと勢いよく開け、ついに大浴場へと足を踏み入れる。が、誰だれもいない。

　幼女も童どう女じよも少女も女性も老女もいない。しかし、外から声が聞こえた。

「こ、これって一体、何なんでしょう!?　きゃあああっ！」

「落ち着いて、羽は純ずみ！　今、助けに──んんんっ！」

「アーシャ！　私のグリンダとあなたのルサールカで引きはがしましょう！」

「了解……ですっ。ふ、古き清浄の御み印しるしよ！」

　よく知る少女たちが外で叫んでいる。露天風呂か！

　ハルは屋内浴場から出て、野外にある露天風呂へ移動した。まだ一五時なので、依然として空は青い。潮しお騒さいの音もよく聞こえる。

　この露天風呂は相模さがみ灘なだを眺めながら入浴できる絶景の湯なのだ。

　そして、ハルは予想外の光景を見た。

　露天風呂のなかを白い大蛇が数十匹も這はいずり回っていた──否いな。

　大蛇ではない。たしかに蛇へび・長虫に酷こく似じした形状で、うねうねとうごめき、あちこち這いまわっている。しかし、こいつらは蛇ではない。

　触手だった。

　数十本もの触手がうごめき、這いまわっているのだ。

　色は白だが、なかば透きとおっている。この不気味な連中に巻きつかれ、囚とらわれの身となっているのは羽純、織おり姫ひめ、アーシャ、ルナ・フランソワの四人！

　当然のことながら、みんな一糸まとわぬ裸だった。

　羽純は今でも魅惑的だが、数年後もまた楽しみな体つきであった。

　織姫の肢体はきらめく太陽の恩おん恵けいで健康的な小麦色に変わっていた。前に直視したときとはまたちがう、溌はつ剌らつとした輝きに満ちていた。

　アーシャは──あえてスルー。

　母親か妹の裸を目撃したときなど、こんなふうに気まずく思うのかもしれない。

　そしてルナ・フランソワ。

　胸のふくらみは爆発的であり、ウェストのくびれは芸術的、腰から下へ向かって描かれるカーブは暴力的にハルの心をわしづかみにする。ここ数日、彼女のアプローチで悶もん々もんとしていたせいもあり、強烈すぎるインプレッションだった。

　そして、四人の魔女たちは拘こう束そくされている。

　ひとりにつき六、七本の触手がまとわりついていた。なかば透きとおった白い触手が彼女たちの首に、肩に、肘ひじや手首に、胸元に、胸のふくらみの下に、ウェストに、太ももに、膝ひざや足首に巻きついているのである。

　それらの触手によって、バストの先端に散る桃色をはじめ『きわどい部分』が見えそうで見えなかったり、隠れきっていなかったりという諸現象が起きていた。このピンチのなか、四人はどうにか抵抗しようと奮闘中だった。

　羽純は困惑しながらも、首に巻きついた触手を必死に振り払おうとしていた。

　そんな従姉妹いとこを救おうと織姫は手をのばし、近づこうとしていたが、触手にひきもどされてしまい、一歩も動けないでいる。

　幾筋もの触手によって、アーシャとルナ・フランソワも自由を奪われていた。

　それでも特級魔女ふたりは召喚の歌を唱えたらしい。『蛇へび』実在化をうながす五ご芒ぼう星せいの魔方陣がふたつ、露天風呂の上空に顕あらわれている。

　いつもなら、この五芒星が即座にリヴァイアサンへと化身する。

　しかし、今回はちがった。どちらの五芒星も壊れた電球のように明滅を繰りかえすだけだった。巻きついた触手群が魔女の力を抑えているのだ！

　ハルはすぐさま魔銃を右手に呼んだ。

　射撃モードを三点バーストに。引き金を立てつづけに四回ひく。

　ガガガガガガガガガガガガガッ！

　盛大な掃そう射しや音おんと一二発の赤い光弾が乱舞した。魔銃の放った光には自動追つい尾びの魔力が宿っており、露天風呂でうごめく数十本の触手を次々と撃ち抜いていく。

　しかも、一回命中したら終わりではない。

　一本の触手を撃ち抜いたら、すぐにＵターンして舞いもどり、またべつの触手を狙ねらい撃ちするのだ。これが十数秒間、繰りかえされた。露天風呂の触手は全すべて魔銃の餌え食じきとなり、ボロボロにちぎれ、無数の肉片となって地面にばらまかれた。

　尚なお、この弾雨にさらされても、四人の魔女たちは傷ひとつない。

　赤い光弾は触手のみを選別して精密に撃破したのである。通常の銃火器であれば決してできない、魔導の銃ならではの絶技だった。

　ハルは『ふぅぅ』と息を吐き出してから、《見けん敵てき》の魔術を使う。

　何の反応もない。どうやら触手どもは全滅したらしい。

「先せん輩ぱい！　ありがとうございます！」

「春はる賀がくん、助かったわ！」

　安あん堵どしたのだろう。羽は純ずみと織おり姫ひめがいきなり駆けよってきた。

　みんなの無事をよろこんで、ハルは目を細めた。それから、二度と見られないかもしれない魔女たちの姿を網膜に焼きつけようと、めいっぱい目を凝こらして──

　ハルは目撃した。

　何かを投げつけようとしているアーシャの姿を。大きく振りかぶっている。

「なあに鼻の下を思いっ切りのばしているんですか、晴はる臣おみィィィィィ！」

　さすがは幼なじみ。できるだけ凜り々りしい表情を作っていたつもりのハルだが、アーシャはとっくに下心を見抜いていたらしい。

　彼女がオーバースローで投げつけたのは、例の黒い石だった。

　実験のため、ずっと携帯してもらっていた『竜宮城への道しるべ』である。

　びゅんと飛んできた石はハルの額に直撃した。もっとも、春賀晴臣の肉体は《弓の秘ひ文も字じ》を得たことで強化されている。バリアーである不ふ朽きゆうの加護を展開しなくともやたらと頑丈なので、石ころ程度では擦すり傷ひとつできない。

　だが、この一撃でバランスを崩し、しかも露天風呂の床はよく濡ぬれていた。

　おかげでつるっと足がすべり、ハルは後方にひっくり返った。

「先せん輩ぱい!?」「春はる賀がくん!?」

　羽は純ずみと織おり姫ひめの心配そうな声が聞こえる。

　だが、視界に映るのは彼女たちではなく青い空だった──いや。

　このときハルは露天風呂の濡れた床の上に仰あお向むけに倒れたわけだが、いきなり後頭部が持ちあげられた。やわらかな感触が枕になってくれる。

　そして、青い空だけが映っていた視界に白いふくらみが割り込んできた。

　それは形・サイズ・張りの全すべてがみごとな推定Ｆカップのバストふたつで、先端の部分は美しいピンク色であった。ハルはこの光景を真下から見あげるアングルで、しかも、至近距離から直視していた。

「だ、大丈夫!?　頭が床にぶつかったとき、すごい音がしたわよ!?」

「この程度なら、全然なんともないよ……」

　織姫の呼びかけに答えながら、ハルは理解した。

　つまり、自分は駆けよってきた織姫に膝ひざ枕まくらされたのだ。そういえば、後頭部を支えてくれる感触はやわらかなだけではなく、しなやかな弾力も秘めている。

　親切で、世話焼きで、しかもうっかり屋の十じゆう條じよう地じ織姫。

　彼女は胸を隠すのも忘れてハルの身を案じ、膝枕までしてくれたのだろう。

「し、しっかりしてください、先輩っ！」

　そのうえ、羽純まで間近に来てくれた。

　天使のごとく心清らかな後輩はなんと膝を床につき、心配そうにハルの顔をのぞき込んでくれている。とはいえ、さすがに右手一本で裸の胸を隠していた。

　だが、それでも──。

　一四歳の胸の谷間が、すぐ目の前で鮮烈に自己主張している。

　まずい。この年齢ならば十分すぎるふくらみを直視して、ハルは自らを戒いましめた。

　こんな形で彼女たちのあられもない姿を鑑賞し続けることは、紳士としてあるまじき振る舞いだろう、やはり。

　ハルはきつく両目を閉ざした。

　気絶したフリをして、視覚からの情報を遮断しようと考えたのである。

「春賀くん、しっかり！」「先輩！」

　お椀わんのようなＦカップも胸の谷間も視界から消える。

　そして、暗転した世界のなかで『やっぱり、ちょっとだけ薄目になりたいなあ』という誘惑と戦いながら、ハルは思い出した。

　さっき倒れる寸前、最後に見たものを──。

　それは抜ばつ群ぐんすぎるスタイルをあわてて拾いあげたタオルで隠し、ハルをきっとにらみつけていたルナ・フランソワだった。裸を見られたことが衝撃だったのだろう。

　いつも優美で狡こう猾かつなルナ。

　しかし、あのときの彼女は怒りに打ち震えていた。













【第四章　怪物たちと離島の夜】
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　露天風呂の短い戦闘のあと、もちろん旅館では一ひと悶もん着ちやくあった。

　当然だろう。悲鳴と銃声が鳴りひびき、露天風呂にはあやしい触手群の名残である白い肉片が数え切れないほど飛び散ったのだから。

　困惑する旅館のスタッフをよそに、ハルたちは《S.A.U.R.U.サウル》東海支部と東京新都の要人と連絡を取った。伊い豆ず・下しも田だ界かい隈わいの警察と役所関係に手をまわし、迅じん速そくかつ秘密裏に事態を収拾してもらうためである。

　結果、無用のトラブルに巻きこまれることもなく翌日を迎えて。

　ハルたちは相模さがみ灘なだの海原に船出していた。

　もちろん『竜宮城探索』の一環だった。いちばん近くにある自衛隊施設・石い廊ろう崎ざきの海自基地から多用途支援艦を出してもらった。全長七〇メートルほどの小型艦で、輸送や補給、災害支援などに用いられる。

　今回は、魔女と『蛇へび』たちを支援するための出航だった。

　とはいえ、目的地のある航海ではない。乗員四〇名の船内に〝魔女たちの控え室〟として用意してもらった船室で、ハルたちは会議中である。

「女神・火ひ之の迦か具ぐ土つちを崇あがめる神社では何年かに一度、竜宮参りの神事をやったらしい」

　愛用のノートＰＣを見ながら、ハルは語った。

　アーシャ、織おり姫ひめ、羽は純ずみ、ルナ・フランソワ。魔女たちも全員いる。

「容姿のすぐれた巫み女こが道しるべを持って海に船出するっていう。『この石と共に海に出れば、迎えの者が現れて巫女を竜宮へと導くであろう……』。火之迦具土のやつはそう神託したらしいよ」

　ノートＰＣは例の神社に関する資料を表示していた。これ以外にも神主と何時間も電話で話しこみ、いろいろと情報を聞き出してある。

「記録によると、この神事は慶長七年──戦国時代の終わり頃から享きよう保ほうの改革あたりまで、一〇〇年間くらい行われていたそうだ」

　ハルの報告を聞いて、ひかえめな割に好奇心旺おう盛せいな羽純が不思議そうに訊たずねた。

「どうして中止になったんでしょう？」

「たぶん、神事を仕切った巫女さんたちの魔力が低かったりして、道しるべを上う手まく使いこなせなかったんじゃないかな。実際、アーシャが持った途端に迎えの触手がうねうねやってきたわけだし」

「でも、わたしたちは昨日、陸にいたのよ？　船に乗っていなかったわ」

　織おり姫ひめが不思議そうに口をはさんだ。

「どうして海辺まで来ちゃったのかしら？」

「たぶん、それだけアーシャの魔力がケタちがいに強かったんだろうな。現代の特級認定クラスの実力者は古代や中世でも稀き少しようだったはずだし」

「その道しるべの石についてですが……」

　思案顔でアーシャがつぶやいた。

「私、昨日から何度も魔力を注ぎこんでいたのですけど、そのせいか、すこし活性化をはじめています。ほら、このとおり」

　船室のテーブルに置かれた、黒い石片。それをアーシャが指さす。

　石の表面はほんのすこしだけ緑がかった黒色である。この黒が数秒間だけ、黄金の輝きをほんのりと放った。さらにそのまま二分ほど放置すると、石片がふたたび黄金の輝きを二秒ほど宿す。二分後、また二秒間だけ輝く。

　黄金の明滅はこの後も延々と繰りかえされた。

　その模様を見とどけて、ルナ・フランソワが興味深げに言う。

「まるで、すごくゆっくりと脈打つ心臓みたいね……」

　昨日、露天風呂でハルはたしかに見た。いつも優雅な米国人少女がはじめて怒りに打ち震える光景を──。しかし、その後。ルナ・フランソワは『優美・聡そう明めい・腹に一いち物もつありな美少女』の外面をすぐさま取りもどしてしまった。

　結局、怒れるルナを目撃したのは、あのときの一瞬だけとなった。

　金髪美少女の澄まし顔を横目に、ハルは言った。

「僕たちはひきつづき検証を続けるため、故事にならって船出したわけだ。このあたりの海を適当にまわってもらいながら、今日のところは成り行きを見守ってみよう」

「でもハリー」

　ルナ・フランソワが道しるべの石を取りあげた。

「意外と早くアプローチがありそうな気もしない？　昨日の時点で、さっそく〝お迎え〟が来てくれたわけだし」

　今は正午のすこし前。船出から二時間すこし経過している。

　昨日はみごとな快晴だったが、今日はぶあつい雲が空をおおっている。

　この曇どん天てんのもと、ルナのつぶやきが正しかったと判明するのは──わずか七分後のことだった。




　本艦へ急速に接近する大型生物あり。

　船室でブリッジからの報告を聞く直前、すでにルナ・フランソワがつぶやいていた。

「グリンダがすこし殺気立っているようね……。一定以上の戦闘力を持つ、非友好的な何かがこちらへ近づきつつあるみたいよ」

　ルナのパートナーである〝南の善よき魔女〟グリンダ。

　念のため、『見張りの水兵役』として甲板上に実在化させていたのだ。

「ルナ。私が攻撃アタツクを担当しますから、防御デイフエンスをお願いします。織おり姫ひめさんと羽は純ずみさんは状況の変化にそなえて待機で！」

　艦の甲板に早足で移動しながら、アーシャが指示を出す。

　戦闘経験で劣る織姫・羽純が素直にうなずくのはもちろん、同格であるルナ・フランソワも異論をはさまない。同じ特級魔女として幾度か共闘しているはずのふたり、もしかしたら最前線ではアーシャが指揮権イニシアチブを取る決まりなのかもしれない。

　そして甲板──。

　灰色の曇どん天てんの下へ、魔女四人とハルたちはやってきた。

　今日は風が強く、艦は荒波を割さいて航行中である。対水上レーダーとグリンダが捉えたという敵影はまだ見えない。

　甲板の一角に、体長三メートルほどの魔獣がいた。

　オレンジがかった毛皮の雄ライオン。ただし、右肩からはドラゴンの頭部、左肩からは黒山や羊ぎの頭部が生えている。グリンダだった。

　リヴァイアサンの体長は本来、十数メートル前後である。

　しかし、実在化させておくだけでも魔女の肉体に負担がかかる。それが限界に達したとき、魔女は低血糖に酷こく似じした症状に襲われる。だが、ルナはグリンダを最小サイズまで縮めることで、実体の維持にともなう負担も最小限としていた。

　撃げき墜つい王おうらしい大技だけでなく、細やかな技も小粋に使いこなす。

　さすがと言うべき手際を見せつつ、ルナ・フランソワは軽やかに言った。

「グリンダ、私たちをこの船ごと守って。Gravity Wall！」

　ルォォォォォォォォオオオオッ！

　パートナーの指示に応こたえて、グリンダの頭部三つが一斉に吠ほえる。

　直後、《重力》の疑ぎ似じ神格が発動。全長七〇メートルの支援艦をすっぽりとおおう透明な力場が発生した。内部へ押し入ろうとするものを跳ね返す、超重力の障しよう壁へきだった。

　そして、この数十秒後。

　海中より一〇〇本近い触手がうねうねと這はい出でてきた。

　露天風呂に現れたのと同じ、なかば透きとおった白い触手群である。

　しかし、今回はグリンダが展開した重力障壁に阻はばまれて、支援艦の一〇メートル以内に侵入することはできない。すかさずアーシャが高らかに呼ぶ。

「古き清浄の御み印しるしに願い奉る！　かりそめの蒼あおき竜を地上に遣つかわし給たまえ！」

　支援艦の上方、海上の空に光の五ご芒ぼう星せいが忽こつ然ぜんと顕あらわれる。

　この星は今度こそ『∞』の形となり、さらにすぐさま蒼きワイバーンと化した。

「ルサールカ、近接戦闘」

　甲板の上で腕組みしながら、アーシャは淡々と指示する。

　すると、上空のルサールカは翼を広げて、さっと海面めがけて降下。魚群を狙ねらう海鳥の狩りのように、強きよう靱じんな後うしろ肢あしを水中に突っ込み──急上昇する。

　高度を上げるルサールカ。

　後ろ肢の鋭い三本爪づめで体長七メートルほどのイカをひっかけていた。

　ただし、触腕の数は一〇本どころではなく一〇〇本近い。そして今、重力障しよう壁へきに阻はばまれて支援艦に近づけないでいる大量の触手こそが、この大イカの触腕だった。

　不気味なほど長く、おびただしい数の触腕──。なんともグロテスクな怪物だった。

「ダイオウイカの親戚ってところか……」

　ハルの目の前で、ルサールカが上昇していく。

　それに合わせて大イカの体とすさまじい数の触腕も空へと昇っていく。

「ルサールカ、閃光の息レーザーブレス！」

　アーシャの指令を聞き、蒼きワイバーンは大イカの体を放棄した。

　空中に放ほうり出された触腕の怪物は、そのまま海面へと自由落下していく。あくまで海かい棲せい生物であり、飛行能力を持たないのだろう。

　この標的めがけて、ルサールカは口から蒼あお白じろい熱線を吐き出した。

　命中。大イカの頭部と胴体は一瞬にして消し飛び、一〇〇本近い触腕群だけがむなしく海面へと落下。次々と水しぶきをあげていく。

　しかし、勝利の瞬間にルナ・フランソワがささやいた。

「お客様はお帰りじゃないみたい。グリンダ、あなたの本気を見せてあげなさい！」

　最小サイズである三メートルほどの体長だったグリンダ。

　オレンジ色の三頭獅し子しはいきなり膨張をはじめた。本来の体たい躯く、体長十数メートルの魔獣へと即座にもどったのだ。

　グリンダの全身から魔力がほとばしり、重力障壁を強化する。

　その直後だった。海中から新たな怪物が姿を現した。しかも前より巨大だった。

「あ、あれってやっぱり蛸たこ……なの、姉さま!?」

「というより、蛸とドラゴンの間に生まれた子供じゃないかしら……」

　待機中の羽は純ずみと織おり姫ひめがささやき合うのもむべなるかな。

　海中より姿を見せた怪物の頭部は、蛸の頭に酷こく似じしていたのである。

　しかし、それ以外の体型と体格はドラゴン上位種に近い。

　体長十数メートル。全身をおおう深緑色の鱗うろこ。背中にはコウモリのごとき翼。両腕に当たる前肢は強きよう靱じんかつ器用そうだ。蛸たこめいた頭部の口元からは数十本の触腕が生える。

　それらの一本一本が生きた蛇へびのようにうねうねと動いているのである！

　ｃｔｈｈｈｈｈｈｈｈｌｌｌｓｈ！

　蛸たこ頭あたまのドラゴン亜あ種しゆが吠ほえた。すると、口元の触腕数十本が一斉に、獲物を襲う肉食の蛇よろしく襲いかかる。重力障しよう壁へきに守られた支援艦めがけて。

　グリンダが展開した障壁は、触腕の強襲をまたも防いでみせたのだが。

「このパワーと魔力、上位種に匹敵しそうな感じね」

　ルナ・フランソワが眉まゆをひそめる。

　しかし、つぶやきとほぼ同時に反撃が敢かん行こうされた。アーシャだった。

　もうひとりの撃げき墜つい王おうは甲板の先──舳へ先さきの方へ走りながら叫ぶ。より近い距離から相棒に言葉と魔力を送るためだろう。

「ルサールカ。疑ぎ似じ神格を使用して、敵を拘こう束そく。氷の牢獄アイスプリズン！」

　蒼あおきパートナーを偽りの水神に変えるための指示。

　これに応こたえて、ルサールカは大きく翼を広げて滑空する。その翼から白く小さな光の玉が数え切れないほど放出された。

　大量の光の玉は雪のように、鱗りん粉ぷんのように落ちていく。

　これを存分に浴びるのは、蛸頭のドラゴン亜種──。

　この怪物は腰から上だけを海上に突き出しており、下半身は海のなかであった。

　そして、標的のまわりで海がいきなり氷結した。南極の氷床さながらに凍りつき、蛸頭のドラゴン亜種を身動き取れなくしたのである。

　海から来た怪物はふたたび吠えた。

　ｃｔｈｈｈｈｈｈｈｈｌｌｌｓｈ！

　今度は──蛸頭の頭上にルルク・ソウンの秘ひ文も字じが六つ顕あらわれる。意味を読み取って、ハルは愕がく然ぜんとした。この配列は《魔術消去デイスペルマジツク》！

　氷結したばかりの海面は、すぐに只ただの海水へもどってしまう。

「あのタコ頭、ルルク・ソウンの秘文字まで使えるのか……！」

　ハルは舌打ちしたが、それだけではなかった。

　やにわに海が割れ、蛸頭オクトパスヘツドの亜竜種がもう一体現れたのである。

　二体目は背中の翼を広げて、空へ舞いあがる。しかも、口元の触腕数十本をのばして、己おのれよりも上空にいるルサールカを攻撃！

　蒼きワイバーンは俊敏に斜め上方へ飛び、みごと回避した。

　先月、ついに全快した欧州最強の『蛇』はすばらしい反応速度だった。一方、ハルたちがいる支援艦の甲板上では、環太平洋エリア最強の『蛇』が低くうなっている。

　グリンダの三頭──獅し子し・黒山や羊ぎ・竜の口。

　これらが全すべて、牽けん制せいのうなり声を発しているのである。

　そうやってにらみつける相手は、艦のそばにいる一体目の蛸頭のドラゴン。

「向こうがルルク・ソウンの魔術を使ってきても、私とグリンダなら守り切れる……。ハリーと織おり姫ひめさんが攻撃担当。速すみやかに撃破して！」

「わかったわ！」

　ルナ・フランソワが鋭い声で要よう請せいすれば、織姫も力強く答える。

　温厚な羽は純ずみと水み無な月づきよりも、たしかに織姫と悪あく路ろ王おうの方が攻撃者にふさわしい。妥当な人選にうなずきながら、ハルはこわばった面持ちの後輩に叫んだ。

「もっと後方で待機しててくれ。いつでも船のなかにもどれるくらいのところで！」

「は、はいっ。わかりました！」

　素直な羽純はあわてて走っていく。やはり戦闘が苦手だという自覚、下手に最前線にいると足手まといになるという自覚があるのだろう。

　しかし、このすぐあとに予想外の出来事が起きた。

　闘争心をあらわにしていたグリンダが唐とう突とつにうなるのをやめたのである。

「どうしたの、グリンダ？」

「え、うそ!?　春はる賀がくん、あれって……」

「まさか──竜りゆう弑ごろしのルーンか!?」

　ハルたちは見た。艦の間近にいるドラゴン亜あ種しゆ。その蛸頭の額というべき部位に象形文字が浮かびあがっていた。漢字の『巳み』に似た形である。

　おそらく弓、剣、矢に次ぐ四番目の竜弑し──。

　直感したハルのすぐそばには、織姫とルナ・フランソワがいる。

　そして、蛸頭のドラゴン亜種はまたしても数十本の触腕を支援艦の甲板へと突っ込ませ、攻撃を仕掛けてきた。しかし、今回は触腕の先端ひとつひとつに『巳』に似たルーン文字が浮かびあがっている！

　竜弑しと化した数十本の触腕は、今度こそ重力障しよう壁へきを破り、押しよせてくる。

　ハルはとっさに不ふ朽きゆうの加護を展開した。真珠色の光が周囲に広がり、使用者だけでなくルナと織姫も守護してくれる。

　触腕の威力を受け止めたせいで、ちくっとした痛みがハルの心臓を襲う。

　が、全員が無傷でしのげた。しかし次の瞬間、不朽の加護に五本の触腕が巻きつき、すさまじい力で真珠色の光ごとハルたちを引きよせにかかる！

　蛸頭の口元へ。この異様な怪物が待つ海の上へと。
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「敵も僕らと同じ、竜りゆう弑ごろしの持ち主ぬしってことは──」

「私のグリンダじゃ、まともに対抗できないということね……」

「!?　あの怪物の顔にどんどん近づいていくわよ！」

　不ふ朽きゆうの加護で守られたハル、ルナ・フランソワ、織おり姫ひめ。しかし、竜弑しのルーンを宿した触腕は真珠色のバリアーそのものに巻きつき、三人をゆっくりじわじわと蛸頭の口元へ引きよせつつある。

　そのなかで不愉快そうに自らの無力を口にしたのは、もちろんルナだった。

　金髪の撃げき墜つい王おうはふてくされた表情でパチッと指を鳴らす。すると、グリンダがいきなり姿を消した。艦の甲板で所しよ在ざいなさげに身をすくませていたのだが、パートナーの指令で実在化を解除したのだ。

　あきらめが早いように見えて、賢明でもある判断だった。

　乱戦気味の戦況、そのまっただなかに竜弑しを持たないままとどまれば、いつ致命傷を負うかもわからない。それを避けたかったのだろう。

「悪あく路ろ王おう、わたしといっしょに戦って！」

　ハルの隣ですかさず召喚の言葉を叫んだのは、織姫である。

　彼女は敵の頭上──奇怪な蛸頭の上空をまっすぐに見据えていた。ちょうどその空間に光の五ご芒ぼう星せいが出現、これが『∞』に変わり、最後に九尾の狐こ狼ろうとなる。

　リヴァイアサン・悪路王の実在化だった。

　悪路王は空中で静止し、敵の斜め上から焔の息ブレスを吐きかけた！

　ｃｔｈｈｈｈｈｈｈｈｌｌｌｓｈ！

　蛸頭の口元が苦く悶もんの咆ほう哮こうをあげ、ハルたちをひきよせる触腕の動きも止まる。

「春はる賀がくん、いつでもいけるわよ！」

「うん。向こうもそのはずだし、早いところ切り抜けよう」

　織姫に言われて、ハルは〝向こう〟を眺めた。

　ルサールカが高速で飛んでいく。風に乗る燕つばめのように巧みな飛ひ翔しようだった。

　これを追って、二体目のドラゴン亜あ種しゆも飛ぶ。蛸頭の口元から生える触腕数十本もうねうね蠢うごめき、蒼あおきワイバーンを追いかけようとする。それほど速くない。しかし、危険なルルク・ソウンの秘ひ文も字じ使い。楽観はできなかった。

　ハルは右みぎ掌てのひらに浮かびあがる紋章に念じた。

　矢をつがえた弓にも似た象形文字、《弓の秘文字》である。

「十じゆう條じよう地じとアーシャに秘文字の力を──！」

　織姫の右手、その甲に《弓の秘文字》が忽こつ然ぜんと顕あらわれた。アーシャの右手でも同じことが起きているはずだ。

「悪あく路ろ王おう、火の魔法で一気に仕掛けて！」

　ふたたび織おり姫ひめの攻撃指令。今度は悪路王の九尾それぞれの先端に《弓の秘ひ文も字じ》が浮かびあがり、そこから九つの焔ほのおが放たれた。

　灼しやく熱ねつの猛襲を受けて、一体目のドラゴン亜あ種しゆが火だるまになる。

　蛸たこの頭部も、数十本の触腕も、竜族上位種に似た体の方も炎上していた。

　一方、ルサールカ。その額には一角獣のごとき長い角がある。

　ちょうど逃げるワイバーンを二体目の蛸頭が追いかける形の空中戦となっていたが、このときルサールカの両翼に《弓の秘文字》が顕あらわれた。

　直後、蒼あおき飛竜は鋭い空中旋回ターンで敵の背後にまわり込んでみせた。

　そして、角から蒼あお白じろい光線を放つ。もちろん竜りゆう弑ごろしの光である。これに胸を貫かれて、空に打って出た蛸頭の方もあえなく墜落していった。

　が、ハルは緊張を解かず、悪路王が生み出した焔の渦をにらむ。

　紅ぐ蓮れんの焔が海面で燃えさかるという不思議な情景。この火か焔えんの奥で、『巳み』に似た竜弑しのルーンが燦さん然ぜんと輝いていることに気づいていた。

　何より、ハルたちを守る不ふ朽きゆうの加護──真珠色のバリアー。

　これにからみついた五本の触腕は、盛大に炎上しながらも不朽の加護を拘こう束そくしたままで、まちがいなく健在なのである。

　この瞬間、ハルは『巳』と似たルーン文字の意味を悟った。

「……鎖か！」

　まちがいない。これは《鎖の秘文字》だった。

　しかも、不朽の加護にまきついていた触腕が形を変える。鋼鉄造りの鎖へと。正体を見抜いたハルの眼力に応こたえるかのように。

　直後、『じゃららららららららら！』と鎖をひく音が響きわたった。

　クォォォォオオオオオッ!?　動転したのか、悪路王が驚きよう愕がくの吠ほえ声ごえを発する。鎖はいつのまにか九尾の狐こ狼ろうにも巻きついていたのだ。

　さらに景色が一変した。相模さがみ灘なだの海原から暗くら闇やみのなかへと。

　加護を拘束していた鎖も消えて、ハルたちの周囲にはただ闇だけが広がるのみとなった。

「こ、これってどういうことなのかしら……!?」

「敵の魔術よ。私たちを虜とりこにするつもりなのでしょうね。気をつけてハリー！」

　一筋の光すらない闇のなかで織姫が困惑し、ルナが警告する。

　ハルはハルでべつのことに気づいていた。これは只ただの魔術ではない。必ひつ滅めつ之の法ほう──竜弑しのルーンがもたらしてくれる必殺技のような切り札だった。

　ならば、対応が遅れれば命取りになりかねない。

　とっさにハルは魔銃を呼び、フルオートの射撃モードを選択した。闇やみにひそむ《鎖の秘ひ文も字じ》本体を狙ねらい撃つため、《見けん敵てき》と《照準》の魔術も使用する。

　右腕が勝手に動き、ハルの前方に銃口を固定させた。

　引き金をひく。こちらも必ひつ滅めつ之の法ほうであるフルオート射撃で、敵の呪じゆ縛ばくを薙なぎ払はらうつもりだった。魔銃の弾丸三〇発が全すべて、赤い閃せん光こうとして放たれる。

　──手て応ごたえあり。

　周囲の闇が急速にうすれ、ふたたび海の上にもどってきた。

「わあああっ！」

　ぼしゃんと海水に落ちたので、ハルは思わず叫んだ。

　見れば、すぐ近くでルナ・フランソワと織おり姫ひめもいっしょに海へ落ちていた。ハルもそうだが沈まないため必死に手足を動かし、立ち泳ぎしている。

　服を着たままなので、海水浴のときほどスマートに泳げない。

「私たちを拘こう束そくしていた鎖も消えたから、海に落ちるのもたしかに当然よね……」

「じ、自衛隊の船もルサールカも見えないけど、ここは一体どこなの!?」

　ルナ・フランソワがぼやけば、織姫も愕がく然ぜんとしている。

　ハルは立ち泳ぎしながら、夕暮れ空を見あげた。敵襲を受けたのは正午頃だったはずなのに、すでに陽が沈みはじめているのだ。

「いろいろ難儀なことになったなあ……」

　不幸中の幸いは、九尾の狐こ狼ろうも悠々と水に浮いていることか。

　悪あく路ろ王おうである。いっしょに捕縛され、ここまで拉ら致ちされてきたのだ。

　リヴァイアサンは陸と空のみならず、水場での活動も苦にしない。体長十数メートルの霊獣はクジラさながらの優雅さで水浴びを楽しんでいる。悪路王の白い毛皮につかまるべく、ハルとふたりの魔女は泳ぎはじめた。




「今日のところは、この島で夜明かしだな」

　コンクリートの舗装路を歩きながら、ハルはつぶやいた。

　ずぶ濡ぬれになった服は、夏の暑さのおかげで生乾き程度には乾いている。

　もう陽が沈む直前だった。西日でオレンジ色に染まる空に、だいぶ夜闇の黒がまざってきている。今、離島の夜がはじまろうとしているのだ。

　織姫、ルナ・フランソワと共に海へ落ちてから、約一時間が過ぎていた。

　あのあと、ハルたちは濡れた狐狼の背中によじ登った。そして、数百メートル先の海上に島影を見み出いだしたのである。

　やはり、夜を迎える前に陸地へ上がっておきたい。

　悪路王にはすぐにそちらへ飛んでもらい、上陸を果たした。

　着陸の際に空からパッと見た限りでは、それなりの面積がある島のようだった。

　すくないが人家の屋根もたしかにあった。総人口が千人単位の島ではないかと考えながら、織おり姫ひめに頼んで港へ降りてもらったのだが……。

　港近辺をしばらく歩いてみて、ハルはある予想を立てつつあった。

　一方、朗ほがらかに笑う少女がいる。隣を歩く織姫だった。

「ちゃんと人が住んでる島が近くにあって、すごく助かったわ。どこの島か全然わからないけど、一応は日本みたいだし」

　織姫が『止まれ』の道路標識を指さした。まちがいなく日本のものだ。

　ハルは空を見た。さっきよりも闇やみが濃い。ベガ・デネブ・アルタイルの大三角をはじめとする夏の星座が早くも確認できる。

　尚なお、昼間はかなり曇っていたが、すでにすっきりと晴れ渡っていた。

「星の位置から察するに、伊い豆ずの近海から極端に離れていないとは思う。適当な家を見かけたら、なかに入って情報収集しよう」

「住んでる人に訊きいてみたらいいじゃない」

　ハルのアイデアに織姫が苦笑する。

「まあ、そんなことを質問したら、すごく変な人に思われるでしょうけど。やっぱり必要なことだものね。それに今晩、泊めてくれる宿も探したいし……。あ、でも、お財布を忘れてきちゃったわ、わたし」

　織姫がハッと気づいて、思案顔になった。

「図ずう々ずうしいけど、ここは『田舎いなかのおうちに泊めてください』作戦かしら……」

「一応、ある程度なら持ち合わせがあるよ」

「すごい、春はる賀がくん！」

「職業柄というより職業病かなあ。たまに役に立つんだ」

　学生兼トレジャーハンターの春賀晴はる臣おみ。

　緊急事態にそなえて、靴下やズボンの隠しポケットなどに滞在地域の高額紙幣と米ドル、クレジットカードを防水ビニールに入れて携帯する癖があった。そこが無人の荒野でもないかぎり、金銭は多くの場所で行動の自由を約束してくれる。

「ただ、無線や衛星携帯を持ってないのが痛いな。今回はたぶん、そっちの方が役立ちそうな雰囲気だから……」

　ハルのつぶやきを織姫は「？」と不思議そうに聞いている。

　ともあれ、美しくも逞たくましい日本人少女は気力・体力共に問題なさそうだった。この状況下でも溌はつ剌らつとしている。不安が当たったとしても彼女なら大丈夫だろう。

　心配なのは、意外にも金髪の撃げき墜つい王おうの方だった。

「アーシャじゃないけど、まずは晩御飯をどこかでいただかないとね……」

　ルナ・フランソワがぐったりとつぶやく。

　疲れているのか省エネなのか、彼女は自らの足で歩くことを放棄していた。最小サイズで実在化させたグリンダにてくてく歩かせて、その背中にまたがっている。

　もっとも、戦闘・水泳・漂流などのイベント直後である。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているルナ・フランソワの方がふつうなのかもしれない。

「あとはシャワーかお風呂。できれば温泉がいいけど……。それから冷房。日本の夏は本当に蒸し暑いから、私、長いこと外にいると疲れてきちゃうの……」

「今日は汗もかいたし、海にも落ちたしでベタベタしているものね」

　ぼやき節のルナ・フランソワに、織おり姫ひめが微笑ほほえみかけた。

「もうすこしだけがんばって、ルナさん。もし冷房がなくても、扇風機くらいならバッチリあると思うから」

「そうね……。偏へん屈くつで意地悪で人間ぎらいの老人しかいないような孤島のお屋敷にたどり着いてもいいように、しっかりしなくちゃ。期待していて、織姫さん。私、これから出会う島の人を全力でたらし込んで、快適で涼しい夜を手に入れてみせるから！」

「そうそう。ちょっと問題発言だけど、その方がルナさんらしいわよ！」

　しかし、五分後。その希望はあえなく砕け散る。

　ようやく十数軒の人家が集まった界かい隈わいを見つけたのだが、明かりがついていない。家々の間は十分以上に間隔が開き、いかにも田舎いなかの漁村という風ふ情ぜいの集落だった。そして、人が住んでいる気配は一切ない。廃はい屋おくばかりだった。

　ハルは頭をかいた。

　グリンダが堂々と道を歩けたくらいである。兆候はいくつもあったのだ。

　一、ここへ来るまでの間、誰だれひとり島民を見かけなかった。二、かなり暗くなっているのに街灯がまったくつかない。三、港に係留してあった数隻の漁船は全すべて破損したまま放置状態。四、漂う空気が妙にさびしい、等々──。

　見あげれば、きれいな夜空だった。離島はついに完全な夜を迎えたのだ。

　ハルはペンライトを取り出しながら、不吉な予想を口にした。

「この島、たぶん何年も前に住民がいなくなったんじゃないかな。近くにドラゴンが襲来するとかの事件があってさ。それをきっかけに過疎化していた島の人口は一気に減少、ついに無人島になった……みたいなことがあって」

　電気・ガス・水道のライフラインはまちがいなく止まっているだろう。

　唐とう突とつすぎる無人島アドベンチャーのはじまりだった。
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「とりあえず、基本装備をそろえてみたよ」

　最初に見つけた家々をひとりでまわること小一時間。

　ハルは役立ちそうな道具を集めてきて、仲間の前に差し出した。

　乾電池のパック、懐中電灯ふたつ、虫むし除よけスプレー、鉈なた、麦わら帽子、Ｔシャツなどの古着、タオル類、ボロ布、中華鍋なべ、ガスコンロ、ガス缶、ソーダ味のガム一個、密閉されたビスケットの缶など……。

　とある家の軒先で戦利品をならべ、懐中電灯の明かりで照らす。

　一連の手際を見て、織おり姫ひめが感心した面持ちで言った。

「手慣れた仕事って感じね、春はる賀がくん」

「鋭いな十じゆう條じよう地じ。実は廃はい墟きよエリアをうろつくうちに、こういう技を覚えたんだ。クラシックＲＰＧ式の家宅捜索」

「つまり勝手にタンスを開けて、アイテムを集めていくのね……」

「情報も仕入れてきたよ。この島、位置的には伊い豆ず諸島のエリアに入るみたいだ。本土から割と離れている、外れの方らしいけど」

　家に置いてあった地図や住所のメモ等を確認し、見当をつけたのだ。

　リヴァイアサンの背中に乗り、空を飛んでもらって近くの有人島をめざすことは十分に可能だろう。ただし、今は夜。『蛇へび』による夜間飛行で海を渡るのは危険だ。

　織姫がつぶやいた。

「今晩のところは、この島で夜明かしする方が──」

「まちがいなく安全だ。夜露をしのぐ屋根もたくさんあることだし」

　そのために目をつけた一軒家の前に三人はいる。

　ハルがひとりで家宅捜索している間、女子たちにはこの家に不法侵入し、なかを片づけてもらったのである。

「さっきの秘ひ文も字じがわたしたちをここにひきよせた、でいいのかしら？」

「だろうね。……いっそ、もっと南の小お笠がさ原わら諸しよ島とうあたりなら、硫い黄おう島とうの自衛隊基地や環太平洋防衛機構ＴＰＤＯの駐留部隊を頼れた可能性もあったのになあ」

「あ、そうだルナさん。この辺のを食べてみたら？」

　入手した食糧を手で示し、織姫はもうひとりの女子に声をかける。

　ルナ・フランソワはぐったりと肩を落とし、見るからに意気消しよう沈ちんしていた。

「ビスケットの賞味期限、まだ切れてないわよ。おなかの足しにはならないけど、ガムにはそもそも賞味期限がなかったはずだし」

「いいじゃないかガム。人間、噛かんでるだけでも空腹感はまぎれるもんだよ」

「そういえば、糖分は補給できるわけだものね。……うん、大丈夫。しけってもいないし、ふつうに美お味いしくいただける。はい、ルナさんも食べてね」

　率先して一枚目のビスケットを試食してから、ルナに二枚目を手渡す。

　このあたりの尻しり込ごみのしなさが織おり姫ひめらしい。無人島サバイバルの経験など皆かい無むだろうに、ハルやアーシャ顔負けの逞たくましさだった。

　ビスケットをさくっとかじり、ルナ・フランソワはつぶやく。

「ハリーはともかく、織姫さんはずいぶんとタフよね。アーシャとも張り合えそう……」

「ええとね。それはわたしを買いかぶりすぎだと思うの」

「でも、そこそこいい勝負はできそうだけどなあ」

「春はる賀がくんっ、そういう返事に困るコメントはひかえて頂戴ね！」

　ルナを励まし、ハルをたしなめる。いつのまにか織姫が三人のムードメーカーになっていた。気配り屋の彼女のこと、三分の一はおそらく意図しての振る舞いだろう。残り三分の二は──天然のやさしい性格ゆえか。

　一方、気配りはできても断じて天然ではない金髪少女は、

「私みたいな文明の申し子には、ちょっときつい展開。これでも私、お風呂・冷暖房・自動車の三つがない生活には耐えられない人間なの」

　珍しく仏ぶつ頂ちよう面づらで告白するのだった。

　そのうえハルの顔を見て、不満そうにつぶやく。

「なんだか微妙にうれしそうね、ハリー？」

「とんでもない。ただ、君がその調子なら、僕にハニートラップを仕掛ける余力はしばらくなさそうだなって思うだけで。しばらく心安らかに過ごせそうだよ」

「ああだこうだ言いながら、結構楽しんでいたくせに……」

「…………」

　ここでの沈黙は、もちろん消極的肯定を意味する。

　尚なお、突然の告白を聞いて、第三の人物がびっくりしていた。

「えっ？　ルナさん、春賀くんにそんなことしてたの？」

「だって、早急にハリーを骨抜きにして、私の虜とりこにする必要があったのだもの」

　きょとんとする織姫に、金髪の策士少女はため息まじりに言った。

「まさか、春賀くんのことが好きになっちゃったとか!?」

「とんでもない。もっと切実な理由よ。私も竜りゆう弑ごろしのルーンを使えた方が戦力的に有利になるからっていう。さっきの戦闘でもそれは証明されたでしょう？」

「そ、そうなんだ。よかった……」

　織姫が目を白黒させている。大先せん輩ぱいである特級魔女の身もフタもない実利追求主義に驚いたらしい。個性的ではあっても良識家である十じゆう條じよう地じ織姫なら、当然の反応だ。ハルの顔をちらちら見ながら、安あん堵どしているようにも見えるのが不思議だったが。

　一方、ルナ・フランソワはややふてくされた口調で言った。

「こうなった以上は仕方がないから、方針の変更が必要ね」

「竜りゆう弑ごろしのために僕をたぶらかす計画、中断してくれるとか？」

「いいえ。そちらよりもこの無人島サバイバルを快適に乗り切る方が先決だから、そのためにハリーをたぶらかそうかしらって。さっきから私、喉のどがかわいて仕方ないの。あと、お風呂にもできるだけ早く入りたいし」

　ここでようやく、ルナ・フランソワはいつもの優美さで微笑ほほえみかけてきた。

「ハリーの頬ほおにキスしておねだりしたら、超特急で用意してくれるかしら？」

「君のそういう『楽をするための苦労は惜しまない』ところ、親近感が持てるし、実は結構好きだよ。できれば、僕以外の誰だれかを標的にして欲しいけど……」

「そこは名誉に思ってくれなくちゃ」

　しみじみと感じ入るハルへ、花のような笑顔が向けられた。

「あなたは私が利用価値を認めた男の子第一号なの。二号が生まれる可能性は地球的規模でゼロに近いと思うから、たぶんハリーがナンバーワンでオンリーワン」

「Ｊポップの歌詞みたいに言われてもなあ」

「いいじゃない。これがふつうの男性なら、グリンダで脅おどして奉仕させるんだから」

　どうやら、ルナ・フランソワは精神的活力を回復させたらしい。

　野生児ならざる文明の申し子なりに、この状況に適応しつつあるのだ。ハルを利用する気まんまんの発言も、歴れき戦せんの猛も者さらしいふてぶてしさと正直さで口にするせいか、むしろ苦笑を誘われてしまう。

　織おり姫ひめも同じなのか、子供のいたずらを見守る母親のような顔で肩をすくめた。

「じゃあ、春はる賀がくんにだけ苦労させるのも悪いし、ひとつ報告してあげる。わたし、すごくいいものを見つけたの」




　そして、二時間後。

　集落の外れで見つけた井戸の水が割ときれいだったので、これを煮しや沸ふつして当座の飲料水を確保した。上水道が十分に充実しておらず、近年まで井戸水に頼っていた離島の事情がハルたちに幸いしたのだ。

　飲み水の次はすくない食糧を分け合い、空腹をまぎらわせたあと──。

　ぱしゃぱしゃという水音がひびく。

　それから、ゆったりと心の底からくつろぐ女子ふたり分の声も。

「今日はとんでもない一日だったけど、その疲れも吹き飛ぶ感じだわ……」

「これも織姫さんのおかげね……。さすがにお風呂は無理だろうと思っていたけど、こうしてゆっくり温泉につかれるなんて……」

「お礼なら悪あく路ろ王おうに言ってあげて。わたしはあの子に頼んだだけだもの……」

「いいのいいの。『蛇へび』のお手柄はパートナーの功績なんだから。ふぅぅぅぅ……」

「ふぅぅぅぅ……」

　海沿いの岩場で発見した天然温泉。織おり姫ひめはルナ・フランソワといっしょに野趣あふれる秘湯につかり、癒いやしのひとときを満喫している最中なのだ。

　ふたりとも徐々に口数がすくなり、弛し緩かんしきった吐息が唇からこぼれる。

　今回の遠征前、織姫が読んだ伊い豆ず近辺のガイドブックに書いてあったのだ。

　火山島である伊豆諸島には天然の温泉があれこれ湧き出ていると。春はる賀が晴はる臣おみが家宅捜索をしている間に織姫はそれを思い出し、悪あく路ろ王おうを島に解き放った。

　ちょっと温泉の匂においを探してみて、と。

　結果、賢い悪路王はみごと発見の報を持ち帰ってきたのである。

　今、織姫とルナ・フランソワは一糸まとわぬ裸体を湯のなかでたっぷりとのばし、リラックスしきっていた。桃とう源げん郷きようもかくやという至福の境地である。

　頭上には降ってきそうなほどの星々がまたたいていた。

「……あとは、春賀くんの乱入がないことだけを祈らないと」

「……やっぱりアイマスクをさせたうえでハリーの両手両足を拘こう束そく、のぞきも乱入も不可能な状態にしておくべきだったかしら？」

　この場にはいない男子のことをふたりは話題にした。

　ルナ・フランソワの過激な発言に、織姫はややぎこちなく笑みを返す。

「だ、大丈夫だと思うわ。むっつりでえっちで、たまに暴走する人だけど、自己申告しているとおり一応『紳士』ではあるし……」

「暴走。たしかにそうね。まさか、あんな形で裸を見られるだなんて……」

　昨日の騒ぎを思い出したのだろう。ルナが眉まゆをひそめる。

　なぜか織姫はあせってしまい、うわずった声で訊たずねてしまった。

「る──ルナさんは春賀くんを誘惑していたのよね!?　もしかして、そういう格好でのおつきあいも計画に入っていたの!?」

「いいえ全然。そういうことを撒まき餌えにして、彼を操縦するつもりではいたけど」

「そ、そうだったの……」

「ハリーったら堂々とお風呂場に乱入してきて、意外と歴れき戦せんの猛も者さなのかしら？　私ね、彼はひねくれた性格の割に女性方面の経験値は入隊したばかりの訓練兵クラス。実戦経験は皆かい無むだろうってスカウティングしていたの、実は」

「た、たしかに春賀くん、そんな感じだわ……」

「でも、裸の女の子しかいない状況下でもやけに落ち着いていて──。もしかして織姫さん、私たちが知らないところでハリーにそういう経験値稼ぎ、させてあげてる？」

　話題の割に理知的すぎる口調でルナ・フランソワに質問された。

　ここ数か月のあれこれを思い出して、織おり姫ひめはどきっとした。アーシャにも従姉妹いとこの羽は純ずみにもないしょの出来事が多いのだ。どうにか言葉を返す。

「そ、それってどういう意味、ルナさん!?」

「昨日だって、ハリーに堂々とヌードを見せてあげていたし」

「堂々とじゃないわ！　あれは事故っ。春はる賀がくんが心配で隠すのを忘れただけ！」

「だとしても、今ハリーがいちばん異性として意識しているの、たぶん織姫さんよ」

「そんなことはないと思うの。ほら、アーシャさんだっているじゃない……？」

「まさか。それだけは物理的にも理論的にもありえないはず。アーシャはほら、性別とか女子力を超越した座ざ敷しき童わらしみたいな存在だもの」

「あ、ううん……。私はアーシャさん、とても素敵な女の子だと思うけど……」




「昨日も不思議に思ったんだけどさ」

　ハルは海辺の岩場であぐらをかいていた。

　入浴中の女子ふたりから、十数メートルの距離。温泉との間に大きな岩があるため、そちらの様子はわからない。話し相手は一日ぶりに実在化した火ひ之の迦か具ぐ土つちである。

　トラブルが起これば、すぐに加勢できる距離だった。

　昨日も入浴中に襲撃された。ハルは魔銃を膝ひざに乗せて、警備中なのだ。

「女の子が好きな割に、あんたは女風呂に入っていかないんだな」

「気にするな。単なる妾わらわのこだわりだ。湯殿におなごを呼ぶときは、必ず体の隅々まで愛めでてやることに決めているという、な……」

「そんなこだわりを持てる女王様の生活、めちゃくちゃ気になるじゃないか！」

　斜め上をいく回答にハルはのけぞり、それから言った。

「ところで、そっちとはべつの疑問がある。この間の玄げん武ぶ王おうといい、あの蛸たこドラゴンといい、あんたたち竜王クラスの眷けん属ぞくには純粋な竜族じゃない生き物もいるよな？」

「ふふふ。そのことか」

「あれ、ドラゴンの亜あ種しゆというか近似種だろ。まがいもののドラゴンもどき。つまり、僕ら人類のリヴァイアサンと同じ──」

「うむ。偽りの竜を錬れん成せいする秘儀で造り出した生き物だ」

　にやりと笑ってから、火之迦具土はささやいた。

「当節の人間どもですら、同じ術で未熟ながらも〝まがいもの〟を錬成する。おまえたちの先祖も用いることがあった。我ら竜王に同じ芸ができぬ道理はない」

「やっぱり、そうだったか」

「無論、我らの造りし輩やからの方が遥はるかに偉大で、神こう々ごうしいがな。特に玄武王のように女神の相を託された〝まがいもの〟は、竜族ですら使いこなせぬ力に目覚めさえする」

　ハルは大きくうなずいた。

　火ひ之の迦か具ぐ土つちは貴重な情報源。だが、教師の適性はない。懇こん切せつ丁寧に教えることを面倒くさがる性格なのだ。こんな相手に『知っていることを洗いざらい、迅じん速そくに開示してくれ』と頼んでも、まじめに応じるわけがない。

　そこで、ハルは火之迦具土が冗舌なときを狙ねらうようにしていた。

　割と機嫌がいいときにだけ質問し、得られた情報はあとで整理するのだ。

「ラプトルとか上位種じゃなくて、どうしてドラゴンの亜あ種しゆを眷けん属ぞくに……？」

「ふん。竜族、ことに純血の輩やからは気性が荒すぎる。襲撃や闘争以外の使命を授けても、上う手まくいかぬときが多いのだ」

　そこまで語ったところで、火之迦具土が話題を変えた。

「それよりも、おまえたちが襲われた原因はどうした？」

「原因？」

「例の道しるべだ。昨日の件で見当がついた。あれは竜宮楼の甲こう羅らを削けずり、誰だれぞが造った呼び笛だな。笛に力を注ぎこむと、竜宮楼ろうのもとに呼び声が届くよう仕上げてあると見た」

「なんとか楼って、あんたが住んでいた竜宮城の正式名称？」

「うむ。呼び声が届けば、竜宮楼が迎えに赴おもむく。そういう道具のはずだ」

「あんたの宮殿がなんとかの動く城みたいにわざわざ？　でも、昨日やってきたお迎えは触手の怪物だったじゃないか」

「そうだ。となると、ひとつ疑惑が出てくる」

　火之迦具土はフンと不愉快そうに鼻息を荒くした。

「もう千年近くも女王が不在であった竜宮楼。主あるじの留守をいいことに下げ郎ろうがいつのまにかまぎれこみ、主人面をして今も居すわっている……。ありえる話だぞ」

「そいつが急に降ってきた呼び声を不審に思い、配下の触手イカを偵察に送りこむ──」

「うむ。それもありえそうな話だ」

　ハルが引き継いだ推測の言葉に、元ドラゴンの女王はうなずいてみせた。

　しかも、竜宮楼の新たな主人は竜りゆう弑ごろしの継承者でもあるはず──。

「あの道しるべの石、僕たちはどうしたっけ……？」

　二日前に入手した、竜宮城への道しるべ。

　海に放ほうり出されて以来、あわただしくてすっかり忘れていた。

　ハルは記憶を探ってみた。昼間、艦内で行った会議。あのとき道しるべの石はテーブルに置いてあった。途中でたしかルナ・フランソワが手に取り、そのまま敵襲の気配を感じ取って外へ出て──そのままのはず。

「あの石、今もルナの手元にあるのか？」

　つぶやいた直後、膝ひざの上に置いていた魔銃がぶるぶると震え出す。

　警告を発しているのだ。きわめて強大な魔力の主ぬしが接近中であると。ハルはハッとして海の方を見やり──ごくりと息を呑のんだ。

　月と星明かりに照らされた、太平洋の黒い海原。

　その海上に小山のごとき巨大なカメが浮かんでいる。雪ゆき風かぜの姫に仕えた全長一〇〇メートルはあろう眷けん属ぞく・玄げん武ぶ王おうとよく似ていた。

　だが、こちらの全長はおそらく一キロ以上ある。まさに動く島だった。

　そして、甲こう羅らの上は整地したかのように真っ平らでもあった。

　この広大なスペースに大小さまざまな建築物が左右対称となるよう配置され、壮そう麗れいな宮殿の景観をみごとに形作っている。古い中国の建築様式だろう。

　全すべての屋根は黄金色の瑠る璃り瓦がわらであった。

　柱や欄らん干かんなどに使用されている石材は全て白はく玉ぎよくだ。

　中央──超巨大ガメの首のうしろから尾にかけてのラインに敷かれた通路上には、大きな門や広壮な大殿がいくつも整然と建ちならぶ……。

「ふむ。まちがいなく竜宮楼ろう……かつての我が居城にして眷属だ」

　火ひ之の迦か具ぐ土つちがつぶやく。玄武王と同じ系統の眷属という予想は当たった。

　しかし、ここまでサイズがちがうとは。唖あ然ぜんとするハルだった。





　　　　４






　竜宮楼の登場直後、いきなり火之迦具土が姿を消した。

　代わりに、魔銃の宿す魔力がいつもより高まる。戦闘になると見て火之迦具土は己おのれの意識を消し、魔力を『魔導の杖』たる武器に全てまわしてくれたのだ。

　ハルはうなずいて、天然温泉の方へ駆け出した。

　正体不明・目的不明の僭せん主しゆないし竜王が何を仕掛けてくるかもわからない。一秒でも早く仲間と合流する必要がある！

　そして、温泉のそばにやってきて──

「春はる賀がくん、あれを見て！」

「うん、わかってる。今のところ異常は？」

「特になしよ。それよりハリー、ちょっと残念に思っているでしょう？」

「…………」

　海に面した岩場の温泉では、すでに女子ふたりも警戒態勢だった。

　この岩場がある海岸線に接近してきた、超ちよう弩ど級きゆうの巨大カメ型怪生物。その巨きよ躯くを織おり姫ひめは指さし、ルナ・フランソワは鋭く表情をひきしめている。

　しかも、ふたりはバスタオルを体にきっちり巻いて、裸身を隠していた。

　ちなみにこのタオル、ハルがさっき家宅捜索で発見した品である。

「べ、べつに残念なんかじゃないよ。準備いいなと思っただけで」

「だって昨日の今日だもの。変なドラゴンと春はる賀がくんがいつ来てもいいように、わたしたちも警戒していたの」

「備えあれば憂うれいなし。転ばぬ先の杖よ、ハリー」

　しれっと女子たちに言われて、ハルは心を切りかえた。

　今は迎撃準備が完了している事実をよろこぶべきだった。それにバスタオルを上半身に巻いているとはいえ、すばらしくグラマーな彼女たちは胸の谷間を隠し切れていないし、太ももや素足はまぶしいほどに無防備なのだ……！

　無論、そんな邪念を表に出すことなく、ハルはきりっと顔をひきしめた。

「十じゆう條じよう地じ、悪あく路ろ王おうを頼むよ」

「ええ、まかせて！」

　離島の夜空に白き九尾の狐こ狼ろうがすぐさま顕現する。

　しかし、悪路王の登場と同時に、竜宮楼ろうの上空にも魔方陣が出現した。

　白金色の光が三角形を描いている。この図形を縁取るように、ルルク・ソウンの秘ひ文も字じが数十個、円形に配置されていた。魔方陣は悪路王にも負けないほど巨大だった。

　三角形はすぐに形を変え、蛸頭のドラゴン亜あ種しゆへと化身した。

　しかも、今度は最初から二体セットで！

「二対一──春賀くん、秘文字の力を悪路王とわたしに！」

　織おり姫ひめからの要よう請せい。もちろん否いなやはない。

　ハルが念じると、織姫の右手に《弓の秘文字》が浮かびあがる。さらに悪路王の九尾それぞれの手前に『黒い鏃やじり』がひとつずつ顕あらわれる。

　九つの鏃をしたがえ、二体の敵に向かって悪路王が飛ひ翔しようする。

「悪路王。火の魔法と弓の力をいっしょに使って、必殺技をプレゼントしてあげて！　ケンカは最初の一撃が肝心よ！」

　織姫が力強く指示を出す。当然、敵も《鎖の秘文字》の使い手。かんたんに撃破できるわけがない。承知のうえで命じているはずだ。

　はじめに強打を叩たたきつけて牽けん制せい。そして敵の力量もはかる──。

　そういう意図なのだろう。まだキャリア数か月の新米魔女、しかし、全国制覇の経験もある剣道少女は着実に実戦経験を積みつつあるのだ。

　悪路王がしたがえる九つの鏃は、轟ごう々ごうと燃焼をはじめた。

　そのまま燃える弾丸と化して、蛸頭のドラゴン二体へと襲いかかる。

　九つの飛ひ焔えんは──意外にもあっさりと命中した。鏃のうち四個が敵の一体目に、五個が二体目に突き刺さり、打ちのめし、焔ほのおで焼き、爆発して。

　蛸頭のドラゴンは二体とも一瞬にして撃破。消し炭となるべく炎上をはじめた。

「「「!?」」」

　意外な圧勝にハルも、織おり姫ひめも、ルナ・フランソワも驚き、目をみはった。

　そして、『じゃららららららら！』という鎖をひく音が鳴りひびいたのは、この瞬間であった。さらに鎖使いの口こう訣けつ──竜りゆう弑ごろしの呪文まで。

「星海に輝く我が刻印、『天てん牢ろうの鎖』に願う。かの雌竜を虜りよ囚しゆうと成さしめよ」

　ぼそぼそとした、陰気そうなささやき声による詠唱。

　鉄製の鎖がいきなり飛んできた。先端には四角い分ふん銅どうが取り付けてある。

　鎖は閃せん光こうさながらの速さでバスタオル一枚だけの織姫にぐるぐると巻きつき、ほんの一瞬で拘こう束そくしてしまった。

「きゃああああっ!?」

　しかも悲鳴を残して、あられもない姿の織姫は──消滅した。

　忽こつ然ぜんと消きえ失うせたのである。また、パートナーとまったく同じタイミングで、勝利したばかりの悪あく路ろ王おうも空中から不意に消滅してしまった。

　消えた織姫と悪路王。その瞬間、ハルの頭が真っ白になった。

　怒りにまかせて今まで織姫がいたはずの空間をにらみ、鎖をにらみ、それから鎖の使い手を見据えた。いつのまにか至近距離に出現していたのだ。

〝鎖使い〟はほんの数メートル先にある、岩の上にたたずんでいた。

「──！」

　ハルは無言で魔銃を撃った。鎖使いの心臓めがけて。

　だが、真珠色のバリアーにはじかれる。もちろん不ふ朽きゆうの加護だった。

　加護をまとう鎖使いは二本の足で立ち、手も二本。しかし、全身が鱗うろこにおおわれていて、顔と頭部は獰どう猛もうな爬は虫ちゆう類るいのもの。背にはドラゴンたちと同じ形の翼がある。

　ドラコニアンだった。

　ドラゴン上位種が魔術で変身した、半人半竜形態だ。

　体表は灰色で、まとう衣は黒のローブ。灰色のドラコニアンは長い鉄鎖の端っこを握りしめている。ハルの魔銃と同じ、《鎖の秘ひ文も字じ》の化身だろう。

　鉄鎖の長さは優に十数メートル。

　まるで生きた蛇へびのようにうねうねと動いている。

　今も螺ら旋せん状じようにとぐろを巻き、分銅の付いた先端を蛇頭のごとく小刻みにゆらゆらさせ、鎌かま首くびをもたげているのである。

「十じゆう條じよう地じをどうした……？」

「価値ある宝はふさわしき者の手に落ちるべし。それだけの話である」

　低い声で問うと、灰色のドラコニアンは陰気な声で応じる。

　ハルはとっさに魔銃の銃身を左手で撫なでた。悪あく路ろ王おう・織おり姫ひめと結んだ眷けん属ぞくの絆きずなはまだしっかりと感じ取れる。彼女たちは殺されたわけではない。囚とらわれただけなのだ。

　大きくうなずいて、ふたたび銃口を鎖使いに向ける。

「交渉の余地があるなら、そっちを選んでもいいけど？」

「愚ぐ昧まいな。竜の種族の作法を知らぬ新参者であるか、弓の僭せん主しゆよ？」

　竜の種族の作法。もちろん戦闘のことだろう。

　いつもなら、こんな売り言葉を素直に買う春はる賀が晴はる臣おみではない。しかし、十じゆう條じよう地じ織姫を奪われた形の今、自分でも意外なほどあっさりと引き金をひいた。

　ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ！

　フルオート射撃。三〇発の弾丸を瞬時に撃ち尽くす必ひつ滅めつ之の法ほうである。

　暴力的な手段での対抗を選んだ以上、半端な報復をしても意味はない。持てる攻撃力を迅じん速そくかつ効率的に叩たたきつけることが望ましかった。

　だが、必滅之法に対して──

「天てん牢ろうの鎖よ。円環を描き、星雲の砦とりでを顕あらわせ」

　鎖使いのドラコニアンも切り札を見せた。

　またも『じゃらららら！』と音を立てて鉄鎖が動き、彼を取りかこむように螺ら旋せんを描いてみせた。それは渦巻き状の星雲にも似ていた。

　この鎖の螺旋がフルオートの銃撃三〇発をことごとくはじく！

「全然効かない!?」

　愕がく然ぜんとするハルに、魔銃が情報を伝えてきた。

　鎖の秘ひ文も字じ。攻撃時に限っていえば、決してあつかいやすい竜りゆう弑ごろしではない。そこはやはり、純粋な武具ならざる『鎖』の化身である。その代わりに捕縛・封印・防御などの特殊な用法にも長たけている……。

「変わり種ってことか」

　つぶやきながら、ハル自身もあることに気づいた。

　鎖使いのドラコニアン、もしかしたら僭主ではなく──竜王ではないのか？

　以前、火ひ之の迦か具ぐ土つちは《剣の秘文字》の輝き具合を見て、パヴェル・ガラドは竜王にあらずと喝かつ破ぱした。今回、ハルは何度か《鎖の秘文字》を目撃しているが、自分やガラドのルーンよりも白金色の光が明らかに強い……。

　残弾ゼロ、唯一の『蛇へび』グリンダは竜弑しに抵抗不能。

　そのうえ敵が竜王級ならば──。ハルは深く息を吐き出した。だとしたら、ここで全すべてを出し尽くす以外に手はない。

「ハリー。いざとなったらグリンダを自爆させてでも活路を開くけど」

「ありがとう。最悪、それが必要になるかもしれないから、そのときは頼むよ。でも、とりあえず切り札を試す方が先かな……」

　冷徹というにはこわばり過ぎの声で言ってくれたルナへ礼を告げて。

　ハルは己おのれの心臓を強く意識した。一か月前、紅ぐ蓮れんの女王──かつての火ひ之の迦か具ぐ土つちの心しん金がねと融合した内臓器官である。

「頼む。僕の手足になってくれ、女王！」

　力の限りに叫んだ直後、ハルの前方に紅蓮色のドラゴンが出現した。

　ハルが知る個体のなかで最も逞たくましい。体長は二〇メートルもあり、頭部には黄金色の九本角が王冠のごとく屹きつ立りつする。胸まわりも外骨格化し、黄金に光り輝いていた。

　一月前、心金と共に得た〝紅蓮の女王を操る力〟の発動であった。

「む？　紅蓮の女王は存命であったか……否いな」

　元竜王の再臨を目の当たりにして、鎖使いのドラコニアンがつぶやく。

「弓の秘ひ文も字じだけでなく、亡なき骸がらまで僭せん主しゆに奪われたのであるな。痛ましい話よ」

「冗談じゃない！　おたがい納得ずくの取引ってやつだよ！」

　叫びながら、ハルは攻撃の意思を発した。

　すると《紅蓮の女王》は右の前肢を振りおろした。鋭い五本爪づめで、鎖使いを引き裂くというより叩たたきつぶそうとしたのだ。

　これを防ぐための法は、さっきとはちがった。

　鎖使いのドラコニアンはやにわに巨大化し、しかもドラゴン本来の姿へと変化して、女王の爪を己の前肢で払いのけたのである。

「亡骸とはいえ紅蓮の女王と対たい峙じする以上……我もかつての姿を見せるべきであろう」

　ドラゴン上位種の体たい躯くと姿形で、鎖使いがうそぶく。

　体表の色はグレー。体格は今まで見た上位種の誰だれよりもスリムである。が、ひよわな印象はまったくない。むしろ細身の鋭い刃物にも似た雰囲気だった。

　そして、灰色竜グレードラゴンのそばでは──。

　彼の巨体と釣り合うほど長大な鉄鎖が鎌かま首くびをもたげ、とぐろを巻いていた。

「この間の白い竜王級……あれに近いプレッシャーね」

　ルナ・フランソワが固い声でつぶやく。

　灰色のドラゴン上位種がまとう魔力の強大さ、全身からにじみ出る凄すごみと威厳。どちらも雪ゆき風かぜの姫、そして《紅蓮の女王》に勝るとも劣らない。

　やはり、敵は竜王級──？

　ハルは眉まゆをひそめた。《紅蓮の女王》を甦よみがえらせたとはいえ、あくまで一時的なものだ。光の国から来たウルトラ戦士ではないが、戦闘可能な時間は三分ほどだろう。

　そこを過ぎれば、女王の肉体はあっけなく崩壊する。

　不利を自覚したハルの手中で、魔銃がぶるっと震動した。警告──否。魔道の指南役でもある『杖』は何かを教えようとしている？

　まるで、敵をもっとよく見きわめろと告げているような……。

　ならばと目を凝こらした瞬間、灰色の敵はいきなり言った。

「弓の僭せん主しゆよ、しばし勝負を預けよう。これは汝なんじが操る女王の亡なき骸がらに敬意を表しての申し出である」

　グレードラゴンの前に、ルルク・ソウンの秘ひ文も字じが五つ顕あらわれる。

　この配列の意味は《影化》。するとドラゴンの巨きよ躯くは黒い霧状の気体となり、実体を失ってしまった。

「汝は偽りの女王を操る人形使い。我はかつて竜王だった者の影。共に万ばん全ぜんならざる身、勝負を急ぐこともあるまい……」

「竜王の影だって？　あんた、名前は──」

「灰はい色いろ卿きようである。追ってくるならば好きにしろ。遠慮なく迎え撃つ。汝を倒せば、その手中にある雌竜どもは全すべて我がもの。それは我にとっても都合がいい……」

　十数秒前までドラゴンだった黒い霧は、ゆっくりと海上へ動いていった。

　その先で待つのは竜宮楼ろう。八〇〇年前までは紅ぐ蓮れんの女王に仕えた眷けん属ぞくである。島のごとき甲こう羅らの上には、広壮な宮殿が建てられている。

　灰色卿と名乗った鎖使いの霧は、この宮殿のなかへと入っていった。

　織おり姫ひめと悪あく路ろ王おうはあのドラゴン（？）に捕らえられたまま。ハルたちの遠征は、出発前には想像すらしなかった展開を迎えつつあった。





【第五章　竜宮楼ろうの戦い】
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　竜りゆう弑ごろしの鎖によって、囚とらわれの身となった十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめ。

　灰色の半人半竜ドラゴニアンが放った必ひつ滅めつ之の法ほうで捕縛されるのと同時に、彼女の視界は暗転したのだが──。

　まぶたを開けた瞬間、目の前に広がったのは満天の星空だった。

　織姫はゆっくりと身を起こした。どのくらい時間が経たったのかは不明だが、今まで眠っていたようだ。気づけば石畳の上だった。ここは広場の一角らしい。

　まわりには木造の屋敷がいくつもならんでいる。

　どれも華美な造りだ。金色の瑠る璃り瓦がわらで屋根を飾り、あちこちに竜や鳳ほう凰おうの彫刻が配され、石材として白はく玉ぎよくをふんだんに使っている。古代中国風にも見える建築で、ついさっき浜辺から目撃した竜宮楼の景観とよく似た雰囲気だった。

　次いで、織姫は自分の体を眺めてみた。体に巻いていたバスタオルがほどけかかっていたので、あわてて乱れを直す。

「やっぱり迦か具ぐ土つちさんのお城に連れてこられたのかしら……？」

　覚かく醒せい直後で、まだ頭がはっきり起きていない。

　しかし、織姫は気づいた。広場にいるのは自分だけではない。

　体長十数メートルの白き九尾の狐こ狼ろうも巨体を横たえていた。その首と胴体には長大な鉄鎖が何重にも巻きつき、厳重に拘こう束そくされている。

「悪あく路ろ王おう！」

　パートナーは低いうなり声で呼びかけに応こたえた。

　悪路王の声も顔つきも険しく、あからさまに不機嫌だった。白き巨体に近づこうとして、織姫は立ちあがる。足下から『じゃらっ』と音がした。

　下を見て、織姫は驚いた。左の足首に鎖付きの鉄輪がはまっている。

　悪路王と同じく、自分も拘束されているのだ。そして、戒いましめの鎖の端っこを握るのは灰色のドラコニアン──。

「目覚めたか、死すべき種族の巫み女こよ」

　鎖使いのドラコニアンは陰気な口調で言った。

「そなたの新たな所有者、灰はい色いろ卿きようである。身命の全すべてを我に捧ささげるがいい」

「は、はいいろきょう……？」

　新たに現れたドラゴン上位種の僭せん主しゆ、もしくは竜王。

　一方、潮の匂においをふくむ風が軽快に駆け抜けていく。超ちよう弩ど級きゆうの巨大ガメは壮そう麗れいな宮殿を甲こう羅らに乗せて、今も悠然と夜の海に浮いているのだろう。

　いぶかしみつつ、織おり姫ひめは訊たずねた。

「所有者って言うけど、わたしと悪あく路ろ王おうをどうするつもりなの？」

「愚問であるな。雌竜の血は常に得がたい妙薬である。使つかい途みちに困ることはない」

　捕縛した織姫と悪路王を見据えて、灰はい色いろ卿きようは語る。

「不審な呼び声の送り主ぬしを確認するため、眷けん属ぞくを遣つかわしてみれば──弓使いの僭主と出会ってしまった。これは不運であると言えよう。しかし、貴重な雌竜の血を得られた好機と考えれば、僥ぎよう倖こうであったとも言える」

「血──」

　織姫は思い出した。数か月前、従姉妹いとこの羽は純ずみとそのパートナー水み無な月づきはドラゴン上位種ソスの虜りよ囚しゆうとなった。今の自分と同じように。

　あのとき重体だったソスは、水無月の血を吸って回復を遂げた。

（つまり、このドラゴンの狙ねらいも同じ？　見たところ、どこも怪け我がしていないのに？）

　織姫のなかで疑問と思考が加速する。

　もちろん、おとなしく輸血に協力するつもりはない。隙すきを見て悪路王ともども逃げ出すつもりだった。ただ、問題は──

　灰色卿が右手に握るのは、織姫を捕らえている鎖の端っこ。

　左手は空だが、掌てのひらを握ったり開いたりしている。そのたびに鋭い爪つめの生えた五本指がゆらゆらと動く。まるで準備運動だった。目の前の人間を引き裂く直前の──。

　織姫は想像してみた。

　謎多き灰色卿が〝いずれ〟ではなく、〝今から〟吸血の儀式を行うつもりなら、隙を見つけ出すことは不可能に近いだろう。そして、彼は解剖実験を開始する前のマッドサイエンティストじみた陰気さで織姫をじっと見つめていた！

「ええと、参考までに訊きくけど、その儀式っていつ開始予定なのかしら……？」

「まさに今、儀式のためにルルク・ソウンの方陣を製作している途上である。おそらく夜明け前には間に合うと思われるが……」

　おそるおそるの質問に、意外と律儀な答えが返ってきた。

　しかし、内容は不吉もいいところだ。織姫はあわてて意見を試みた。

「あ、あまりせっかちに行動するのもどうかと思うわよ？　ほら、春はる賀がくん──わたしの仲間がここに乗りこんできて、わたしを取り返そうとするかもしれないでしょう!?」

「想定内である。そのときは相そう応おうの手段で迎撃するまで」

　灰色卿のささやき声は陰気であり、そして沈着冷静でもあった。

　絶体絶命のピンチは順調に進行中らしい。儀式とやらの開催はおそらく数時間後。ごくりと息を呑のむ織おり姫ひめだった。




　織姫の誘拐、灰はい色いろ卿きようの撤退から約二時間後。いまだ夜は明けていない。

　竜宮楼ろうはゆっくりと夜の海を進み、島から離れていく。

　その甲こう羅らの上には壮そう麗れいな王宮が鎮座している。これを照らすのは、夜空から降ってくる月と星々の淡い明かりのみ。

　しかし都会とちがい、どぎつい人工の光源がない世界である。

　それらの光だけで十二分に明るく、竜宮城の景観は幻想的な輝きに満ちている。

　この竜宮の端っこにハルとルナ・フランソワはいた。超巨大ガメの左後うしろ肢あし、その付け根に近いあたりだった。

「ぱっと見の印象でいうと、面積は旧世紀の東京ドーム一五個分ってところだと思うな。建築物の数はざっと八〇〇から一〇〇〇程度か」

「北京ペキンの故宮あたりと同じくらいの規模みたいね」

　ふたりの表情は鋭い。今は侵入ミッションの真っ最中なのだ。敵の目を逃れながら竜宮楼内部を捜索し、囚とらわれの十じゆう條じよう地じ織姫を救出するという──。

　旧東京ドーム一五個分の敷地内は、きれいに区画整理された街のようである。碁ご盤ばんの目のごとく通路が縦横に敷かれている。

　たくさんある建物同士の距離は十分に空いており、かなり見晴らしがいい。

「とりあえず、十條地たちの居場所を探ってみようか」

　ハルは《見けん敵てき》《魔力検知》などの探索系魔術をいくつか使ってみた。

　だが、何の成果も得られなかった。呪じゆ法ほう的手段による捜査・検知を妨害する魔術が竜宮楼全体にかけられていたせいだ。

「灰色卿だったかしら？　この術、もちろん彼がかけたのでしょうね……。この竜宮城で私たちを迎え撃つ気まんまんなのね」

　ルナ・フランソワのコメントだった。

　実は灰色卿が消えた直後、ハルは数十秒間ほど呆ぼう然ぜんとしてしまったのだが。

『ハリー！　すぐにあそこへ乗りこみましょう！』

　あのとき、即座にルナ・フランソワが訴えた。

　竜宮楼は広大無辺な海中すらも気ままに動きまわる。一度見失うと迅じん速そくな再発見は困難である。速すみやかに織姫を救出するつもりなら、ここで時間を浪費してはいけない。

　それゆえの提案であることは明らかだった。

　かくして、ハルとルナは竜宮楼潜入を試みたのである。

　グリンダを最小サイズに縮小させて、その背中にふたり乗り。ハルも得意の《静音化》《視認妨害》《無臭処理》の魔術を使い、隠おん密みつ行動の成功に貢献した。

　春はる賀が晴はる臣おみは竜王級の心しん金がねと、魔銃という『杖』まで手に入れている。

　それらの恩おん恵けいだろう。得意の魔術であれば、いつのまにかドラゴン上位種に近い強度で行使できるようになっていた。

　グリンダは音もなく飛び、島を離れる竜宮楼ろうに接近。

　ハルとルナ・フランソワを竜宮楼まで無事に送り届けてくれたのである。

　尚なお、三頭の獅し子しはさっき実在化を解除したので、ふたりのそばに今はいない。唯一の同行者となったルナ・フランソワへハルは言った。

「まあ、今は無事に敵陣侵入できたことをよろこぼう。このバカでかいカメが海に潜もぐっていたら、僕らは置いてけぼりになったわけだし」

「竜宮楼はとにかく図ずう体たいが大きいからな」

　ハルの持つ魔銃が不意にささやく。火ひ之の迦か具ぐ土つちの声だ。

「その分、動きも鈍い。外海へ出るだけでもそれなりに時間がかかる」

　灰はい色いろ卿きようとの戦闘時、火之迦具土は己おのれの意識を消して、魔銃を強化してくれた。あのときの意識喪失から、いつのまにか覚かく醒せいしていたらしい。

　ここでハルは気づいた。

　竜宮楼の超巨体をおおうように、透明な力場が展開されたのだ。

　不ふ朽きゆうの加護に似ている──。ハル自身も使う真珠色のバリアーを思い出した。

　実際、似たような魔力障しよう壁へきであったらしい。透明な力場をまとったあと、竜宮楼はおもむろに海中へ潜行をはじめたのだが。

　力場に阻はばまれて、宮殿内には海水が侵入してこない。

　いつしか竜宮楼の超巨体は完全に海中へ突入していた。

　ハルたちの頭上はついさっきまで満天の星空だった。しかし、今は月と星明かりを浴びて淡く輝く海水である。どうやら海面すれすれをゆっくり航行中らしい。

　月下の竜宮城よりもさらに幻想的な光景だった。

　だというのに、ルナ・フランソワが散文的な感想をつぶやいた。

「海にもぐったのに海水も入ってこないし、空気もちゃんと保持されているのね」

「一〇〇〇年前の木造建築がきれいに健在ってだけですごいのに、防水機能ばっちりで空調も完備か。とんでもなくお値打ちな物件だな」

「小僧。言っておくが不朽の加護でも同じことができるぞ」

　同じく散文的なハルと、豆知識をつぶやく火之迦具土。

　が、ここで金髪の魔女はこほんとせき払いして、話題を変えた。

「灰色卿はお城のなかで待ちかまえている可能性が大よね？　つまり、竜宮楼の内部なら勝てると計算している。さっきはハリーとの対決を避けたくせに。どうしてかしら？」

「そういえば、あいつ『竜王の影』とか自称してたよな」

「ふん。洒落しやれた言い方をしているが、要は妾と同じというだけよ」

「……ああ！」

　火ひ之の迦か具ぐ土つちの言葉にハルはうなずいた。またしてもいいかげんなヒントだったが、このパズルを解くのはさほどむずかしくない。

「一応、灰はい色いろ卿きようめは妾わらわの古い知ち己きでもある。遥はるかな昔に何処いずこかの地で命を落としたと聞いていたが……そうではなかったようだ」

「あんたと同じで往生際が悪かったんだな」

「うむ。となれば、灰色卿めがこの王宮に住みついた理由も察しがつく」

「魔力の濃密な場所の方が居心地いいわけか。僕と出会う前、あんたが新木場の『魔女の館やかた』に住みついていたみたいに……」

「それだけではないな。あやつめ、おそらく竜宮楼ろうの心しん金がねを掌しよう握あく下に置いているぞ」

　ハルは考えてみた。竜宮楼は玄げん武ぶ王おうと同種の超生物。その心金が生み出す魔力は莫ばく大だいなものとなる。つまり、その力を利用して、春はる賀が晴はる臣おみを迎え撃つつもりなのでは？

　ルナ・フランソワもうなずく。

「だから灰色卿はあっさり撤退したのね。ハリーをここへおびきよせるために。決戦の場が竜宮楼になれば、むしろ幸いだと考えて……」

「フットワークの使えないボクサーみたいなものか……」

　足を使えないボクサーは、接近戦を挑んで不器用に殴り合うしかない。だからこそ灰色卿はハルの前から一時撤退して、自分に有利な土俵へもどったのだ。

「妾が気づいたことはそんなところだ。あとはおまえたちで上う手まいようにやれ」

　ふたたび魔銃が沈黙する。火之迦具土の意識は再度の眠りについたのだ。

　ハルはひとまず、この大宮廷の構造を考えてみた。

　竜宮楼のだだっぴろい甲こう羅らの上。その中心部には政務用とおぼしき壮そう麗れいな大宮殿がいくつも集まっている。巨大ガメの首の付け根あたりには、居館と思われる小さめの宮殿が一〇近くも軒を連ねていた。おそらく女王のための後こう宮きゆうだろう。

「このダンジョンの攻略、すっとばす手はないかなあ」

「そうね。織おり姫ひめさんと悪あく路ろ王おうが心配だし、迷宮探索に時間をかけたくないものね」

「まあ、捕らえた十じゆう條じよう地じを人質に──なんて真ま似ね、ドラゴンはしないだろうけど」

「上位種の戦闘フリークっぷりがありがたく思えるの、こういうときだけよね……」

　ここであえて、ハルは地面にどかっと腰をおろした。

　闇やみ雲くもに体を動かすよりも、まず頭を使うべき局面なのだ。ルナも同意見なのか隣にすわり、のびやかな白い両足を投げ出す。

「自軍陣地にもどった灰色卿との戦闘は避けるべきよ。彼は竜宮楼の心金から魔力を引き出して、元竜王の実力を存分に発揮できるわけだし」

「ただ、その〝心しん金がねに頼っているところ〟は向こうの弱点でもあるな」

　指摘してから、ハルは肩をすくめた。

「こっちにはそこにつけこめる戦力がないけど」

「ハリーが紅ぐ蓮れんの女王を実在化させても、活動時間が短いものね」

　すこしふてくされた顔でルナ・フランソワはつぶやく。

　竜王級に対して戦力外である現状があいかわらず腹立たしいのだろう。しかし、ルナは不意に表情を和やららげ、探るような視し線せんをハルに向けた。

「ねえハリー。あなた、最近ずいぶんと疲れやすいようね？」
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「この頃はいろいろ忙しかったし、徹夜と夜更かしも続いたからねえ」

　一瞬だけ口ごもってから、ハルはすぐに答えた。

　こんなことを訊きくルナ・フランソワの意図はなんとなく読めたので、なるべくのんきな声を出すように意識しながら。しかし、金髪の魔女はさらに言う。

「それって三、四〇代のおじさんのセリフよ。でも、ハリーはまだ一〇代の男の子。仮眠二時間で半年以上も働かせたってなんとか乗り切れる年代よね？」

「その労働環境、ブラックすぎない？　漫画家やゲーム会社じゃないんだから」

「あなたの現在の疲労状況──過労や生活習慣よりも『女王の力』を得たことが原因じゃないかって、私はひそかに仮説を立てたのだけど」

「…………」

「あなたが遅刻をはじめた時期、ちょうど雪ゆき風かぜの姫と戦闘した直後からだし」

　軽口で矛先をそらそうとしたら、ずばりと核心に切り込まれた。

　ハル自身もひそかに疑っていた可能性だ。しかし、身近な仲間たちに相談するのもためらわれる疑惑であるため、あえて口には出さなかったのだが。

　ハルは沈黙し、自分の胸をさする。

　かつて紅蓮の女王が宿していた心金は、ここに収まっている。

「まあ、この件についてはもうすこし検証を重ねるべきよね。今の段階では保留しておきましょう。でもハリー、これは然しかるべき時が来たら、きちんと向き合わなければいけない問題よ。そのときは可能なかぎり協力するから」

「……ありがとう」

「とりあえず、女王の力は濫らん用ようしない方がいいでしょうね。ここぞというときにだけ、切り札として使いなさい。わかった？」

　狡こう猾かつで計算高いはずの魔女が真人間っぽく人を気遣う。それが本人も照れくさいのか、ルナ・フランソワはすこし怒ったような口ぶりだった。

　ハルはそこをおかしく、また微笑ほほえましく思った。

　誰だれよりも器用なルナがこういうときだけ不器用だったとは──。

「ところでハリー。あなた今、私の足を見ていた？」

「ええっ!?」

　いきなり爆薬を投げつけられて、ハルは大いに焦った。

　今、ふたりは宮殿の石畳に腰をおろし、ならんで話をしている。

　自分はあぐらで、ルナは両足を投げ出していた。そして、ハルはずっと真剣な表情を前方に向けていた。しかし、である。視し線せんは無意識のうちに横へ動いていたのだ。

　隣にいる金髪の美少女をなんとなく視界に入れるために。

　ルナ・フランソワは彼女の定番である、半はん袖そでの黒いワンピースを着ていた。

　その下は紫のキャミソール。大胆に開いた胸元も魅惑的だが、深くスリットの入ったスカートも重要だ。

　裂け目から見える太ももの白さと肉感。すらりとした素足のまぶしさ。

　しかも、ルナは靴ではなく、夏らしく涼しげなサンダルをはいている。だから、足先の爪つめがきれいな桜色で、絶妙な形にととのえてあるのまで見て取れる……。













「こ、これは男の性さがというか、ミツバチが花の蜜みつに誘われるようなものでねっ」

　あきれ顔のルナ・フランソワへ、ハルは反射的に弁明した。

「でもさ。君、前に言っただろ。僕とのスキンシップを愉たのしむことも恋人ごっこの内容にふくまれるって。だとしたら十分セーフラインのはずじゃ──」

「あんなのは只ただの営業トーク。ハリーをたぶらかすための八百のウソのひとつ」

　美び貌ぼうを不機嫌そうにしかめるルナ。ハルは愕がく然ぜんとした。

「あっさり認めた!?　いやまあ、そうだろうとは思っていたけど」

「にもかかわらず、ハリーは私の脚線美をイヤらしい目つきで眺めて、それどころか露天風呂では一糸まとわぬ玉ぎよく体たいを汚らわしい野獣のまなざしで陵りよう辱じよくするという暴挙まで敢かん行こうしたのよね。まさに下げ郎ろうの所行、下げ衆すの極みというべきかしら」

「僕の人格をそこまで否ひ定ていしなくても……」

「否定どころか破壊してあげても、私の良心は一切痛まないのよ？」

　口元は微笑ほほえんでいるくせに、ルナの目には蔑さげすみと静かな怒りが充みち満みちていた。

「もうこれ以上はないってくらいの男の子が天文学的な確率で発見できたときだけ、気が向いたら見せてあげてもいいと思っていた芸術的肉体なのに……。あんな形で盗み見るなんてハリーはとんだこそ泥ね。私の顧問弁護団を連れてきて訴えようかしら」

「べつに盗んだわけじゃないけどね……」

　しみじみとぼやいてから、ハルは訊たずねた。

「ところで、どんな男ならオーケーだったのさ？」

「私、容姿にはあまりこだわらない方なの。その代わり、若さ・才能・才覚・ステータス・財力・包容力をまんべんなくそなえていないと駄目よ。あと、私を自由奔ほん放ぽうに生きさせてくれる放任主義者じゃないと、お話にならないところね」

「そんな男、この地球上に実在するはずないだろ!?」

「べつにいいのよ。一生ひとりでいたって全然かまわないのだし」

　言いたい放題の少女を前にして、ハルはいつしか苦笑していた。

　口も悪いし、性格も温厚とは言いがたい魔女。ルナ・フランソワはついに作為的な人当たりのよさを放ほうり捨てて、ハルに向けて毒を吐きまくっていた。

　しかし、彼女に〝誘惑〟されていたときよりも不思議と居心地がよかった。

　これもある意味、肚はらを割ってつきあっている状態だからか。

　そう、ハルもルナもおたがいに──。その瞬間だった。不意に確信がこみあげてきた。今なら、おそらく可能なのではないかと。

　ハルは隣にすわる少女に向けて、右みぎ掌てのひらをのばした。

　手のひらに《弓の秘ひ文も字じ》が浮かびあがる。ルナ・フランソワはその掌を見て、ハッとした表情になった。そして、すこし躊ちゆう躇ちよしてから無言で彼女も左手をのばし──

　ふたりの手と手が組み合わさった。

　直後、ルナの左手の甲に《弓の秘ひ文も字じ》が顕あらわれる。盟めい約やくの成立だった。

「なんだか拍子抜けするくらい、かんたんに済むのね……」

「まあ、紆う余よ曲きよく折せつがいろいろあったけどねえ」

　魔女は脱力気味につぶやき、。ハルの方は肩をすくめる。しかし、新たに得た戦力が思考を一気に加速させてくれた。

　直後、ふたりはほぼ同時に立ちあがり、早口に言った。

「ルナ。ちょうどいいから、このまま派手なのを一発ぶちかまそう」

「ハリー。最大威力の攻撃で敵にプレッシャーをかけましょう。灰はい色いろ卿きようと織おり姫ひめさんの居場所がわからなくても、おびき出してしまえば関係ないもの」

　せっかく敵陣地に招待してもらったのだ。

　ならば状況を利用して、敵のふところで暴れまくる。そのために必要な火力を運よく確保できたのだから──。どうやら同じ作戦を思いついたらしい。

　やはり、春はる賀が晴はる臣おみとルナ・フランソワは似たもの同士でもあるのだ。

　その再発見がふたりをそろって微笑させた。

「打ち合わせは必要ないようね。なら、やりましょうハリー！」

　ついに竜りゆう弑ごろしのルーンを得て、ルナ・フランソワは高々と左手をあげる。

「星よ、私の魔法使いを虹にじの向こうから連れてきて！　グリンダは実在化と同時に疑ぎ似じ神格を臨界まで高めて、必ひつ滅めつ之の法ほうを準備！」

　ハルたちの上空に五ご芒ぼう星せいが顕れ、『∞』の形になり、さらに魔獣へ変化する。

　三つの頭部を持つオレンジ色の獅し子し、〝南の善よき魔女〟グリンダである。その右肩より生えるドラゴンの頭と、左肩より生える黒山や羊ぎの頭。それぞれの額に白金色のルーン文字が忽こつ然ぜんと顕れる。

　傾いた半月に一本の筋が入った刻印──。《弓の秘文字》だった。

　空中に浮かぶグリンダはいまや魔力を全開にして、臨戦態勢だった。その余波を受けて、念入りにかけた隠おん密みつ系魔術が吹き飛んでいく。

　しかし、いいのだ。ハルたちにはもう隠れるつもりはないのだから。

　グリンダは軽やかに飛ひ翔しようし、甲こう羅ら中央部の上空へ移動した。

　ここの真下には、ひときわ立派な宮殿があった。

　北京ペキンの故宮でいえば、太たい和わ殿でんにあたる建造物だろう。明朝および清朝の歴代中国皇帝の御み名なのもと、数々の式典が行われた宮廷の中心である。

「標的はこのバカでかいカメの体内、竜宮楼の心金だ」

「でも、竜宮楼ろうはあの玄げん武ぶ王おうと同系統の生物。しかも大きさは一〇倍……。タフネスもそうかもしれないから、やっぱり最強のカードを切るべきね。ハリー、あれを使わせて」

「もしかして《射陽の神弓》？　でも、君の消耗もだいぶ大きいよ？」

　ハルたちが使える必ひつ滅めつ之の法ほうのなかでは、まちがいなく最強の一撃なのだが。

「アーシャもルサールカに疑ぎ似じ神格を二重発動ダブルキヤストさせて、あれに必要な魔力をしぼり出したくらいだし。たぶん、ルナは戦闘不能になるはずだ」

「でも必要なことよ。それに、ハリーには隠し球があるでしょう？」

「何だい、それ？」

「織おり姫ひめさんは第三階かい梯ていの魔女。第五階梯の私やアーシャとはちがって、まだ二重発動ダブルキヤストを使いこなせないはず。その彼女に《射陽の神弓》を使わせた裏技──何かあると私は見こんでいたのだけど、ちがう？」

　まさか、ハルと織姫だけの秘密にうすうす気づいていたとは。

　さすがというべきルナ・フランソワの聡そう明めいさに、ハルは舌を巻いた。

「私はここで力尽きるわけにいかないの。おねがい、ハリー！」

　繰りかえし要よう請せいされて、ハルは躊ちゆう躇ちよした。

　彼女の言い分は実にまっとうだし、理にかなっている。反対する理由は皆かい無むだ。しかし、あの方法をルナに対して実践するということは……。

　逡しゆん巡じゆんと抵抗がハルの心を大いに揺さぶる。

　だが、その間にもルナ・フランソワは攻撃準備を進める。

「グリンダ！　私の指示したタイミングで最大威力の魔術射撃を敢かん行こうして！」

　ルォォォォォォォォォォォォォ……。

　ハルたちの上空でグリンダはうなり、パートナーに応こたえる。

　低い吠ほえ声ごえだが、揺るぎない闘志に満ちていた。三頭の獅し子しもついにやってきた反撃の機会をよろこんでいるようだ。こうなったら──やるしかない。

　ハルは覚悟をかためて、ルナの背後に移動した。

　おもむろに右腕をのばし、そして、彼女の体の前面に手をまわした。

　次いで、アメリカ生まれの魔女が常に存在感を誇示させるバストふたつ──その左側をむんずとつかんだ。《弓の秘ひ文も字じ》が浮かぶ右手の掌てのひらで。

「へっ？」

　らしくないことに、ルナ・フランソワは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　対して、ハルは右手にぐっと力を込める。

　このやわやわな感触と、みっしりした量感。とんでもないサイズだった。それでいて極上の弾力がハルの掌と指をしっかりと押し返してくる。

　おそらく、『Ｇ』とアルファベット表記される境地に達しているのではないか……。

　感動にまかせて分析しながら、ハルは右掌から膨大な量の魔力を流し込む。

　もちろん、ルナ・フランソワの左胸に宿る心臓めがけて。













「きゃああああああああああああああああああああああああっ!?」

　絹を裂くような悲鳴がルナの唇からほとばしり、これが合図となった。

　魔女の心臓を経由して、ハルが発した魔力はグリンダに伝わる。獅し子し型リヴァイアサンの頭部は黒山や羊ぎ・竜のそれもふくめて同時に咆ほう哮こうする。

　ルォォォォォォォォォォォォォンンンンンンンンンッ！

　直後、巨大な獅子の全身が轟ごう々ごうと燃える焔ほのおにつつまれた。

　さらにグリンダ自身と同じほどに大きな〝黒い鏃やじり〟が左右に顕あらわれる。この鏃もまた紅ぐ蓮れんの焔をまとい、巨大な火矢と化した。

　そして、燃えるグリンダと左右の鏃は三本の矢として突撃していった。

　ハルたちが立つ地面──超巨大なカメ型怪生物・竜宮楼ろうの甲こう羅らめがけて。堅けん牢ろうきわまりない甲羅を破り、巨体の内部を深々と抉えぐるために。

　トンネルを掘り抜くようにして竜宮楼の心臓部まで到達し、心しん金がねを貫く──。

　それがグリンダたちの役目だった。





　　　　３






「うむ。まずはひとつ、準備がととのった」

　鎖の竜りゆう弑ごろしを使うドラコニアン・灰はい色いろ卿きよう。彼はぼそりとつぶやいた。

　あいかわらず織おり姫ひめと悪あく路ろ王おうを拘こう束そくした広場にいる。だが、すこし前まではこの広場に存在しなかったオブジェがひとつ、誕生していた。

　高さ三〇メートルほどの透明な三角柱である。

　灰色卿が長々と瞑めい想そうしたあと、おもむろにルルク・ソウンの高等魔術を使うと、広場の石畳から唐とう突とつに生えてきたのである。

　この三角柱と同じ建造物を織姫は目撃したことがあった。

　それは、かつて白しら坂さか羽は純ずみの『蛇へび』水み無な月づきを捕らえた魔術の柱であった。

　小モノリスというべき透明な三角柱は竜りゆう蛇だ型リヴァイアサンの血を吸って深しん紅くに染まり、ドラゴン上位種ソスを癒いやす秘薬になったという──。

「や、やっぱり、悪路王の血をそこに吸いこむつもりなの!?」

「知っていたのか、巫み女こよ。左様である。かの器に雌竜の血をたくわえておくのだ。かつての我が肉体を復活させる際には必ず役立つであろう……」

　予測が当たり、織姫は大いに動転したのだが。

　小モノリス出現の数十秒後、空に見覚えのある魔獣を見み出いだした。

　グリンダである。しかも、黒い鏃やじり──《弓の秘ひ文も字じ》の力が具現化した武具を従え、全身が焔ほのおにつつまれている状態であった！

　もちろん、灰色卿も火か焔えんの獅し子しと化したグリンダに気づいた。

「弓の僭せん主しゆめ、やはり来ていたのだな」

　グリンダとふたつの鏃は、織姫たちの二〇〇メートルほど先の空に浮いていた。

　真下には、この竜宮城の中枢部分とおぼしき壮そう麗れいな宮殿が建っている。グリンダとふたつの鏃はそのまま矢のように急降下していった。

　焔をまとった獅子たちは眼下にあった宮殿にまず体当たり。

　古き中華風の建造物を吹き飛ばし、爆散させた。そして、速度と勢いを一切ゆるめないまま地中へ──否いな、竜宮楼ろうの甲こう羅ら内部へと突入していく！

「ならば、当方も万ばん全ぜんの備えで迎え撃つまで……」

　陰気につぶやくなり、灰色卿の全身が塵ちりとなって崩壊した。

　直後、地面がぐらぐらと大いに揺れた。立っていた織姫は「きゃああっ!?」とバランスを崩し、しりもちをついてしまう。震度にして五か六はありそうな激しさだった。

　しかし、揺れはほんの十数秒で収まった。

「あ痛たたたた……春はる賀がくんとルナさん、助けに来てくれたのね」

　おしりの痛みを堪こらえながら、織姫は安あん堵どする。

　また、足首を拘束していた鉄鎖が消えていることにも気づいた。ドラコニアン形態の灰色卿が崩れ去るのと同時に消滅したようだ。

　見れば、悪あく路ろ王おうを縛っていた鎖も忽こつ然ぜんと消きえ失うせている。

「あの灰色のドラゴン、近くにいないのかしら？　どう、悪路王？」

　白き狐こ狼ろうは九尾を揺らして起きあがりながら、クォォォンと啼ないた。パートナーの織おり姫ひめにはわかる。肯定のうなり声だった。

「そうなると、やることはひとつしかないわよね……」

　悪路王に向けて、織姫はうなずきかけた。

　何が起きているのか詳細は不明だが、とにかく自由の身になれた。何より仲間がこの竜宮楼ろうまで迎えに来てくれたのだ。なんとしても合流しなくては！

「悪路王、空に向かって思いっ切り光線を吐いてみて！　あと、犬がやるような感じで遠とお吠ぼえして、みんなに居場所を教えるの。おねがい！」




　ハルとルナ・フランソワがついに撃ち放った《射陽の神弓》。

　行使の直前、グリンダの背後には二一個のルルク・ソウンの秘ひ文も字じが顕あらわれた。意味は『我、射陽の神弓を以もつて天を衝つき、日輪を殺あやめん』。

　この必ひつ滅めつ之の法ほうの要よう訣けつを書きしるした、超高等ルーンの聖句である。

　かくして、グリンダとふたつの黒い鏃やじりは灼しやく熱ねつの焔ほのおをまといながら竜宮楼の堅けん牢ろうな甲こう羅らをかち割り、トンネルを掘くつ削さくするように体内の奥深くへと突き進んでいった。

　一方、ハルは地上──正しくは甲羅の上にいる。

　しかし、灼熱の矢が視界のなかに存在しなくとも、竜宮楼の心しん金がねめがけて突き進んでいる状況は目で見るように把握できた。これも神弓の射手の特権なのだ。

　グリンダとふたつの鏃はつつがなく竜宮楼の心室に到達。

　そこは体長一キロもある超生物のサイズにふわさしく、人間界のドーム球場並の広さであった。その中心に直径十数メートルはあろう球体が鎮座していた。

　球体は深緑色だった。これが竜宮楼の心金なのだ。

　グリンダたちを矢とする《射陽の神弓》はそのまま心金に襲いかかった。

　だが、心金の前に分ふん銅どう付きの鎖が忽然と顕れた。もちろん灰はい色いろ卿きようの竜りゆう弑ごろしだ。鎖は破は邪じやのシンボル〝五ご芒ぼう星せい〟を描いていた。これが障しよう壁へきとなってグリンダと鏃ふたつの前に立ちはだかり、神弓の威力を受け止めたのである。

　爆風と猛火がはじけ、鎖の五芒星を打ち破ろうと力を振りしぼるが──

　かなわなかった。

　鎖の五芒星は魔術防御に特化した必滅之法であるはずだ。

　星のまわりを囲むようにルルク・ソウンの秘文字が一八個も顕れている。

　意味は『護法の星せい辰しんよ、我を疾とく庇ひ護ごし給たまえ』。さすがの神弓も竜宮楼の甲羅を破ったうえで、さらに鎖の魔術障壁を蹴け散ちらすことは無理だったのだ。

　ルォォォォォォォォォォォォォォン……。

　標的の破壊に失敗し、矢として送りこまれたグリンダは悔しげにうなる。

　そして、やにわに消きえ失うせた。盟めい約やく者しやのもとに帰還すべく、実在化を解除したのだ。




「まあ、どうせ防がれるだろうとは思っていたけどね」

　閉ざしていた両目を開けて、ハルは肩をすくめた。

　竜宮楼ろう体内の攻防を『視覚的に把握する』ため、あえて本来の目を閉ざしたのだ。春はる賀が晴はる臣おみの体は今も竜宮楼の外部、甲こう羅ら上の宮殿にいる。

　しかし、体内に攻撃を仕掛ける方法は手のなかにあった。

　右手の魔銃を無造作に空へ向け、《見けん敵てき》と《照準》の魔術を使う。

　引き金をひき、三点バーストで撃ち放つ。銃口より放たれた三つの光弾は軽やかに飛ひ翔しようし、グリンダが開けた穴を通って竜宮楼の心室に飛び込んでいった。

　魔導の銃ならではの、デタラメすぎる遠距離射撃だ。

　三つの光弾で狙ねらったのは竜宮楼の心しん金がねではない。そのそばにわだかまる霊体──肉眼では見えない、魔術的視覚でのみ視認できる霊的存在だった。

　火ひ之の迦か具ぐ土つちと同じ元竜王にして亡霊・灰はい色いろ卿きようの魂こん魄ぱくである。

　ハルはふたたび目を閉ざし、弾丸の行く末を見届けた。三発の光弾はかつての竜王を射貫く寸前で、鉄鎖にはたき落とされた。

　もちろん《鎖の秘ひ文も字じ》だ。敵の防備に隙すきはなさそうだった。

「灰色卿は心金のそばに立てこもって、籠城するつもりみたいだな……」

　機動力を捨てて、防御を万ばん全ぜんとする戦術。

　敵が最終防衛ラインまで引き、全魔力をそちらに集めた影響だろう。竜宮楼内部で探査系魔術が使用可能になっていた。だからこそ、敵が地下にいると今も《見敵》で感じ取れたのである。

「その銃を貸してもらえる、ハリー？」

「あ、うん。それよりルナ。これなら十じゆう條じよう地じを探すこともでき、そ、う──」

　反射的にリクエストどおりにしたら、ルナ・フランソワは渡された魔銃を『ちゃきっ』と両手で構え、九ミリの銃口をハルの心臓に向けた。

「遺言があったら、三〇秒以内に言って頂戴。可能なかぎりハリーの意向に沿う形で処理してあげる。あなたを射殺したあとで」

「え、ええと、き、君はどうしてこんなことを!?」

「訊きくまでもないでしょう？　あなたはあろうことか私の胸を、バストを、誰だれにもさわらせたことのない聖せい域いきを不作法に揉もみしだき、蹂じゆう躙りんして、汚してしまったの！　その大罪をつぐなうために、おとなしく殺されなさい！」

「そういえばそうでした……」

　ルナは激しい怒りをあらわにしながら、肩で息をしていた。

　二重発動ダブルキヤストほどではないが、あのやり方も消耗が激しい。彼女には休息が必要なはずだった。にもかかわらず、疲労した体で銃をハルに向けている。

　ハルの方は慣れてきたおかげか、ルナほど疲れていない。すぐに弁明をはじめる。

「ど、土下座と五ご体たい投とう地ちと好きなだけ殴る蹴けるで容よう赦しやしてもらえると、本当に助かるんだけど。できれば射殺じゃなくて……」

「どうせハリーは銃弾くらいじゃ死なない体になってるじゃない！」

「まさにおっしゃるとおりで……。あ、じゃあ、せめて急所をはずして欲しいかな……」

　やはり『いきなり揉もむ』はやりすぎだった。

　怒れるルナ・フランソワの目に光るものを見て、思わず言ってしまった。

　後悔と罪悪感がこみあげてきたのだ。また、たしかに今の自分は地上数百メートルの高さから落ちても『痛ててて……』で済んでしまうデタラメぶりだった。

　刺されるか撃たれる程度の目に遭わなくては謝罪にならない、かもしれない。

「いい覚悟ね。じゃあ遠慮なく──！」

「そ、そこで躊ちゆう躇ちよしない君がすごく予想どおりだよ！」

　ルナは即座に狙ねらいをハルの耳に変えて、引き金に指をかけたのだが。

　魔銃の引き金は微動だにしない。そういえば、このハンドガンは春はる賀が晴はる臣おみだけが使える専用ウェポンなのだ。

　役立たずの魔銃を手にルナ・フランソワは愕がく然ぜんとし、そして──

「もう……。あんな目に遭わされたのに仕返しのひとつもできないなんて……」

　へなへなと金髪の魔女はへたりこみ、ぐすぐすと泣き出してしまった！

「る、ルナ？」

「さわられちゃった……。それどころか、思いっ切り力を込めて揉みしだかれたあげく、あああああ、あんなふうに変な気分にさせられて──」

「えっ？」

　ルナ・フランソワは悄しよう然ぜんと泣きながら、うなだれている。

　そういえば必ひつ滅めつ之の法ほうを放ち、ハルの手が量感あふれるバストから離れた直後。

　彼女はアルコールに酔ったかのように腰砕けになり、へたりこんだ。そして、白い美び貌ぼうの頬ほおをほんのりと赤らめ、はあはあと息を荒げながら、潤んだ瞳ひとみでハルのことをしばらく呆ぼう然ぜんと見あげていたような──。

　あのときのルナの表情からはいくつかの感情が読み取れた。

　困惑、動揺、それから陶酔めいた何か。とにかくハルは謝罪することにした。

「その……とにかくごめん。君の心臓を経由して、グリンダに僕の秘ひ文も字じから魔力を送る必要があったから仕方なく──」

「仕方ないなんて理由で、私の胸をさわったの!?」

「は、白状すると『せっかくの機会だし』と思った事実は否ひ定ていできないけど……。なんといっても君はきれいだし、魅力的だし、それに」

「それに何!?　どうせむっつりでえっちな動機なんでしょう！」

「あ、いや。君の性格というか本性、実は結構好きだし。僕と考え方が似てる分、すごく親近感がわくというか。それに僕みたいなのと同じ穴の住人のくせに（アーシャとちがって）しっかり女の子でお嬢さましてるのも面白くて新鮮だしさ」

　ちなみに（）内は口にはせず、考えるだけにとどめた。たとえアーシャであっても、こういうときに他の女子の名前を出すのはまずい気がしたからである。

　ハルの述じゆつ懐かいを聞いて、ルナは大きく息を吐き出した。

「……ハリーはやっぱり変人ね。たいていの男の子は私の本性を知ると『裏切られた！』みたいなこと言って逃げ出すか、怒るか、泣き寝入りするのに」

「そういう男子の気持ちも理解できるけどねえ……」

　とりあえず涙が止まったらしいルナへ、ハルは言った。

　彼女のワンピースの胸元──かなり大胆に開いた部分をちらっと眺めてから。

「それにそういう男子の気持ちをもてあそんだり、あえて露出の激しい格好で相手を刺激する君にも問題あるような」

「いいじゃない！　こうやって男の人を振りまわすのが愉たのしいんだから！」

「やっぱり、君はいい性格してるよ」

「ふんだ。そんな私が結構好きだとか言ったくせに」

「まあね。そういうところも君の魅力かなって思うくらいには好きだよ」

「────!?」

　ルナは泣いたせいで赤くなった両目を見開き、ハルをにらんだ。

　しかし、その目に宿るものは怒りではなく、鋭い知性と情熱の輝きだった。

「若さと才能は問題なし。才覚はまだ未知数、でも前途は有望。ステータスと財力はこれからがまさに伸びざかり。包容力はこれで意外とあるのかもしれない。ハリー自身が自由でいたい性格だから、過剰に干渉してくる可能性も低い……」

「ど、どうしたんだい、ルナ」

「あなたの品定め」

「へっ？」

「私を『好き』だと言ったでしょう？　そのオファーに応こたえてステディな関係を築くべきかどうか、検討しているの」

「ええええっ!?　そ、そういう意味じゃなくて、友達としての『好き』だよ！」

　注釈を付け加えたハルへ、ルナ・フランソワは冷ややかに言った。

「とかいって、私を性的な目で見ているくせに？」

「…………」

「私の胸をしっかり揉もみしだいて、あんな気持ちにさせたくせに？」

「い、一体どんな気持ちになったのさ!?」

「……ないしょ」

　頬ほおを赤らめながら子供のようにそっぽを向くルナ・フランソワは、反則的なほどに可愛かわいかった。思わずハルは見み惚とれてしまった。

「私はたぶん、突然のショッキングな体験でハリーとの距離が一気に縮まったと錯覚しているはず。それをきっと胸のときめきとはきちがえている。とどめに『好き』の一言が心の隙すきに染みこむ形になって、変なことを考えちゃってるとも思う……」

「そ、そこまで自己分析できているなら、この話はもういいじゃないか」

「でも、この錯覚に身をまかせてみるのもいいかもしれないって気がするの……。その程度にはハリーのこと、真剣に考えてもいいように思えてきたし」

「…………」

「考えてみたら、私、腹黒いうえにひねくれ者だもの。ハリーくらい風変わりな男の子が相手の方が上う手まくやっていけると思わない？」

　この手の事案について、かなり思い切りのよい性格だったらしいルナ・フランソワ。

　彼女は唖あ然ぜんとするハルへ、じとっとした視し線せんを投げかけてきた。

「でも、ハリーったら織おり姫ひめさんにも同じ行為をしたのよね」

「あ、なんというか──うん。戦闘の成りゆき上、いろいろあって合意のもとで……。ところで、そろそろ銃を返してくれないかな？」

　引き金をひけない魔銃だが、その銃口をルナはふたたびハルの心臓に向けていた。茫ぼう洋ようとした目つきなので、殺意ゆえというより無意識の行動に見えたが。

「駄目。まだ貸しておいて。それでハリー、最初に告知しておくけど」

「う、うん」

「たぶんハリーが思っている以上に私はお金持ちだから、手切れ金が必要なら全額出してあげる。でも関係を持続させるつもりなら、織姫さんはあくまで内縁関係にとどめて頂戴。子供ができたら春はる賀が＝グレゴリー家の養子に迎えてもいいから」

「は、はい？」

「私は現実主義者だし、男の子がどれだけえっちな生き物かも知っているつもり。二ふた股またを禁止した結果、隠れて浮気されるのも腹立たしいし」

　じっとハルを見つめながら、ルナ・フランソワは言った。

「だから無理に別れろと言うつもりはないの。その代わり、私とその他大勢の間にきちんと線を引いて頂戴ね。でないと私、めざわりな女を撃ち殺してしまうかも。もしかしたら、勢いあまってハリーのことも」

「…………」

　春はる賀が晴はる臣おみの心臓に銃口を向けながらルナは宣言し、ハルの方は呆ぼう然ぜんとするしかなかったのだが。やにわに遠とお吠ぼえが聞こえてきた。

　クオオォォォォォォォォォォォンンンン──。

　数百メートル向こうで犬科の獣が咆ほう哮こうしている。聞き覚えのある吠ほえ声ごえだった。

「悪あく路ろ王おうだ！」

　ハルが叫んだ瞬間、宮殿の一角から赤い光線が空へと駆けあがっていった。

　まるで照明弾のようだった。巨大なカメである竜宮楼ろう、その頸けい部ぶに近い方から光は放たれたように見える。リヴァイアサンが吐く熱線の息ブレスであった。

「きっと十じゆう條じよう地じが居場所を報しらせるためにやらせたんだな」

「さすが私の競争相手というところかしら。ねえハリー、彼女のように前途有望な人材を無為に失いたくないの。さっきの件、きちんと検討しておいてね？」

　無む茶ちや振りするルナ・フランソワは、すがすがしいほどの澄まし顔だった。





　　　　４






　ハルとルナ・フランソワはまず熱線の見えた方角へ向かった。

　建造物の多い宮廷だが、繰りかえされる遠吠えを頼りに悪路王と織おり姫ひめがいる広場にたどり着くことはむずかしくなかった。

「ふたりともありがとう！　助けに来てくれたのね！」

「おたがい無事に合流できてよかったよ。……ところで十條地、その格好は？」

　感激している織姫と再会するなり、ハルは訊たずねてしまった。

　灰はい色いろ卿きようにさらわれたとき、彼女は裸にバスタオルという格好だった。

　そして、今はペリーダンサーのような赤い衣を身にまとっている。といっても、きちんとした服ではない。おそらく、その辺にあった細長い絹布をバストの周囲に巻きつけ、もうすこし幅の広い絹布をスカートとして腰に巻いたのだ。

　布が落ちないようにぎゅっと強く結んで、即席衣装の完成だった。

　ちなみに、肩にも長方形の絹布を羽織って、ショール代わりにしていた。

「き、着るものがないから、その辺の建物に入って探してみたの。とりあえず布だけは見つけることができたから、こんなふうにしてみました……」

　恥ずかしげに身をすくませながら、織姫は教えてくれた。

　新しい衣装は生地も薄く、おなかもおへそもむき出しで、彼女のすばらしいプロポーションをむしろ強調している感すらあった。それが恥ずかしいのだろう。

　しかし、ハルは大いに感動した。すばらしい。

「いやあ。かなりの力作だと思うよ。うん、すごくいいな」

「む、むっつりの春はる賀がくんにそう言われたら、ますます恥ずかしくなるじゃない！」

「でも、いいものはいいわけだし。それに露出って点では水着と大差ないような……」

「それはそうだけどコスプレみたいで照れくさいし！　じっくり見ちゃダメ！」

　ハルと織おり姫ひめが言い合っていたときだった。

　不意にルナ・フランソワが服を──黒のワンピースを脱ぎ捨てた。下に着ていた紫のキャミソールだけという、あられもない格好になってしまう。

　当然、目のやり場に困る事態になり、ハルは動転しつつも凝ぎよう視ししてしまった。

　ルナ・フランソワは織姫以上のボリュームを誇る肢体の持ち主ぬしなのだ。

「ど、どうしたのルナさん!?」

「私も織姫さんに合わせて、衣替えしようと思って」

　驚く後輩魔女の前で、キャミソール姿の金髪美少女はあでやかに微笑ほほえんだ。それからハルに流し目を送り、軽やかに言う。

「どうハリー？　これなら彼女に見劣りしないでしょう？」

「あ、うん。もちろん」













　一枚脱ぐだけで印象を一変させたルナの手際に、ハルはどきっとした。

「た、ただ、寝室じゃないんだから、ラフすぎる気もするかな……」

「でも、男の子はハリーしかいないし、ハリーは見せて困る人じゃないもの」

　ルナは微笑ほほえみをキープしたまま、さらに言う。

「ふふっ。自然に振る舞うだけで強敵になる織おり姫ひめさんに対抗するためには、この私といえども一瞬たりとも気が抜けない──。やっぱり常在戦場の心がけが必要みたいね」

「強敵って……わたしたち仲間同士じゃない？」

　人間関係の急すぎる変化にハルは戸惑い、ルナは優雅にマイペース、事情を知らない織姫は首をかしげつつも苦笑する。

　宣戦布告としては優美すぎる口調で、ルナ・フランソワはさらに言う。

「もちろん仕事の場ではそうよ。でもプライベート──ハリーを巡る女同士としては、きっと織姫さんが最強最大の敵になるでしょうね。おたがいがんばりましょう？」

「……は、春はる賀がくん。ルナさんって今、英語でしゃべってた？」

　唐とう突とつなライバル宣言に狼ろう狽ばいしたらしく、織姫はこちらに話を振ってきた。

「わ、わたし、意味がちょっとわからなかったわ。通訳して、おねがい！」

「大丈夫、全部日本語だったよ。まあ、その、なんていうか」

「かんたんな話よ。私、打算とか計略を抜きにして、ハリーを愛してしまったの。だから、現在ハリーと最も親密な異性・織姫さんが私にとってのボスキャラというわけね」

「えええええええええええーっ!?」

　十じゆう條じよう地じ織姫の驚きよう愕がくに心の底から同意したいハルだった。

　自分の人生にこんな超展開がいきなり起こってしまうとは。ある意味で、竜りゆう弑ごろしのルーンを得たときに匹敵するサプライズだ。

　一方、ルナ・フランソワはひとり冷静に言った。

「ところで、織姫さんは拘こう束そくされていなかったのね？」

「え、ええ。途中まではあの不思議な鎖で縛られていたわ。でも、灰色のドラゴンの人といっしょに鎖も消えてしまって。だから、みんなに合図できたの」

「たぶん、私たちが《弓の秘ひ文も字じ》で竜宮楼ろうの心しん金がねを狙ねらったときね」

　ルナの考察にハルもうなずいた。

　あのとき灰はい色いろ卿きようは全魔力をかき集めて、《射陽の神弓》を防いだのだろう。魔力不足のせいで彼はドラコニアン体や鎖、検知妨害の魔術を維持できなくなったはずだ。

「なら、邪じや魔ま者ものがいなくなったことだし──」

　すこしの間、ここに来た本来の目的に立ちもどろう。

　ハルはさっき返してもらった魔銃を見つめて、「起きてるか？」と呼びかけた。

「今、起きた。寝たり起きたりを何度も繰りかえさせるな。面倒くさい」

「悪いけど、すこしの間だけ勤勉の美徳にめざめてくれよ。案内して欲しい」

　魔銃の内部で、不機嫌かつ眠そうにつぶやいた火ひ之の迦か具ぐ土つち。

　しかしハルの要求に応こたえて、行くべき方角と場所、めざすべき目印を教えてくれた。

　そのまま三人で歩を進めること十数分──。

　ハルたちがやってきたのはみごとな花園だった。世話をする者などいないはずなのに、色とりどりの花々が咲き乱れている。その一角に黒い石ころが転がっていた。

　ほとんど丸みのない、鋭角的な石である。

　石せき英えいに似ている。しかし、ハルはそうでないことを知っている。

「燧すい石せき、だっけ……。覇者の秘ひ文も字じに力を吹きこむ燧ひうち星ぼしのかけら──」

　全すべての智ち慧えある竜が求めるという秘石にして至宝。

　竜りゆう弑ごろしを巡る冒険の発端。春はる賀が晴はる臣おみの父がなぜか隠しもっていた謎の石。

　仰ぎよう々ぎようしく宝箱に収めるでもなく、こんな花園に転がしておくとは──。それも曲くせ者ものの火之迦具土らしい、というところか。

　実際、前もって知らされてなければ、ここで宝探しをしようと思わないはずだ。

「放置する度胸さえあれば、たしかに悪くない隠し場所か……」

　魔術的視覚で燧石を眺めてみた。が、何も視みえない。

　この手の方法では魔性を検知できない石なのか。さすが、ドラゴンたちが必死に探しても容易に発見できない秘宝であった。

　ハルは燧石をどかし、仲間たちにうなずきかける。

「悪あく路ろ王おう、ここの地面を掘りおこして。大急ぎでおねがいね！」

「グリンダ。あなたもいっしょにやって頂戴！」

　魔女たちの声に応えて、白き狐こ狼ろうと三頭の獅し子しが実在化する。

　最小サイズである体長三メートルほどの体たい躯くで。が、それでも人間界のどんな家畜もしのぐ大きさとパワーである。四つ足の獣である悪路王とグリンダは前肢を器用に使い、みごとなスピードで花園の地面を掘りおこしていく。

　数分後、土から出てきたものは石の棺ひつぎだった。

　棺をふさぐ石のフタは重い。悪路王の九尾のひとつでどかしてもらう。なかにはカラカラに干ひ涸からびた木み乃い伊らが入っていた。ただし人間ではなかった。

　半人半竜。ドラコニアン形態のドラゴン上位種が木乃伊と化した姿であった。

「こいつは昔どこかで戦死した僭せん主しゆらしいよ。その亡骸と竜弑しを火之迦具土はキープしておいたんだ。《弓の秘文字》に何かあったとき、予備の武器として使えるように」

　ハルは木乃伊の右手を見た。掌てのひらに十字架の形をした刻印がある。

　弓、剣、矢、鎖に次いでハルたちが見み出いだした、五番目の竜弑しであった。

「誰だれかが所有している竜弑しを強引に奪う場合──たとえ相手が死体であっても、その成功率は四割を切るって話だ。でも、こいつには移植成功率を高める魔術が長年かけて仕込んであるそうだから……」

「どのくらいの成功率になるの、春はる賀がくん……？」

「大体、六から七割くらい」

「確率論的には、分ぶの悪い賭かけではないようね」

　織おり姫ひめとのやりとりにルナ・フランソワがうなずいた。さらにハルは言う。

「うん。まあ、今回も幸運の女神さまである十じゆう條じよう地じから御ご利り益やくをもらっているし、期待感はあるよ」

「えっ？　わたしが幸運の女神なの？　どうして？」

「ほら、ガラドと戦ったとき。あのときは君のあれを見たおかげでいろんなことが上う手まくいったと思うんだよね。ちょうど昨日の露天風呂でもばっちり──」

「春賀くん！　ルナさんもいる前で変なこと言ったら、わたし怒るからねっ」

「……さすがね織姫さん。私たちの知らないところでも着々とハリーとの好感度上昇イベントを積みあげているなんて。恐ろしい人」

「そ、そういうのじゃないのっ。最初のときだって羽は純ずみがいたもの～！」

　にぎやかな女子二名の声を聞きながら、ハルは燧すい石せきをつかみ取った。

　木み乃い伊ら化したドラコニアンの右みぎ掌てのひらへ押しつける。ここに刻まれた十字架型の刻印を入手できるかは、運と魔力次第──。

　手にした燧石へ魔力を注ぎこむべく、ハルは息を吸いこんだ。

「それでハリー。この文字は何の武具を意味しているの？」

「刀、だってさ。火ひ之の迦か具ぐ土つちが言うには結構あつかいにくい文字らしいけど」

「刀の文字……。《剣の秘ひ文も字じ》の親戚みたいな感じかしら？」

　ルナは興味深げに、織姫は不安そうに十字架型のルーンを見つめる。

　まさに勝負の瞬間だった。魔力を送りこんだ途端、新たな秘文字へ押しつけた燧石は粉々に砕け、ハルの右手は肘ひじあたりまで焔ほのおにつつまれた……。




　そして、数十分後。

　さっき《射陽の神弓》で開けた大穴を通って、ハルたちは最深部に到達した。縮小させたグリンダの背に乗り、織姫、ルナ・フランソワと共にここまでやってきたのだ。

　規格外に巨大なカメ型生物にして動く城・竜宮楼ろう。

　その心室はハルが神弓の射手として知覚したとおり、ドーム球場並に広かった。

　意外と明るい。心室の壁と天井がほのかな光を放っているからだ。ほぼ中央あたりに直径十数メートルの球体が鎮座している。色は深緑。竜宮楼の心しん金がねだった。

　心室の床から生える細長い管が二、三〇本ほど心金に絡みつき、癒ゆ着ちやくしていた。

　もしかしたら、人体でいうところの血管なのかもしれない。

　ハル、そしてルナと織おり姫ひめも魔術的視覚を発動させて、心しん金がねの付近を眺めた。

　かつて竜王だった亡霊・灰はい色いろ卿きよう。彼の霊体はそこにいた。

「念のため確認しておくけど、ここで停戦して僕たちと共存するつもりはない？」

「愚問であるな、弓の僭せん主しゆ。そのような真ま似ね、竜の種族の流儀にあらず」

　ハルの声に応こたえて、灰色のドラコニアンが実在化する。

　火ひ之の迦か具ぐ土つちの童どう女じよ姿と同じだろう。灰色卿はその霊体に残された貴重な魔力を使い、生前の姿を一時的に復元させたのだ。だから《射陽の神弓》の防御に全魔力を注ぎこんだとき、この姿は消滅してしまった……。

「すでに我らは戦いはじめている。我もそなたもいまだ壮健である以上、ここで休戦などという世よ迷まい言ごとは言ってくれるな」

「だろうねえ。幽霊のあんたが壮健ってのは悪い冗談だけど」

　肩をすくめるハルに、灰色卿はうそぶく。

「ふふふふ。感謝するぞ、僭主よ。魂こん魄ぱくとなって黄よ泉みがえり、この城に流れ着いたはいいが、そのまま幾百の歳さい月げつをまどろみのなかで閲けみしてしまった……。そなたらの発した呼び声でようやく目覚めることができた……」

「ってことはじゃあ、何日か前まで休眠状態だったのか」

　ハルはため息をつきたくなった。

　まさか、自分たちの来訪が寝た子ならぬ竜王を起こすとは……。

「このうえはそなたの眷けん属ぞくである雌竜どもを奪い、その血を用いて復活の秘薬を錬れん成せいするとしよう。ふふ、これ即すなわち我が覇道の復興である」

「ドラゴンの体を復活させるために？　たいして意味がないと思うけどなあ」

　元竜王の宣言を聞きながして、ハルはぼやいた。

「リヴァイアサン一体から何回分の薬ができるか知らないけどさ。どうせ制限時間付きの復活だろ？　本物の竜王相手に戦えば、一ラウンド持もち堪こたえるので精一杯だよ」

　魔導の杖でもある魔銃が教えてくれる。

　復活の霊薬。竜王の亡なき骸がらすら一時的に復活させる神秘の霊れい験げんを秘める。ただし、火之迦具土やハルが使う女王復活の法とあくまで同程度の効果しかない……。

　しかし、灰色卿は昂こう然ぜんと大笑した。

「かまわぬ！　ふたたび闘争のなかで死を得ることができれば本ほん懐かいである！」

「さすが竜王級。常識が通じない戦闘フリークね」

「わたしたち以外の魔女と『蛇へび』が狙ねらわれたら危ないし、ここで戦うしかないのね……」

　ハルの背後にひかえていたルナと織姫のささやきである。

　織姫を救出できた時点で撤退する選択肢もあった。しかし、それは将来の禍か根こんとなりかねない。『蛇へび』を狙ねらって、灰はい色いろ卿きようが夜ごと奇襲を仕掛けてくる危険性もある。

　だから、ハルたちは敵のふところにあえて乗りこんだのだ。

「こうなったら、やるしかないか……。十じゆう條じよう地じはすこし休んでてくれ」

「え、ええっ」

「ハリー！　私はいつでも大丈夫。いきましょう！」

　ぎこちなく織おり姫ひめはうなずき、ルナ・フランソワが勇ましく訴える。

　そして、最小サイズで実在化させていた三頭の獅し子しグリンダがやにわに膨張──本来の体格にもどっていく。ハルは叫んだ。

「紅ぐ蓮れんの女王！　グリンダに力を授けてくれ！」

　すかさずハルの目の前で、赤き巨竜《紅蓮の女王》が実在化する。

　女王の肉体は体長十数メートルにもどったグリンダと融合し、オレンジ色の体毛を持つ三頭獅子に新たな姿をもたらした。

　グリンダの背中と腹まわりに紅こう玉ぎよく造りの甲かつ冑ちゆうが出現し、防備をかためる。

　ついで、漆黒の火砲が左右の脇腹に一門ずつ装着された。

　これが〝南の善よき魔女〟グリンダの女王形態であった。左右の火砲から、いきなり赤い光弾が射出される。計二発の砲撃。標的はもちろん灰色卿だった。

「ほう！　女王の力と眷けん属ぞくの合身であるか！」













　ドラコニアン形態の灰はい色いろ卿きよう。その体を真珠色の光が取りまく。

　僭せん主しゆと竜王のみが行使できる、不ふ朽きゆうの加護だった。グリンダの砲撃二発はこの加護によって受け止められた。

　そして、灰色卿は不敵に哄こう笑しようする。

「はははは。ならば、我もかつての我にもどらねばなるまい」

　身の丈たけ二メートルほどだったドラコニアンの体がふくれあがっていく。

　たちまちグレードラゴンの巨きよ躯くに変化してしまった。体長十数メートル、すらりとした後うしろ肢あし二本で立つ姿は意外と人間に近い。

　灰色卿は背中の長大な翼を広げ、グリンダを威い嚇かくする。

　しかし、敵の弱点はすぐ目の前にある。隣にいるルナへ、ハルは目配せした。

「さっきと同じ手でやろう。本体は無視するってことで」

「そうね。あちらの生命線は竜宮楼ろうの心しん金がねですものね。──グリンダ！」

　竜宮楼の心金が生み出す魔力を吸い取って、灰色卿は活力源としている。

　逆を言えば、その活力源を破壊すればいいだけ。ルナ・フランソワの号令に応こたえて、グリンダがふたたび二発の砲撃を放つ。

　狙ねらいはもちろん竜宮楼の心金だった。深緑色の巨大な球体に屠と竜りゆうの砲撃が飛ぶ。

　すると、灰色卿は心金の前に仁王立ちし、我が身を楯たてにして砲撃二発を受け止めた。

「むう」

　うめいた灰色卿は真珠色の光をまとっていた。不朽の加護だ。

　加護のおかげでグレードラゴンの肉体は無傷である。しかし、不朽の加護がいつまでも使える防具でないことをハルたちは知っている。

　そのまま攻勢に出て、灰色卿を守備一辺倒に追い込もうとした瞬間だった。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じよ。この心金を我に融合せしめよ！」

「なんだって!?」

　灰色卿は右前肢をのばし、すぐそばに鎮座する竜宮楼の心金に接触した。

　掌てのひらと心金の接点に一二個のルルク・ソウン記号が顕あらわれる。

　それは三重の意味『縮小・咀そ嚼しやく・吸収』を持つ複合配列だった。

　ハルは愕がく然ぜんとした。直径十数メートルはあろう竜宮楼の心金が見る間に縮み、灰色卿の掌に乗るほどのサイズになったからだ。

　灰色卿は魔術で小さくした心金を──ごくりと呑のみこんだ。

　竜宮楼の心金が生み出す魔力を全すべて我がものとするため、そして弱点を体内に隠すため、丸まる呑のみにしたのであろう。

「もう同じ手は使えないか……」

「ハリー、こうなったら真っ向勝負でいきましょう！」

　ルナが叫んだ瞬間、灰はい色いろ卿きようは新たな魔術を使った。

　ルルク・ソウンの魔術記号が八個、鋭角的なフォルムを持つドラゴンの頭上に浮かびあがる。さらに元竜王はつぶやく。

「射の神技においては紅ぐ蓮れんの女王、剛ごう猛もうなるいくさぶりでは紅あかき炎帝、陰いん惨さんなる魔道の妙技では黒の雷帝がそれぞれ最高の達者であった……」

　唐とう突とつな昔語りを聞きながら、ハルは読み取った。

　今、出現した秘ひ文も字じの配列の意味を。すなわち『拳けん経けい神しん力りき』であった。

「拳けんの経文？　ってことはつまり──」

「そして、我が身は剛強にして剽ひよう悍かん、勁けい烈れつ……。その威をとくと味わうがよい」

　うそぶいた瞬間、グレードラゴンの巨体が跳んだ。

　翼を広げて飛ひ翔しようしたのではない。脚力と全身のバネを活いかして、跳躍したのである。その身のこなしはしなやかであり、軽やかだった。しかも、目にもとまらぬほど速い。

　疾風のごとき跳躍で、灰色卿はグリンダをあざやかに跳び越えた。

　そのまま三頭獅し子しの背後に音もなく『すっ』と着地する。

「グリンダ、あなたも加護を──」

　敵が跳んだ瞬間に指示していたルナはさすがだった。

　が、最後まで言い終える前に灰色卿は跳躍と着地を終え、攻撃まで繰り出していた。いきなりの跳躍に続く、またしてもドラゴンらしからぬ技──回し蹴げりで。

　おまけに蹴り足には鎖が巻いてあった。《鎖の秘文字》である。

　ぎりぎりで不ふ朽きゆうの加護が間に合った。

　グリンダの全身を真珠色の光がつつみこみ、竜りゆう弑ごろしの蹴りをはじき返す。

　このときハルの心臓がずきんと痛んだ。不朽の加護が受け止めたダメージは、使用者の心しん金がねをわずかずつ痛めつけるのである。しかも、灰色卿の攻撃は終わらない。

　彼は足だけでなく、いつのまにか両手にも鎖を巻いていた。

　ゆえに、二撃目は右拳の中段突き。

　竜弑しの拳でグリンダの三つある顔面のひとつ、黒山や羊ぎの鼻はな面づらを打ち抜こうとした。次いで、ふたたびの回し蹴り。これはグリンダの右肩を狙ねらって。

　もちろん不朽の加護に守られて、獅子型リヴァイアサンは無傷である。

　しかし、ハルの心臓をつづけざまに鈍どん痛つうが襲ってくる。

「撃ち返して、グリンダ！」

　ルナ・フランソワの指示で、グリンダは左右の大砲を三連射した。

　しかし、灰色卿は風のような身のこなしでふたたびグリンダの背後に降り立ち、右腕を大きく振る。拳に巻いていた鎖をほどき、鞭むちのごとく振るったのだ。

　鎖による一撃がグリンダの加護を打ちよう擲ちやくし、ハルの心臓をまたも痛みが襲う。

「弓の僭せん主しゆよ。これが灰はい色いろ卿きようの流儀である。すこしつきあってもらおう」

　ドラゴンでありながら拳けん法ぽうめいた技と流れるような動き。

　ルナ・フランソワがあきれ半分、感心半分という口調でつぶやいた。

「あれはおそらく身体強化フイジカルエンチヤントの魔術、なのでしょうね。まさかドラゴンの世界にも格闘家マーシヤルアーテイストがいたなんて……」

「変わっているのは秘ひ文も字じだけじゃなかったのね……」

　織おり姫ひめもハルに寄りそいながら、つぶやいている。

　度重なる痛みのせいで胸を押さえていたら、そばに来てくれたのだ。ハルは心配そうな顔の織姫にうなずきかけながら、深呼吸した。

　予想以上に厄介そうな敵。だが、勝負はまだこれからなのだ。





　　　　５






　仮眠から目覚めたアーシャは甲板までやってきた。

　海上自衛隊の多目的支援艦、その艦上である。春はる賀が晴はる臣おみ、十じゆう條じよう地じ織姫、ルナ・フランソワ・グレゴリーが失踪したのは、昨日の昼頃だった。

　あれから一六時間以上が経過している。すでに夜が明けつつあった。

　しかし、消えた三人の行方は杳ようとしてわからない。

「たぶん命に別状はないと思いますけど……」

　アーシャはつぶやいた。最悪の展開が頭に思い浮かばないのは、持って生まれた楽天家の気き質しつゆえ──とは言い切れない。

　すくなくとも晴臣との間には、眷けん属ぞくの盟めい約やくという魔術の絆きずながあるのだ。

　その絆がアーシャに『勘』という形で彼の生存を教えている、のかもしれない。

　とはいえ、失踪した三人を捜す手がかりは皆かい無むだった。現在、この艦は伊い豆ず諸島のひとつ三み宅やけ島じまの近海に停泊中である。

　海自に要よう請せいして、日中は消えた晴臣らを捜索する作業に従事してもらった。

　が、成果はなし。アーシャは甲板上を歩きながら眉まゆをひそめた。はたして捜索二日目に何らかの手がかりが得られるだろうか？

　時刻はまもなく午前五時を迎えるという早朝だった。

　白みはじめた空。東の水平線から顔を出しつつある明け方の太陽。

　そして、艦の上空にはエメラルド色の竜りゆう蛇だ型リヴァイアサンが浮遊していた。金色に輝く二枚の羽を背より生やしている。水み無な月づきだった。

　付近の海域から魔術の気配を何か感じ取れないか、感覚を研ぎすましているのだ。

「羽は純ずみさん、交代します」

「あ、はい。でもアーシャさん、もうすこしだけいいですか……？」

　アーシャが声をかけたのは、甲板の端っこにいた白しら坂さか羽は純ずみだった。

　水み無な月づきのパートナーでもある心やさしき少女は心配そうに海を見つめていた。夜明けの曙しよ光こうを受けて、太平洋が薔ば薇ら色いろに染まっている。

　失踪中の三人が心配で、仮眠を取ることもむずかしいのだろう。

　アーシャは無言でうなずいた。羽純と肩をならべて、海を眺める。

「羽純さんは今日中に東京新都へ帰還してください。状況が変わりましたから、あちらに一名だけでも魔女をもどそうと思います。新都方面で緊急事態が起きる可能性もありますし」

「は、はい」

　アーシャのきびきびとした通達に、羽純はこわばった面持ちでうなずいた。

「私はひとまず一週間、こちらで晴はる臣おみたちとタコ頭の怪物を捜索します。結果がどうであろうと、八日目には新都へ帰還するつもりです」

「い、一週間だけなんですか!?」

「はい。それだけ捜しても手がかりがない場合は、一度仕切り直すべきだと思いますし」

　努つとめて事務的な口調で言ってから、アーシャは肩をすくめた。

「まあ、あれです。織おり姫ひめさんはタフそうですし、ルナも憎まれっ子世にはばかるで長生きすることは確実な人材です。晴臣だってゾウに踏まれても壊れない体になっています。そうそう妙な事態にはなっていないでしょう」

　後輩魔女の不安をわずかでもほぐすための、気休めだった。

「あの三人よりも、私たちはむしろ新都の方を心配すべきです」

「は、はい。そうかも……しれませんね」

「それにもうすこし捜索してもらったら、どこかの無人島に漂着した三人があっさり見つかるかもしれませんし」

「ろ、ロビンソン・クルーソーみたいですね」

「三人は魔術を使えますし、晴臣はその手のサバイバルに慣れています。あのおじさんとフライデーのコンビより生存率は高いはずですよ」

　そのときだった。ラァァァァァァァ──と、上空の水無月が歌うように鳴いた。

　羽純が即座に目を輝かせ、パートナーを見あげる。

「本当なの、水無月!?」

「どうかしましたか？」

「水無月が魔法の気配を感じ取ったそうです！　それも先せん輩ぱいの──弓の文字の力を！」

「──！　晴臣たちがいる大体の位置、水無月に感知させることはできますか!?」

「え、ええと、だいぶ離れたところで使われたみたいなので、位置とかはよくわかりませんけど……方角なら大丈夫です。向こうの方だって水み無な月づきが言ってます」

　羽は純ずみが指さした方向を見て、アーシャはうなずいた。

　今はまさに夜明けの刻限。暁あかつきの太陽が東から昇っている真っ最中だ。そして、羽純の人差し指は南の方位を示していた。




　あろうことか拳けん法ぽう使い（！）だったドラゴン、灰はい色いろ卿きようとの対決。

　一方的な展開になっていた。グリンダが至近距離から繰り出す砲撃は次々と避よけられ、逆に灰色卿が繰り出す拳こぶしと蹴けりは的確に獅し子し型リヴァイアサンの体を捉える──。

　このような攻防がすでに五分以上も続いている。

　灰色のドラゴンの両手に巻かれた竜りゆう弑ごろしの鎖はさながら籠こ手て、両足に巻かれた鎖は脚きや絆はんのようであった。

　灰色卿はときどき巻いていた鎖をほどき、鞭むちの代わりに振るいさえする。

　打撃の数々で打ちのめされるたび、グリンダを守護する不ふ朽きゆうの加護は真珠色の光でダメージを防ぎ、三頭の獅子を竜弑しから守護する。

　しかし、そのたびにハルの心臓＝心しん金がねにはダメージが蓄ちく積せき。

　ひっきりなしに心臓を襲う鈍どん痛つうのせいでハルの脈拍は大いに乱れている。鏡を見れば蒼そう白はくになった顔が映るはずだ。呼吸も荒い。

　対して灰色卿は、涼しい顔で拳法の技をのびやかに駆使する。

　不朽の加護を使ったのは、竜宮楼ろうの心金をかばったときだけだった。

「このままじゃ春はる賀がくんだけがすぐに参ってしまうわ！」

「みごとに足をすくわれたよ。キャラが地味だからって油断したわけじゃないけど……」

　息を呑のむ織おり姫ひめの隣で、ハルはつぶやいた。

　雪ゆき風かぜの姫、火ひ之の迦か具ぐ土つちといった女性陣に比べると元竜王・灰色卿は決して印象強いキャラクターとは言えず、地味な印象があったのだ。

　まあ、特技が『拳法』というのも、やはり地味といえるかもしれないが。

「あれね。バトル漫画のなんとか四天王みたいな敵幹部だったら、ひとりだけ地味で人気のない中年武闘家って感じのキャラよね、彼」

　軽口とは裏腹に、ルナ・フランソワは眼光鋭く灰色卿を見つめていた。

　しかし、この苦戦も折りこみ済みだった。かつては雪風の姫らと肩をならべた実力者が相手である以上、追い込まれて当たり前──。

　苦境を跳ね返すための仕掛けは、すでにはじめている。

　ハル、織姫、ルナの三人は目配せを交わし、〝その瞬間〟にそなえた。

　そして、ついに灰色卿が言い放ったのである。

「屠と竜りゆうの鎖よ、必ひつ滅めつ之の法ほうを以もつて我が竜弑しを成就せしめよ！」

　劣勢のグリンダにとどめを刺すべく、魔力を全開にして。

　さらに灰はい色いろ卿きようはグレードラゴンの凶猛な顎あぎとを大きく開き、三〇本近い数の鉄鎖を吐き出した。さながら焔ほのおを吐き出すように。

　これらの鎖がグリンダを守る不ふ朽きゆうの加護に絡みつき、巻きついていく。

　灰色卿の頭上にルルク・ソウンの秘ひ文も字じが一六個も顕あらわれる。意味は『天てん牢ろうの獄ごく吏りにして処刑者たる鎖よ、第二の任を果たせ』であった。

　約三〇本の鎖がグリンダごと不朽の加護を締めあげる。ハルは直感した。

　これは標的の五体を鎖で拘こう束そくし、そのまま四肢と頸けい部ぶをねじり切る荒技なのだと。

「く──っ！」

　ハルの心臓を激痛が襲う。今までの鈍どん痛つうなど、これに比べれば遥はるかに生ぬるい。まるで糸状の刃が数十本もハルの心臓に巻きつき、がんじがらめにし、八つ裂きにしようとしているような──。

　口から鮮血がこぼれる。しかし、ハルたちが待ちかまえていた瞬間だった。

「ふたりとも頼むよ……！」

「ええ！　待ってて春はる賀がくん、すぐに楽にしてあげる！」

「グリンダ、疑ぎ似じ神格の使用を中断！　加護の強化に全すべての魔力をつぎこんで！」

　織おり姫ひめが力強く請け合い、ルナ・フランソワはすばやく指示する。

　するとグリンダがまとう真珠色の光──不朽の加護がわずかに輝きを増した。ハルの心臓を襲う激痛もすこしだけ弱まる。

　そして、グリンダを鎖で拘束する灰色卿。

　彼の背後にいきなり九尾の狐こ狼ろうが出現した！　今までグリンダの疑似神格《幻影》で姿を透明にしたうえで、待機させていたのである。

　雪ゆき風かぜの姫も一時あざむいた透明化の幻術。同じ手て管くだを今回も使ったのだ。

　灰色卿の防御が最もおろそかになる瞬間──必ひつ滅めつ之の法ほうの使用直後を狙ねらうために。

「刀を抜いて、悪あく路ろ王おう！」

　すかさず織姫が叫ぶ。悪路王は九尾の狐狼。その最も右端にある尾の先端に『刀』が装着された。竜弑しの刀が忽こつ然ぜんと出現したのである。

　ゆるく湾曲した刃の凜りん然ぜんたる美しさは、日本刀に酷こく似じしていた。

　悪路王の『刀』を装着した尾がゴムのようにのび、剣士の腕のごとく新たな武器を操って、背後から灰色卿に斬きりつける！

「やはり来たか、白きまがいものよ！」

　しかし、灰色卿は背後からの一ひと太た刀ちを尾で受け止めた。

　ドラゴン上位種の長い尾を触手のように動かして。いつのまにか尾にも竜りゆう弑ごろしの鎖が巻かれていた。悪路王の襲来を折りこみ済みだったのだろう。

　鎖付きの尾は悪あく路ろ王おうの『刀』に巻きつき、それ以上の攻撃を封じ込む。

　が、その瞬間に織おり姫ひめが指示した。

「悪路王、二に太た刀ち目め！　火の魔法もいっしょに使って、斬きり込んで！」

　灰はい色いろ卿きようが「なに!?」と驚きよう愕がくする。

　悪路王の九尾。その左端の尾から、もう一振りの『刀』が生えたからだ。

　新たな刀のゆるく反った刀身は、紅ぐ蓮れんの焔ほのおにつつまれていた。この燃える刀を悪路王の尾は鋭く振るい、今度こそ灰色卿の背中と両翼を大きく斬り裂く！

　二刀流──織姫と悪路王は二振りの刀を同時に使い、元竜王を追い込んだのだ。

「おおおおおおっ！」

　ついに灰色卿が咆ほう哮こうする。怒りと苦痛ゆえに。

　そして、このときを逃さずにルナ・フランソワも号令する。

「グリンダ！　疑ぎ似じ神格を二重発動ダブルキヤストして──《射陽の神弓Solar Fall Down》！」

　ルォォォォォォォオオオオオオオオオオッ！

　黒山や羊ぎと竜の頭部を併あわせ持つ獅し子し型リヴァイアサン。

　今まで防戦一方だった女王形態のグリンダが勇ましく吠ほえ、その全身はいきなり真っ赤に燃えあがった。そして、我が身を燃えさかる神弓の矢として、焔の獅子は灰色卿めがけて飛びかかったのである。

「護法の星せい辰しんよ、我を疾とく守護せよ！」

　灰色卿のすぐ前で鎖が高速で動き、五ご芒ぼう星せいの形を描こうとする。

　しかし、その完成よりも先に射陽の矢グリンダが体当たりに成功。一瞬の躊ちゆう躇ちよもなしに最大攻撃を繰り出したルナの決断が功を奏したのだ。

　悪路王も神弓の威力に巻きこまれまいと、さっと跳びのく。

　燃えるグリンダはそのまま灰色の巨体をはじき飛ばしながら、駆け抜ける──。

　直後、グレードラゴンの巨きよ躯くは爆発を起こした。これによって竜の胴体が爆散し、さらに左右の前肢、後うしろ肢あし、頸けい部ぶ、尾といったパーツの数々も焔につつまれ、あっけなく燃え尽き、灰になっていく。

　戦闘能力に比べて、灰色卿はいちじるしく打たれ弱かったのだ。

　やがて焔の燃焼も終わり、静寂がもどってきた。

「結局のところ、一時的に復活させたゾンビもどきだもんなあ……」

「機動力と攻撃力は生前のパラメーターに近い数値を取りもどせたけど、ＨＰヒツトポイントは一ひと桁けた台がせいぜいだった……そんなところかしら……」

　ハルのつぶやきにルナ・フランソワが相づちを打つ。

　ようやく心臓の痛みから解放されて、ハルはやっと一息ついていた。

　対してルナは顔色が真っ青だった。足下もふらつき、今にも倒れこみそうだ。『蛇へび』に疑ぎ似じ神格を二重発動ダブルキヤストさせた代償である。

　金髪の撃げき墜つい王おうは全身の精気を使い果たし、擬似的な低血糖症に陥ったのだ。

　パートナーが力尽きたため、女王形態のグリンダはすでに消えている。

　獅し子しの姿をした相棒の代わりにルナ・フランソワをうしろから支えたのは、さっと駆けよった織おり姫ひめだった。

「大丈夫、ルナさん？　帰ったら何か甘いものをごちそうするわ。学校前のコンビニで最近売り出したキャラメルフラペチーノ苺いちご大福の中華まんとかはどう？」

「ありがとう、織姫さん……。ただ、そういう冒険者すぎる食べ物はちょっと……」

「ふふっ。春はる賀がくんも昔、同じようなことを言っていたわよ」

「それはやっぱり、ふつうの人間はアーシャみたいにいかないもの……」

　窮地を脱した安あん堵ど感かんと勝利のよろこびが女子ふたりの口を軽くしているようだ。

　ハルも大きくうなずいて、彼女たちの方へ歩みよる。

　とどめを刺した弓の竜りゆう弑ごろしと、逆転のきっかけとなった二振りの刀。それらの武器を示す刻印がハルの右手に顕あらわれている。まず掌てのひらの部分に《弓の秘ひ文も字じ》。そして、手首のあたりに十字架の形をした《双刀の秘文字》──。

　確率論と幸運の女神のおかげで獲得できた、新たな竜弑しである。

　二刀使いなど制御のむずかしい性質がいくつかあり、あつかいづらい。そう火ひ之の迦か具ぐ土つちに聞いていたが、ひとまず有効活用できた……。

　ハルは魔銃を呼び出してみた。

　形状が変わっている。いつもは九ミリの自動拳けん銃じゆうだが、今はその銃身の下に刃渡り一五センチの銃剣が装着されていた。

　弓と双刀の秘文字を同時に操るための臨時形態であった。

　が、銃を向けるべき敵はもう──ここでハルはハッとした。十数メートル先でグレードラゴンの頭部が燃え残っていた。しかも、無傷のまま。

　その顎あぎとが大きく開き、太く長大な鎖を三本も吐き出したのである。

　クオオォォォォォォォンンンンッ！

　鎖のうち二本がまず悪あく路ろ王おうにぐるぐると巻きつき、拘こう束そくしてしまう。

「加護を頼む！」

　ハルはとっさに魔銃へ指示。織姫とルナもふくめて真珠色の光がつつみこむ。

　不ふ朽きゆうの加護はぎりぎりのところで三本目の鎖を跳ね返してくれた。しかし、鎖は生ける大蛇のごとく動きを止めず、不朽不滅のバリアーに巻きつく。

　ドラゴンをも捕縛できるサイズの鎖が一巻き、もう一巻き。そこでついに動きを止めたが、ハルは見た。自分たちの前に顕れたルルク・ソウンの文字列を。

　意味は『天てん牢ろうの獄ごく吏りにして処刑者たる鎖よ、第一の任を果たせ』であった。

　不ふ朽きゆうの加護を解けば最後、ハルたち三人は鎖に押しつぶされるだろう。

「だったら！」

　ハルは目の前の巨大な鎖めがけて、銃剣付きの魔銃を向けた。

　フルオートで連射。必ひつ滅めつ之の法ほうである。さっき使った弾丸はすでに補充され、弾倉内部の全弾三〇発が屠と竜りゆうの銃撃となって襲いかかる。

　しかし、戒いましめの鎖にいくつかの擦すり傷を残しただけであった。

「灰色のドラゴン、まだ生きていたの!?」

「まだ地獄に墜おちていなかったなんて、さすが死にぞこないの亡霊ね……」

「──いいや。我が覇道はこのまま潰ついえ、我はふたたび黄よ泉み路じに墜ちることとなろう。弓の僭せん主しゆよ、口くち惜おしいがそなたたちの勝利である」

　織おり姫ひめの驚きよう愕がくとルナの毒舌への返答。

　それはドラゴンの頭部が発した灰はい色いろ卿きようの声だった。

「そなたの力に敬意を表し、ふたつ置きみやげを遺のこした。まずは我が最期の秘術──かつて一千匹の竜を虜りよ囚しゆうとした屠竜の縛ばく鎖さである」

　おだやかな声でのつぶやきだった。

　もしかしたら灰色卿は死後も亡霊として一暴れできたことで、それなりに満足したのかもしれない。しかし、発言内容は遺言状であり挑戦状であった。

「今ひとつはそなたを葬るための墓地である。この城と共に逝ゆくがいい」

「……へっ？」

　ハルは唖あ然ぜんとし、すぐに気づいた。

　自分たちを取りかこむ心室──竜宮楼ろう体内の壁や天井、床がいつのまにか白く変色し、しかも石化していた。竜宮楼も死亡したのだ。

　灰色卿の肉体と共に心しん金がねを砕かれたのだから、考えてみれば当然だ。

　しかし、石化した天井にルルク・ソウンの秘ひ文も字じが五つ、大きく刻まれている。

「……『灼しやく熱ねつと爆裂』の記号？　まさか竜宮楼ごと僕らを吹き飛ばすつもりか!?　こうして必滅之法で拘こう束そくして、逃げられないようにして！」

「うむ。そなたは察しがよいな、弓の僭主よ」

「こんなクイズに正解したってうれしくないよ！」

　心室の床が地震でも起きたかのようにぐらぐら揺れはじめた。

　ときどきガツンガツンと真下から突きあげるような衝撃も伝わってくる。そのうえ低く重厚な爆発音までもが次々と遠方から響いてくる……。

　竜宮楼の爆発と崩壊がすさまじい速度で進行中なのだ。まちがいなく。

「この城ももう長くは保もつまい。道連れとなりたくなければ、我が鎖を断ち切るために死力を尽くすがいい。さらばだ」

　これが亡霊・灰はい色いろ卿きようの正真正銘、最期の言葉であった。

　今までグレードラゴンの頭部に宿っていた魔力が完全に消え去る。灰色の元ドラゴン王はついに第二の死を迎えたのだ。

　だが、その竜頭が口から吐いた三本の鎖は尚なおも健在だった。

　ハルたち三人を守る加護の光、そして悪あく路ろ王おうにひきつづき巻きついたまま。必ひつ滅めつ之の法ほうによる拘こう束そくは一切ゆるんでいない！

「グリンダはもう戦力外。ハリーの切り札も通じない……」

　疲ひ弊へいしきった体と精神に鞭むち打うって、ルナ・フランソワがつぶやいた。ふらつく体でハルによりそい、かぼそい声で訴える。

「頼みの綱は悪路王だけ……そうなるかしら……」

「一応、こういうときに役立ちそうな切り札はあるみたいだけど……」

「だったら、悩んでいる暇はないわ！」

　ハルたちのつぶやきを聞いて、織おり姫ひめがあざやかに言い放つ。

　経験は不足気味でも、果断さと剛ごう毅きさをあわせもつ少女なのだ。織姫は左手の甲に顕あらわれた十字架型の刻印、《双刀の秘ひ文も字じ》をパートナーに向ける。

　白き狐こ狼ろうも二本の鎖によって拘束されていた。

　振りほどこうと幾度も身をよじっているが、まったく効果は出ていない。

「悪路王！　刀の文字を使って必殺技──準備して！」

　盟めい約やくの絆きずなが秘文字の使い方を織姫に教えたのだろう。

　小気味よく指示するクラスメートを助けるため、ハルも最強の力を託す。

「女王の力も使って、全力でやってくれ！」

　クオオオオオォォォォォォォォォォォォォンンンンッ！

　高らかな咆ほう哮こうで応こたえた悪路王。紅こう玉ぎよく造りの甲かつ冑ちゆうが忽こつ然ぜんと顕れ、白き狐狼の背中と脇腹に装着される。さらに、背の装甲には紅玉色の金属アームも加わる。

　工業用のロボットアームにも似た『腕』は二本あった。右腕と左腕だ。

　背中の二本腕が竜りゆう弑ごろしの刀を一振りずつ持つ。そして、二振りの刀をまるで左右の翼のように広げてみせた。悪路王の二刀流であった。

　しかし、屠と竜りゆうの鎖はいまだ狐狼と二刀を拘束したまま──。

「まず鎖を切って。その次はあのドラゴンの頭を攻撃！」

　それでも織姫は命じる。悪路王が獰どう猛もうにうなる。

　この直後、織姫が目配せをしてきた。ハルに向けて。口では言いにくい何かを訴えかけるように、恥ずかしげに。意味は明白だった。

　これから使うのは《射陽の神弓》に匹敵するらしい必滅之法。

　行使に必要な魔力が織姫単独では生み出せないのだ。ハルは即座にうなずいた。織姫はちらりとルナを見やり、一瞬だけ躊ちゆう躇ちよしてから、それでも意を決して抱きついてくる──。

「頼む、十じゆう條じよう地じ！」

「ええ、まかせて！」

　正面から飛び込んできた織おり姫ひめは、ゆたかな胸のふくらみを押しつけてきた。

　もちろんハルの胸──心臓に、である。紅ぐ蓮れんの女王が用いた心しん金がね＝心臓は桁けたはずれなほど膨大な魔力を瞬時に生み出し、織姫の心臓に送りこむ。

「ん──んんんんんっ！」

　織姫の唇から切なげな吐息と、どこか甘やかな声がもれてきた。

　そうしてハルから得た魔力は織姫の心臓経由で悪あく路ろ王おうに伝わり──獰どう猛もうだった白き狐こ狼ろうの貌かおが急におだやかになった。全身が黄金の光につつまれる。

　この光に照らされて、悪路王を拘こう束そくしていた二本の鎖がボロボロと崩れた。これは邪じや法ほうを退しりぞけ、聖なる獣を祝福する駆く邪じや顕けん正せいの光明なのだ。

　悪路王の頭上には、ルルク・ソウンの秘ひ文も字じが一九個も輝いていた。

『我、辟へき邪じやの双刀を招き奉る。悪あしき邪竜に熾し天てんの制裁を下さん』

　この文字列をしたがえた悪路王は、いまや自由の身である。しかし。

「ど、どうして動かないの、悪路王!?」

　ハルに抱きついたまま、織姫がとまどう。

　あとは飛びかかって、あの頭部とハルたちの鎖を断ち切るだけ。だというのに、悪路王は微動だにしない。灰はい色いろ卿きようが遺のこした頭部を涼やかな目で見据えるのみである。

「……それじゃ駄目、織姫さん。悪路王が神様みたいになりすぎている」

　不意にささやいたのは、織姫の隣に来たルナ・フランソワだった。

　自力で立つこともままならないほど消耗しているのだろう。金髪の美少女もハルによりかかってきた。日本人少女と同じようにハルにしがみつき、密着する。

「あの子の殺気をもっと引き出さなきゃ。これから使う必ひつ滅めつ之の法ほうは、聖なる祝福を受けた神刀で殺さつ戮りくという悪行を為なす──そういう矛盾した術なのよ」

　ルナの左手の甲にも《双刀の秘文字》が浮かんでいる。

　そのルーンと特級魔女の素養が二刀使いの要よう訣けつを悟らせてくれるのだろう。金髪のアメリカ人少女は神託を授ける巫み女このごとき、おごそかな口調だった。

「聖と邪、善と悪、陰と陽、魔性と神しん性せい……相反する二つの要素を二振りの刀に託して、陰いん陽よう相そう克こくの一撃と成す。この術にはそういう複雑なタスクが必須なの。でも、真正直な織姫さんにはちょっとむずかしいかしら……」

「あ、あああ、あの、ルナさん。すごく参考になる講義だとは思うけどっ」

　ハルに抱きつき、推定『Ｆ』のふくらみを押しつけていた織姫。

　いつも明朗でさわやかな彼女は今、困惑と追及のまなざしですぐ隣のルナ・フランソワを見つめていた。しかも、かすかに怒った口ぶりだ。

「ど、どうして春はる賀がくんにそんなことしているの!?」

　織おり姫ひめの隣でハルによりかかるルナ・フランソワ。グラマーな日本人少女を上まわるボリュームの持ち主ぬしである。そんな彼女が全体重を預けてくるのだから、推定『Ｇ』のふくらみもぐいぐいとハルの胸で押しつぶされている……。

　そのありさまを見て愕がく然ぜんとする織姫へ、ルナはあっさりと語った。

「かんたんに言うと、織姫さんと同じ理由。ねえハリー、あなたの心臓と秘ひ文も字じを私の心にリンクさせて、私の魔性に同調して。それを織姫さんと悪あく路ろ王おうに伝えるの……」

「そうか。その手を使えばいけるかも」

「春賀くんもこのすごい状況で、神妙な顔しないで！」

　すばらしいバストの量感と弾力が四つもハルに押しつけられている──。

　密着。密着。密着。密着。ハルは感動がゆきすぎて、かえって冷静になっていた。このまま感情を爆発させると歓喜のあまり悶もん死ししかねない。

　ゆえに不動心。どんな状況でも冷静沈着に思考する、賢者の時間。

　これも生存本能の発露と言えるかもしれない。一方、織姫は愕然として訴える。

「そもそもこのやり方はわたしたちだけの秘密で！　どうしてルナさんが!?」

「ごめんなさい。ハリーと盟めい約やくを交わしたときにいろいろあって。でも、この方法をハリーと実践したおかげで力の消耗を抑えられたの。だから許して、ね？」













「は、春はる賀がくん！　ほかの女の子とするのは自じ重ちようしてって前に──あ……っ」

「ん……私の気持ちを受け取ってね、ハリー……」

「もう！　こんなふうにして強引にごまかそうとして──んんんんっ！」

　恍こう惚こつとした表情でルナがつぶやけば、織おり姫ひめは紅潮しきった顔でハルをにらむ。

　このふたりがハルに密着し、そのすばらしい肢体の感触を競うように押しつけてくれるのである。一生に一度あるか否いなかのとんでもない僥ぎよう倖こうであった。

　また、彼女たちの間で仲介役となったハルは感じていた。

　聡そう明めいな計略家であるルナ・フランソワの心と、怒りと闘志に火が付いた織姫の心は春賀晴はる臣おみを媒介にして、ぐんぐん同調──。

　悪あく路ろ王おうは貌かおに殺気と猛たけ々だけしさを取りもどし、声高に咆ほう哮こうした。

　そのまま即座に灰はい色いろ卿きようの頭部へ襲いかかる。白き狐こ狼ろうの全身は神こう々ごうしい黄金の光につつまれ、表情と身のこなしには野性の鋭さがみなぎっていた。

　そして、背中の二刀も黄金に輝き──。

　悪路王はまず右の刀を横一文字に振るい、次いで左の刀を縦一直線に振りおろす。双刀が描いた軌跡は、グレードラゴンの頭部に十字架状の傷を刻んだ。

　灰色卿が遺のこした忘れ形見はそのまま消滅。

　ハルたちを捕縛していた屠と竜りゆうの鎖もボロボロに崩れ、塵ちりとなっていった──。




　体長一〇〇〇メートル級の超生物・竜宮楼ろう。

　しかし、その心しん金がねはすでに消滅し、命数は尽き果てている。

　しばらく前までは、動作は緩かん慢まんであっても広大な海を悠々と遊泳していた。しかし今、竜宮楼の巨体は不動の骸むくろと化し、隅から隅まで白く石化してしまった。

　かつて竜宮楼だった物体は、海中深くへとゆるやかに沈降を続けている。

　が、その体内から脱出した獣がいた。

　悪路王。白き九尾の狐狼である。女王形態をすでに解き、通常の姿だった。

　沈みゆく竜宮楼より抜け出て、海上をめざして浮上していく。狐狼の鼻はな面づらは小さな真珠色の球を押しあげていた。直径二メートル程度である。

　その球体を鼻でつついて、悪路王は丁寧に上へ運んでいく。まるで宝物のように。

　そして数十秒後。

　沈みゆく竜宮楼はやにわに爆散した。木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだのである。

　間一髪で爆発を逃れた悪路王は、真珠色の球体を押しながら海上をめざす。

　しかし、まだ海面まではだいぶ距離があるというところで、唐とう突とつに悪路王の姿は消えてしまった。パートナーの消耗が激しく、実在化を維持できなくなったのだ。

　今まで海面へと押しあげていた巨獣が消え、真珠色の球体は降下をはじめる。

　しかし、それをつかみ取った者がいた。

　竜りゆう蛇だ型リヴァイアサン・水み無な月づきだった。前肢をのばし、みごとキャッチしたのだ。

　さらにワイバーン型のルサールカまでも水中に現れて、真珠色の球体を気遣わしげに見つめていた。これはもちろん不ふ朽きゆうの加護である。

　海中に没したとしても内部の者を守護する、不朽不滅の聖せい域いき。

　この加護がハルと織おり姫ひめ、ルナ・フランソワの命綱となってくれたのだ。水無月は不朽の加護を前肢で支えたまま、海面に向けて浮上をはじめた──。





【終章】










「結構、生きのびるもんだなあ……」

「わたし、悪あく路ろ王おうが消えたときはあのまま海の底に沈むと思ったわ……」

「きっと深海用の探査艇で捜索してもらっても、発見は無理だったでしょうね……。ハリーの加護ってどのくらいの時間、保もつのかしら……？」

「加護は大丈夫でも、なかの僕たちが餓死する可能性も高そうだよ……」

　どうにか命を拾ったハル、織姫、ルナ・フランソワ。

　昨夜から騒動続きのうえに灰はい色いろ卿きようとの戦闘、必死の脱出行こう。

　体力・気力・魔力の全すべてを使い果たした。ようやく生還した三人は放心と疲労のあまり、ぐったりと腰を下ろし、背後の壁によりかかっていた。

　自じ堕だ落らくな姿勢のまま、三人でぼーっと夏の青空を眺めている。

　吹き抜ける潮風のぬるさが心地よい。長い一夜が明けて、ようやくの朝だった。今日も暑くなりそうだ。

　尚なお、現在地は海自所属の多目的支援艦、その甲板上だった。

　甲板から尖せん塔とうのごとく突き出た艦橋部の壁に背中をあずけ、よりかかっている。

　──不ふ朽きゆうの加護につつまれて、海中を漂っていたハルたち。

　すくいあげてくれたのは水み無な月づきだった。ルサールカと共に駆けつけてくれたのだ。おそらくリヴァイアサンの超感覚と盟めい約やくの絆きずな、探索系の魔術などを駆使して。

　海上に出た水無月は、三人をひとまずここに降ろしてくれた。

　もうすぐアーシャや羽は純ずみ、艦の乗員なども駆けつけてくるだろう──。

「とりあえず、それまで一休みしてようか……」

　さんざん心身を酷使した人間の特権として、ハルは自じ堕だ落らくに言った。

　ルナと織おり姫ひめからも異論は出ない。みんな、精も根も尽き果てているのだ。いまだに誰だれも立ちあがろうとしない。

「と、ところでね。みんな、さっきのあれだけど……」

　不意に織姫がつぶやいた。恥ずかしそうに声をひそめて。

　灰はい色いろ卿きようの鎖を断ち切るため、三人の力をひとつにした一幕に他なるまい。あのときのことを思い浮かべると、ハルの自我は感動のあまり崩壊しかねない。

　やはり防衛本能ゆえか、自然とハルの不動心が呼び起こされていった。

「は、羽純とアーシャさんにはないしょがいいと思うの。みんなはどう？　やっぱり仲間内のことだし、報告しておいた方がいいかしら……」

「あえて言う必要はないはず。私は織姫さんに賛成」

　すかさずルナ・フランソワが言った。

　金髪美少女の白い頬ほおはいまだ紅潮していて、あのときの高揚感の余韻を引きずっているようだった。こんな表情でルナは意味ありげに織姫へ目配せした。

　まるで禁断の果実の味を知ってしまった者同士で、秘密を共有するときのように。

　すると、織姫もこくりとうなずく。

　黒髪の日本人少女は一目でわかるほど安あん堵どしていた。

「あ、ありがとう、ルナさん。そう言ってくれて……」

「あれはちょっとアーシャや羽純さんには刺激が強いと思うの……。わたしたちふたりとハリーの間だけでの秘め事にすべきじゃないかしら……」

「刺激──そう、ね。やっぱり刺激的すぎるわよね！」

「だから織姫さんも、私とハリーが関係を一歩前進させたこと、寛ひろい心で大目に見てね。私たち、この問題についてはフェアに戦いましょう？　アーシャと羽純さんはさりげなく戦線から遠ざける感じで、そこは共闘して……」

「え、あ、ええと、わたしは、その、なんていうか……」

「ハリーとああいうことをして、ああいう気持ちになるのは私たちだけにしなくちゃ」

「ところでさ」

　不動の心で賢者の時間を迎えていたハルは、ふと口をはさんだ。

「君たち、あれをやるとき本当にどんな気持ちになってるんだい？」

「「……ないしょ」」

　日米の少女ふたりが異口同音に答えたときだった。

　ぱたぱたと軽快な足音がいくつも聞こえてきた。誰だれか来たようだ。

「晴はる臣おみ！　織おり姫ひめさんとルナもよく帰ってきましたね！」

「みなさんがご無事で本当によかったです！」

　ついにアーシャと羽は純ずみがやってきたのだ。ハルは「ん？」とひっかかりを覚えた。

　そういえば、パヴェル・ガラドと戦ったあとも似たような一幕があったような。胸騒ぎがする。しかし、その正体を検討する前に──

「ははははは晴臣ィ！　これは一体、どんな乱らん痴ち気き騒さわぎのあとですかあ!?」

「ね、姉さま!?　先せん輩ぱい!?　ルナさんまで!?　あ、あの、みなさん、ずいぶんお疲れみたいですね！　し──失礼しました！」

「は、羽純!?　待って、行かないで話を聞いて！」

　救助された三人のありさまを見て、まずアーシャが目を三角にして激怒した。

　次いで心やさしい羽純はおろおろと狼ろう狽ばいし、困ったあげくにきびすを返して、足早に立ち去ろうとする。それを従姉妹いとこの織姫が呼び止めて、静止させる。

　ここでようやく、ハルは自分たちの状況を自覚した。

　ハルと織姫とルナ・フランソワ。過度の疲労ゆえにぐったりと手足を投げ出し、三人そろって艦橋部の壁によりかかっている。それはたぶん問題ない。

　しかし、三人はいわゆる『川の字』状態でもあった。

　まんなかは春はる賀が晴臣。その右にルナ・フランソワ、左に織姫がいて、ふたりとも添い寝でもするように体をぎゅっとハルに密着させていた。

　そう。ハルは女子ふたりの豪ごう奢しやな肢体でサンドイッチされた格好なのである。

　ルナ・フランソワなどはハルの足に己おのれの足をからませている。織姫の方も黒髪と美び貌ぼうをハルの頬ほおに寄せて、必要以上にくっついていた。が、三人に他意はない。なんとなくこうしていただけなのだ。

　竜宮楼ろうからの脱出時、せまい加護のなかで自然と密着する形になったせいだ。

　しかも、三人で《双刀の秘ひ文も字じ》を使ったときの高揚感はいまだ余韻として残っている。

　そのせいだろう。ハルたちはこの状態を特に違和感なく受け入れていた。だが、こんな体勢が一線を越えた男女同士の関係、もしくは何かいかがわしい関係を想起させるのもたしかな事実であるわけで──。

　気の利いた言い訳はないか、ハルが思案したとき。

　不意にルナ・フランソワが顔を近づけてきた。そして、気づけばキスで唇をふさがれていた。ハルは接せつ吻ぷんされたのである。ルナの唇に。

「へ──っ？」

　激怒していたアーシャが呆ぼう然ぜんとし、困惑していた羽は純ずみも目を丸くして硬直する。

　また、ハルにべったりとよりそっていた織おり姫ひめはハッと飛び起きた。

　そんなギャラリーの目も気にせず、ルナ・フランソワはキスを続ける。形のいい唇でハルの唇をふさぎ──舌まで差し入れてくる。ハルの唇をくちゅっとついばみ、舐なめ、それからハルの舌を自分の舌でからめ取り、くちゅりくちゅりと口づけを続ける。

　結局、四〇秒ほど長々とキスを繰りかえしたあと、ようやくルナは口を放した。

「つまり、こういうことなの。よろしくね、アーシャ」

　とんでもない狼ろう藉ぜきを目にして、ハルの幼なじみは放心の体ていであった。

　ちなみに、当のハル本人もずっと呆然としていた。完全に予想外だったのだ。




　そして、アーシャたちとの再会から半日が過ぎた。

　ハルたちは伊い豆ず半島の下しも田だにもどっていた。もう一泊してから明日、東京新都に帰還する予定だった。すでに夜。よく晴れていて、星がよく見える。

　ホテルに居づらいため、ハルはひとりで海辺を歩いている。

　ルナ・フランソワの行為がメンバーに衝撃をもたらしたせいだ。

　織姫と羽純はハルを前にすると急に落ち着かなくなり、言葉に詰まってしまう。

　アーシャはよほどショックだったのか、何時間も放心しつづけていた。しかし、『今夜よかったら私の部屋に来る、ハリー？』の誘いを聞いて、以後はずっとルナのそばにべったり貼りついている。金髪の撃げき墜つい王おうを自由にさせないために。

　尚なお、ルナの誘いは本気と冗談が半々という雰囲気であった……。

　ついでにハルは初体験した唇の感触も思い出した。が、このままでは妙な気分になってしまうとすぐに気づいた。あわてて中断する。

　ぶんぶんと頭を振り、代わりに夜空を見あげてみた。

　気まぐれにはくちょう座を探す。十字の形をした夏の星座である。ルルク・ソウンの秘録では双刀十字星の刻印、《双刀の秘ひ文も字じ》というらしい──。

　その知識が呼び水になったのか。

「実りある旅となったか、晴はる臣おみよ？」

　白き竜王たる姫君の声で問いかけられた。すぐに答える。

「まあまあ、それなりに。すくなくとも収穫ゼロではないよ」

「それは重ちよう畳じよう。おまえを送り出した甲か斐いがある」

　満足げにうなずく雪ゆき風かぜの姫。いつのまにかハルの前に立っていた──否いな。

　つい数秒前に音もなく、空から舞い降りてきたのだ。ハルが驚かずに済んだのは、対となる矢の接近を《弓の秘文字》が教えてくれたからだ。

　ハルは肩をすくめた。神出鬼没という言葉は当てはまらない。

　矢のごとき姫の飛ひ翔しよう力ならば、東京から伊い豆ずまでは夜の散歩程度の距離だ。

「その後、東京では何かあった？」

「いいや。日々是これ好日といってよかろう。まあ」

　雪ゆき風かぜの姫はにやりと悪戯いたずらっぽく微笑した。

「この雪風とて千里眼ではない。我が目の行き届かぬところで涙している民草もいるやもしれんが、そこは数えずともよいだろう。うむ」

「そこは徳のある女王さまっぽく、民草のひとりひとりに目を配って欲しいなあ」

「何を言う。各々の家中でいかに暮らすかなど、王が関知すべきでないぞ。おまえは寝場所や日々の食事にまで王命で口出しされる暮らしが望みか？」

「なるほど。たしかにおっしゃるとおりだ」

「王の仕事は国を興おこし、都を打ち立て、よく治めること。ただし竜王の場合は、争い、戦い、奪い取ることと置き換えるべきだが」

　またもにやっと笑い、雪風の姫は王者の心得を語る。

　どうやら、今晩はなんとなく話をしに来ただけらしい。一応、彼女は春はる賀が晴はる臣おみを目下の敵として考えているらしいのだが。

　しかし、そんなことを気にしない闊かつ達たつさもまた雪風の姫らしい。

　ハルは苦笑して、受け入れた。また、こちらにも文句を言えない理由がある。

「じゃあ、近々旅のみやげでも持って、お礼参りにうかがうよ」

「ああ、そうしろ。この間のように楔くさびのあたりにまで来たら、適当に合図すればいい。気づけば雪風の方から出てきてやる」

　伊豆遠征に旅立つ数日前、ルナ・フランソワからデートの誘いを受けた。

　しかし、ハルはこう答えた。『残念だけど、今日は人と会う予定があってね』。方便ではない。実際あの日の放課後、ハルはひとりで旧東京租借地に向かったのだ。

　雪風の姫に謁えつ見けんを願うために。

　近場とはいえ、新都の魔女がみんな遠征に参加する予定。

　旅行前に姫のご機嫌うかがいをして、近日中に揉もめごとを起こすつもりがあるか、探りを入れたかった。またハルたちの留守中、べつのドラゴンが襲来してきたとき、王者として撃退してもらえるかも確認しておきたかった──。

　なんとも図ずう々ずうしい談合だが、物好きな姫は受け入れてくれる気がした。

　だから、ハルは旧銀座の一角に立つモノリスを訪ねたのである。雪の精にも似た少女は、あの日も風のように空から降ってきた……。

「それとな、晴臣よ。言っておくが、みやげはもう要いらぬぞ」

「そうなのかい？」

「うむ。その手の双刀だけで十分だ。ふふ、雪ゆき風かぜが直々に手を下すにふさわしい手て強ごわさ、着々と身につけているのだな。誉ほめてやろう」

「せっかくの新兵器なのにもう見抜かれていたのか。参ったなあ」

「種明かしすると雪風の手柄ではない。そこにいる男がもしやと気にしていたのだ」

　姫がちらりとハルの背後を見やった。

　振りかえる。蒸し暑い夏の夜だというのに、律儀にも黒のサマースーツを着た男が黙然とひかえていた。渋みの強い、端整な顔立ちだった。

　ちなみに、汗ひとつかいてない。涼しい顔で男は立っていた。

「ひさしぶりだな、少年。弓と双刀の継承者よ」

　声もまた錆さびをふくんだように渋みが強い。

　出身地不明。長身。外見は壮年。名はソフォクレス。『王への道』の調整役──。

「実はかねてより疑惑を持っていたのだよ。双刀の刻印、もしや紅ぐ蓮れんの女王が秘ひ匿とくしていたのではないかと。謎の答えを得られて、私はよろこばしく思う」

「そんなことを言いにわざわざ伊い豆ずまで？」

　ハルは肩をすくめた。ソフォクレスは竜族ではなく、人間だという。

　この男。燧すい石せき。ドラゴンという種族の歴史。謎解きのネタは当分尽きそうにないのだなとぼやきたくなってきた。しかも、ガイド役の火ひ之の迦か具ぐ土つちはとことん怠たい惰だと来ている。

　ソフォクレスはほんのかすかな微笑を見せた。

「距離と場所は関係ない。君たち僭せん主しゆや竜王と会うためならば、私は地上のみならず星海の彼方かなたにまで足を運ぶ。そして少年よ、君はひとつ覚えておくといい」

「何をさ？」

「君の指南役はかつての女王だけでなく、私も務めることができる、と」

「そういえば前もそんなこと言ってたっけ。とりあえず覚えておくよ」

　ハルは無難に答えておいた。ただし、内心ではこう考える。

　たぶん、いつも黒っぽい服を着ているからだろう。この男、実は火之迦具土を越える悪魔ではないのかと──。そういう想像と偏見が頭から離れないのである。

　だが、この偏見を捨てるべき理由は今のところ何もない。

　ゆえにそれ以上ハルは語らない。ソフォクレスも無言で立ち去っていく。気づけば雪風の姫も消えていた。

　今は夏休みのはじめ。竜りゆう弑ごろしを得て、いまだ数か月。

　しかし、ハルのまわりでは騒乱の火種が着実に育ちつつあった。





【あとがき】







　みなさま、おひさしぶりです。丈たけ月づき城じようです。

　当シリーズも四巻目、第二部のはじまりといった趣きの物語となります。

　発売日と作中時期に少々のズレはございますが、『海！　水着！』とゆるめのお膳立てではじまる第四巻です。

　いや、まあ、例によってそれだけがテーマではありませんが（苦笑）。

　東京新都と旧東京の廃はい墟きよを一種のダンジョンと申しますか、『箱庭』と見立てて進行していた三巻までと異なり、この四巻では都の外に出ていく展開となりました。

　今回は海というフィールドを舞台とした、ワイルダネスアドベンチャーでもあります。

　水着ともどもお楽しみいただければ幸いです。




　さて、話は変わりますが。

　僕はあまり出版社のホームページを確認しない人間です。

　が、それでも自作を出していただいているレーベルについては『たまには見てみようかなあ』と気まぐれを起こすときがあります。

　そして、あれこれ見ているうちに予想外の情報を発見するのです。

（あれ？）

（二〇一三年、ＭＦ文庫Ｊ学園祭なんたらの生徒会長キャラ……）

（投票で一位になったキャラが会長に選ばれるというイベントのはずなのに）

（なんで五位にこの人がいるんだ？）

（おかしいな。不正の匂においがする……）

　疑惑を頭のなかで弄んだりもしてみます。

　いるはずのない、いるべきではない人物がそこにいる。その事実が僕の灰色の脳細胞を刺激し、なんらかの犯罪が実行された可能性を──

「なあに失礼なこと考えてるんですかあっ!?」




　やあア●●ャさん。三巻以来ですね、おひさしぶりです。

「まったく……。あとがきに作中キャラが登場なんて一九九〇年代の小説じゃあるまいし、こういう真ま似ねはそろそろつつしんでください」

　まあまあ、そう言わないで。なんていうか──今まで何十人もキャラクターを書いてきましたが、ア●●ャさんは特別なんですよ。

「えっ!?」

　作中に書くだけじゃなくて、直に話をしたくなるといいますか。

「そんな……（照れ）。私には心に決めた人がいるというのに……。まあ、でも、気持ちだけなら受けとってあげなくもないような、そうでもないような──」

　いやね。あなたへのツッコミ役は主にＭ部長にまかせているわけですが。

　たまに作中キャラの力を借りないで、自分でツッコミ入れたくなるんですよ。

「……その結果がこの公私混同ですか（むすっ）」

　あと、あとがきのネタに困ったときの苦しまぎれといいますか。

「今、さりげなく本音をぶっちゃけましたね……。まあ、いいです。その辺りは棚上げすることにして、本題に入りましょう。私がファン投票による生徒会長選挙で堂々の五位にランクインしたこと、どこがおかしいんですか!?」

　おかしいですよ、ア●●ャさん。

　だって、『僕らの部隊の小隊長を決める総選挙イン海兵隊』じゃないんですよ。

　ＭＦ文庫Ｊ作品から二〇名くらいのキャラクターをノミネートして、生徒会長にふさわしい人間を選ぶという趣旨だったわけで。

「私のすぐれた指導力とカリスマ性が読者の方々に認められて、五位という優秀な成績をおさめるにいたったわけです。えへん」

　あなたというキャラの特性は、生徒会長よりも陸軍とか海兵隊あたりの小隊長向きだと思うんですけどねえ。

　だから、もしかして不正に票を操作したのかなと……。

「誰だれがそんなことするものですか！」

　買収も脅迫も数字の改竄もなしであると？

　じゃあ、仁に村むらさんのイラストによる選挙ポスターの威力ですかね。

「そこでどうして、私個人の魅力ゆえだと考えないんでしょうね……。それなら訊ききますが、ノミネートされたキャラのなかで誰が会長職に適任だと思いますか？」

　ほほう。

「ひとりひとり綿密に人格・経歴・思想・特技・人間関係などなどをつぶさに吟ぎん味みしていけば、この地位にふさわしい人物の名前は自ずと明らかになるはずです。そう、やはり私しかいないと──」

　あ。僕は川かわ口ぐち先生のところのエレンさんがいいと思います。

「こ、こんな身近に裏切り者が！」




　さてさて。

　前述しました、二〇一三年度のＭＦ文庫Ｊ夏の生徒会長コンテスト。

　当シリーズからの立候補者が意外な健闘をさせていただいたらしく、この場を借りて御礼申し上げます。

　また、この四巻では本文中にて『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』のタイトルを小ネタとして使用させていただきました。

　快く承認してくださった鈴すず木き大だい輔すけ先生、ありがとうございます。

　もちろん、編集から販売の各工程にたずさわっていただいた方々、いつもどおり美麗なイラストをご提供いただいた仁に村むらさまにもお礼申し上げます。




　そして、今後についてですが。

　以前にほんのすこしだけ顔見せした方が再登場するかもしれません。

　若者、美少女、陰気キャラと続いたライバル役の顔ぶれに、いよいよ〝豪快なおじさん〟枠の彼も加わるのか、そうはならないのか。

　そこでフィーチャーされるヒロインが誰だれになるか。

　ルナ・フランソワの本格参戦がラブコメ模様にどのような影響をおよぼすのか。

　徐々に充実しつつある我らが主人公の戦力と新たな特技・賢者タイムが冒険とドタバタをどのように導いていくのか。

　よろしければ、第五巻にてお確かめいただければ幸いです。

















　著者

　丈月城（たけづき・じょう）

　　最近、珍しくアニメをまじめに毎週見ています。僕のなかでガンダムビルドファイターズが絶賛マイブーム中です。




　イラスト

　仁村有志（にむら・ゆうじ）

　　触手……いや、イカの吸盤って結構とげとげなんですね。絞められたら痛そう。
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